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学園の学章

「三大建学綱領」

人間形成      技術革新      産学協同

三位一体の「学園共同体」

学生          理事          教職員

科学技術を学ぶ者への指針を示す、「３つの“Ｔ”」

Truth       Theory      Technology 

　以上の３つの要素を、学園のシンボルであるゴールデンイー

グル（いぬ鷲）の翼をモチーフにデザインしたものです。 

　白山に棲息する天然記念物ゴールデンイーグルは、光に向か

って進むとき頭部が金色に輝く特徴を持っており、鳥類の中で

は最も高空を飛翔する勇敢な鳥と言われます。そのゴールデン

イーグルの力強いイメージは、勇気と信念を象徴しています。 
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我が国の文化を探究し、高い道徳心
と広い国際感覚を有する創造的で個
性豊かな技術者・研究者を育成します。

「学園共同体が共有する価値」に基づく信条（行動規範）
この学園に集う私たちは、学園共同体として共有すべき価値を “KIT-IDEALS” としてまとめ、これらに基づく信条を次
の通り定めました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することによって学園共同体の向上発展を目指します。

三大建学綱領

KIT-IDEALS（学園共同体の信条）

雄大な
産学協同

深遠な
技術革新

高邁な
人間形成

我が国の産業界が求めるテーマを積
極的に追究し、広く開かれた学園と
して地域社会に貢献します。

我が国の技術革新に寄与するととも
に、将来の科学技術振興に柔軟に対
応する技術者・研究者を育成します。

K Kindness of Heart　思いやりの心

私たちは「素直、感謝、謙虚」の心を持つことに努め、明るく公正な学びの場を実現します。

I Intellectual Curiosity　知的好奇心

私たちは「情熱、自信、信念」を持つことに努め、精気に満ちた学びの場を実現します。

T Team Spirit　共同と共創の精神

私たちは「主体性、独創性、柔軟性」を持つことに努め、共同と共創による絶えざる改革を進め、前進します。

Integrity　誠実

私たちは、誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。I
D Diligence　勤勉

私たちは、勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。

E Energy 　活力

私たちは、活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。

Autonomy　自律

私たちは、自分の行いを律し、１人ひとりを信頼し、尊敬します。A
L Leadership　リーダーシップ

私たちは、チームワークを大切にし、自分の役割を自覚しつつ、責任を果たします。

S Self-Realization　自己実現

私たちは、自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に向って挑戦することに努

めます。
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　学園創設者の泉屋利吉翁は、学生・理事・教職員の三位一体で構成する学園共同体の理想を掲げ「工学アカデミア」
の建設に全力を傾けました。学園創設期においては、学生を “Young gentlemen” と呼び、彼らの自律と自主的な活動
を支援し、自由と活気ある学園の樹立に心がけました。特に、直接、その設立を企画した穴水湾自然学苑は、豊かな自
然の中で教職員と学生が寝食を共にし、規律ある共同生活を送ることにより、お互いの信頼関係の構築と学園共同体の
理想を実現せんとするものでありました。傍ら、教職員の資質向上を図るため、教職員の学内外への留学制度を構築し、
全ての教職員に教育者としての自覚を強く求めました。
　初代校長・学長の青山兵吉先生は“Truth（真理）”“Theory（理論）”“Technology（技術）”を当時の学園の記章に三つの“Ｔ”
として込められ、学園を「知を求める場」「知を生産する場」とされ、本学園卒業生が我が国産業界において指導的役
割を担う技術者・研究者として活躍することを強く念じ、また信じておられました。学術に生きる青山兵吉先生の純粋
で崇高な願いと言動は、当時の教職員には忘れ難いものがあります。
　第２代大学学長の京藤睦重先生は、学生の学力や資質を直視され、多年にわたる教育者としての信念に基づき、学園
共同体の理想を「親切な学園である」との言葉に込められ、学生との信頼関係を構築する軸として、基礎学力の向上を
目的とする徹底した教育訓練を展開されました。特に、「努力すれば、必ず報われる」と学生に熱く語りかけておられ
た姿や「誠意をもって学生に対応すれば、学生は必ず応えてくれる」と自ら率先して学生と向き合う活力ある行動は、
教職員を励ますのみならず、学外の多くの方々から支持されました。
　私は､“KIT-IDEALS” を標榜するにあたり、学園が組織として重視すべき価値と位置づけた

・“Kindness of Heart” ( 思いやりの心）は、京藤睦重先生の教育者としての学生を思う心を
・“Intellectual Curiosity” ( 知的好奇心）は、青山兵吉先生の学者としての純粋な崇高さを
・“Team Spirit”（共同と共創の精神）は、泉屋利吉翁の学園共同体の理想を追究する闘志に満ちた活動をそれぞれ想起
し定めたものであります。
　また、学園を構成する（学生、理事、教職員）個々人が重視すべき価値として位置づけた

・Integrity（誠実）
・Diligence（勤勉）
・Energy（活力）
・Autonomy（自律）
・Leadership（リーダーシップ）
・Self-Realization（自己実現）
は、創設者を始めとして、歴代の学長・校長が話されたり、学生を諭された言葉の数々から、その思いを要約させてい
ただいたものであります。学園を構成する人 （々学生、理事、教職員）が生涯にわたる「行動」を通して自己実現を目指され、
学園共同体の理想実現に寄与されますことを念願するものであります。

平成 �� 年度全学議会において、本学学生としてのモラルや倫理の向上を
図るため、下記の学生宣言が採択されました。

学生一人ひとりが、本学学生としての人間力を備えた行動を取り、また
地域社会の一員としての責任を認識し、学生宣言に掲げる行動規範を遵
守します。

�. 我々学生は、学生の本分と社会のルールを守ります。
�. 我々学生は、「KIT IDEALS」を行動規範として、人間力を備えた「自

ら考え行動する技術者」を目指します。
�. 我々学生は、倫理を守りその実践に取り組みます。

平成 �� 年 � 月 �� 日
第 �� 期学友会

学園共同体の理想

学友会 学生宣言
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文部科学省「大学・高専機能強化支援事業」の選定による学部学科・

大学院の教育研究環境の充実と高度情報専門人材の育成を推進

文部科学省の「大学・高専機能強化支援事業(学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支

援[支援１]及び高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援［支援２］)」の交付決定を令

和６(2024)年８月21日(水)付けで受け、事業計画に基づき、令和６年度における事業を推進しました。

[支援１]に関しては、事業計画「金沢工業大学における社会実装型教育研究プロジェクトを文理探

究から実践する情報専門人材の育成」に基づき、令和７(2025)年度の16号館）X（クロス）デザイン

ラボの着工に向けて、基本設計が完了し、運営体制等について検討を進めました。

〜社会実装型教育研究イノベーション拠点：16号館X（クロス）デザイン
ラボの基本設計が完了、31号館に情報技術ＡＩ研究所サテライトを整備〜

教育研究環境の整備

X（クロス）デザインラボは、様々なステークホルダーと連携し「専門分野×AI・情報技術」によ

り、社会課題の解決等に向けた社会実装型教育研究プロジェクトを推進する拠点とする計画です。

[支援２]に関しては、事業計画「金沢工業大学における社会実装型教育研究の実践を通じた高度情

報専門人材の育成」に基づき、大学院の質的・量的充実(教育研究の充実、大学院生の増加)を目指し、

情報技術 AI研究所サテライトとして「インタラクティブコミュニケーションLab」「IoT Lab」「セ

キュリティLab」「Web3 Lab」「エンターテインメント＆デジタルコラボレーション Lab」「グ

ローバル人材育成Lab」を31号館２階・３階に整備し、各Labで、教育研究の充実に向けた研究プロ

ジェクトが発足しました。

今後の計画(令和７年度)について

令和７年度には、大学・高専機能強化支援事業[支援１]では、Ｘ(クロス)デザインラボの着工が予

定されており、大学・高専機能強化支援事業[支援２]では、31号館の教育研究環境の整備(令和６年

度繰越事項：学際的研究プロジェクト推進Lab)及び12号館２階の研究所サテライトの整備並びに研

究プロジェクトの立ち上げを予定しています。今後もKITビジョン2025に基づき、学部学科改組及び

大学院工学研究科充実に向けた取り組みを推進していきます。

(左から)Web3 Lab、エンターテイメント＆デジタルコラボレーションLab、グローバル人材育成Lab

(左から)インタラクティブコミュニケーションLab、IoT Lab、セキュリティLab
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文部科学省「私立大学等改革総合支援事業」

において全４タイプで選定

本学は、文部科学省が実施する「令和6年度私立大学等改革総合支援事業」において、「特色ある

教育の展開」「特色ある高度な研究の展開」「地域社会の発展への貢献」「社会実装の推進」の全4

タイプで選定されました。これは全国の私立大学の中でも限られた実績であり、４タイプすべてに選

定された大学は、本学、東京都市大学、芝浦工業大学、帝京大学、東京電機大学、藤田医科大学、龍

谷大学の7大学でした。

本学の教育・研究・社会貢献・イノベーションの各分野における総合力の高さと先進的な取り組み

が高く評価されたものです。今回の選定は、長年にわたる教学改革や地域・産業界との連携、学生の

主体的な学びを支える仕組みづくりの成果です。特に、2025年度から本格展開される全学的な学修

改革をはじめとする継続的な改善活動は、大学が社会の変化に対応しながら教育の質を進化させてい

きます。さらに、研究活動においても特色あるテーマの創出と社会実装の推進に力を入れ、地域と共

に未来を拓く大学としての役割を明確にしています。

教育・研究・地域・社会実装の4分野における主な取り組み

本支援事業は、大学が自らの特色・強みを活かし、教育・研究・社会貢献・社会実装の各側面で改

革に取り組むことを目的として文部科学省が支援するものです。タイプごとの内容は以下の通りです。

本学では、DX（デジタルトランスフォーメーション）、GX（グリーントランスフォーメーショ

ン）、SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）といった国家的重点分野に対応する社

会実装型の教育・研究を学内全体で推進しています。その象徴が「Challenge Lab」であり、学問領

域を超えた連携によって、未来社会に必要とされる新たな技術や価値の創出を目指しています。

今回の全タイプ選定は、こうした挑戦的な取り組みが国に認められた成果であり、本学は次世代を

担う情報に強い人材の育成拠点として、引き続き地域と社会に貢献し続けます。

タイプ1：特色ある教育の展開

Society5.0の実現を見据えた文理融合教育や教育課

程の革新を促進し、高校との接続強化も支援対象と

されます。

タイプ2：高度な研究の展開

国内外の研究者との交流や研究インフラの整備、大

学間・機関間連携による研究高度化が評価対象です。

タイプ3：地域社会への貢献

地域課題に対応する教育・研究や社会人教育、産学

官連携を通じた地域振興が求められます。

タイプ4：社会実装の推進

産業界との共同研究、知的財産の活用、技術の実用

化などを通じて、研究成果の社会実装を推進します。
本学の社会実装型研究の拠点「Challenge Lab」

教育研究改革の推進
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文部科学省の高等学校ＤＸ加速化推進事業(ＤＸハ

イスクール)採択校を支援するプログラムを開催

②ICT機器展示・操作体験

本学が有する３Ｄプリンタ、ＶＲ・ＭＲ、遠

隔授業支援など、探究学習や情報教育に活用で

きる機器を展示し、操作体験を行いました。

また、北菱電興㈱(石川県)、㈱ストリートス

マート(東京都)、㈱マーターポート(東京都)の

協力を得て、最新デジタル機器の展示やソフト

ウェアコンテンツの体験を提供しました。

第１回DXハイスクール応援プログラム

高大連携プログラムの実践

文部科学省の高等学校ＤＸ加速化推進事業(ＤＸハイスクール)採択校の支援を目的として、令和６

(2024)年８月５日(月)・６日(火)にDXハイスクール応援プログラムを開催しました。２日間で全国26都

府県から高校教諭95人(延べ128人)、文部科学省・各県の教育委員会７人、高校生51人(延べ104人)の参

加がありました。

教育ＤＸカフェの様子

③教育DXカフェ(フリーディスカッション)

探究学習の進め方や、デジタル機器を活用した教育の実践方法等について、高校教諭と本学の教員と

で意見交換の場を設けました。２日間で約50分間の意見交換を３回行い、大澤 敏学長、宮里心一学長

補佐、山本知仁情報工学科教授(教育ＤＸ推進委員会委員長)と高校教諭延べ20人が意見を交わしました。

高校教諭から様々な課題や不安について相談があり、本学の教員がアドバイスをしました。

プログラムと参加人数

ICT機器を見学する参加者

①探究学習におけるICT機器の活用例の紹介

１講座あたり20分～60分程度で体験・理解できる10のプログラムを開講しました。
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令和７(2025)年度の継続支援ならびに新規採択校への支援を目的として、令和７(2025)年２月25

日(火)に第２回の応援プログラムを開催しました。

第１回の実施を踏まえ、「高校現場の事例紹介」「プログラミングや国際化・半導体を含む魅力

発信型対応に向けたセミナー・ワークショップ」「高校教員同士の意見交換ができるDXフリートー

ク」「オンライン対応」を充実させ、30以上のプログラムを用意しました。全国29都道府県の72高

等学校(公立50校・私立22校)・教育委員会から149人の参加がありました。

第２回の開催に際し文部科学省から後援を受け、開会に先立ち初等中等教育局参事官付参事官補

佐の三井俊祐氏からあいさつをいただきました。

①オープニングセミナー

本学が取り組んでいる教育DXの状況や、デジ

タルを活用する人材像、高校教育現場のご支援・

高大連携による人材育成について紹介しました。

②事例紹介(高大連携・企業連携)

高校４校と企業１社から、本学との連携事業に

ついてご紹介をいただきました。

③セミナー・ワークショップ

AI、データサイエンス、プログラミングなどを

テーマに本学の教員と技師が実施しました。

④DXフリートーク「教育DXカフェ」

第１回同様に高校と本学とで意見交換をしました。

⑤課外活動紹介

デジタルを活用している課外活動団体がポス

ター展示・ポスターセッションを実施しました。

[協力団体]IoAプロジェクト、CirKitプロジェクト、

電気現象探究会、子どもの成長を見守る「おも

ちゃ」開発プロジェクト、データサイエンスプロ

ジェクト・RoboCup＠Homeプロジェクト

⑥デジタル機器展示・操作体験

本学の所有機器の他、連携する北菱電興㈱(石

川県)、リコージャパン㈱(東京都)、㈱マーター

ポート(東京都)、西日本電信電話㈱(大阪府)の協

力を得て、高校で活用できそうなデジタル・ICT

機器の展示操作体験を行いました。

第２回DXハイスクール応援プログラム

各プログラムと参加人数
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高校生のためのデジタル体験会「DXフェス」を開催

高大連携プログラムの実践

令和６(2024)年８月５日(月)・６日(火)に

高校生のためのデジタル体験会「DXフェ

ス」を開催しました。令和６（2024）年２

月に開催した「Ｔｅｃｈフェス」をベース

に新たに文理融合型のプログラムを加え、

ICT機器の展示・操作体験は、同時開催の

「DX応援プログラム」と共通のプログラム

としました。２日間で高校生延べ57人、高

校教諭延べ47人、計104人が参加しました。

北陸三県以外に宮城県・山形県・栃木県・

群馬県・東京都・長野県・岐阜県・大阪府

など遠方の高校生も来てくれました。

ＩＴソフトウェアを活用したグループディ

スカッションや生成ＡＩの体験、データ分析

体験、３ＤＣＧ＆３Ｄプリンタ体験、プログ

ラミング体験、大型飛行機のシミュレーショ

ン体験等、90分程度の８種類のデジタル体

験講座を開講しました。

モデリングとプリンティング体験をする参加者

地域幸福度についてカードゲームを用いて学ぶ参加者
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SDGsゲーミフィケーション教材を通じた

次世代人材の育成と国際展開

令和６(2024)年12月20日(金)に、SDGs全国フォーラム2024沖縄のサイドイベントとして、SDGs

ユース沖縄会議2024「遊びながら未来を語る」を開催しました。本イベントでは、小学生から大学

生までの若者約40人が、SDGs後半戦とポストSDGsに関してディスカッションを行い、また本学が

これまでに開発した４種類のSDGsゲームを体験し、

SDGs推進センターは、「THE SDGs アクションカードゲームＸ（クロス）」のSustainable

Bhutan Version（以下「ブータン版X（クロス）」）の開発プロジェクトに取り組み、2024年8月に

完成しました。当開発プロジェクトは国連の専門機関の一つである国連食糧農業機関（FAO）が後

方支援を行い、ヒマラヤ山脈地域の農業食料システムの変革に焦点を当てたゲームとして制作され、

ブータンで開催されるユース会議で発表しました。

ブータン版「THE SDGs アクションカードゲームＸ（クロス）」の開発

完成したブータン版X（クロス）は8月12日の国際

青少年デー（International Youth Day）にあわせて

ブータンで開催されたFAOとブータン農業省共催の

「National Youth Symposium」初日に体験会が行わ

れ、ブータンのワールド・フード・フォーラムの

ユースメンバーなど100人が参加し、非常に好評を

博しました。

今後は、ブータンのユースメンバーにオンライン

でファシリテーター研修を実施し、そのメンバーが

主体となってブータン国内に展開していく予定です。

持続可能社会の実現に向けた取組

ゲーム体験会の様子

「SDGsユース沖縄会議2024」を開催 〜SDGsゲーム体験も実施〜

金沢工業大学は、SDGs時代のグローバルリーダー育成の成果を認められ、平成29(2017)年に第一

回ジャパンSDGsアワード内閣官房長官賞を受賞しており、学内外におけるSDGsの推進を目的とし

て、同年にはSDGs推進センターを発足させました。

センターでは、教育機関、自治体及び企業などがSDGsに取り組む活動として、「THE SDGs アク

ションカードゲーム Ｘ（クロス）」など、数多くの独自のゲーミフィケーション教材を開発してい

ます。こうしたゲーミフィケーション教材の開発やそれを用いたSDGs教育について、国内外から大

いに注目を集めており、各地域ごとの課題や特色を反映したオリジナルのゲーム開発や、ゲーミフィ

ケーション教材を通じた人材育成に関する活動ぶりは高く評価されています。

参加者が理想の未来について宣言しました。

その活動ぶりが高く評価されている本学の特色

を活かし、今後もさまざまな地域で次世代を担う

若者を主体としたディスカッションや宣言の場を

設け、ポストSDGsの議論の活性化にも貢献します。

本学と中継を繋ぎディスカッションする参加者
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内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」の一環で、

小松マテーレとKITコーオプ教育プログラムを実施

企業での就業を通じて実社会の問題解決に挑む

化学素材メーカーの小松マテーレ㈱(石川県能美市)との産学連携で行われた「KITコーオプ教育プ

ログラム」の成果報告会が、２月26日(水)に金沢工業大学扇が丘キャンパスで行われました。

成果を報告する谷本さん

内閣府「令和５年度地方大学・地域産業創生交付金事業」の一環で実施

石川県が申請し、金沢工業大学革新複合材料研究開発センター(以下：ICC)を拠点として実施する

研究開発プロジェクト「地域で培われてきた高度な繊維・機械加工技術を活かした環境適合型複合材

料川中産業創出プロジェクト」が、内閣府の「令和５年度地方大学・地域産業創生交付金事業」に採

択されました。

本プロジェクトでは、金沢工業大学がハブとなり、複合材料産業において高度な繊維・機械加工技

術を有する地元中小企業群が連携。デジタル技術による生産プロセスの高度化や素材の低環境負荷化

に関する研究開発、素材・設計～評価に精通した専門人材育成を実施します。石川県内にある複合材

料の「川中企業」群をクラスター化し、強靱なサプライチェーンの構築を目指しています。

このたびの小松マテーレとのKITコーオプ教育は、当内閣府事業の一環で行われた第一号となるも

ので、複合材料を研究テーマに行われました。

小松マテーレとICCが共同開発した熱可塑性炭素繊維複合材料(CFRTP)「カボコーマ®ストランド

ロッド」について、機械工学科４年次の堀 裕貴(ほり・ゆうき)さんと、建築学科４年次の谷本早紀

(たにもと・さき)さんが、小松マテーレの社員と共に、その機械的特性評価や木材建築への耐震補強

材としての活用に向けた課題検証に取り組みました。

成果報告会には、小松マテーレ常務取締役技術開発本部長兼管理本部長の小川直人氏と、実務家教

員として学生の指導にあたっていただいた奥谷晃宏氏、各学生のメンターとしてサポートいだいた中

山武俊氏、細川穂奈美氏が参加しました。金沢工業大学からは大澤 敏学長や各学生の指導教員、ICC

の鵜澤 潔所長や小田切信之教授など総勢20人が出席しました。

学生からの発表後はメンター役の社員や指導教員からもコメントがあり、活発な質疑応答もなされ

るなど、本取り組みの重要性や有用性を感じさせる熱気あふれる報告会となりました。

内閣府事業における専門人材育成の取り組みとして、コーオプ教育プログラムは次年度以降も継続

的な活用を予定しています。複合材料という共通性のあるテーマのもと、ICCと大学の研究室間の連

携や、先輩から後輩への広がり、そして企業との一層の連携拡大と強化が期待されています。

共同開発された熱可塑性炭素繊維複合材料を研究テーマに実施

共同開発した「カボコーマ®ストランドロッド」(左)を

世界で初めて耐震補強に用いた小松マテーレのfa-bo(右)
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独・フラウンホーファー研究機構IGCVとの研究

開発・事業化拠点「FIP-MIRAI@ICC」を立ち上げ

本学の革新複合材料研究開発センター（ICC）は世界有数の応用研究機関である独・フラウンホー

ファー研究機構（Fraunhofer-Gesellschaft）の鋳造・複合材料・プロセス技術研究所（IGCV）との

研究開発・事業化拠点（FIP拠点）をICC内に立ち上げることに合意しました。

本拠点はフラウンホーファー研究機構におけるフラウンホーファー・イノベーション・プラット

フォーム（FIP）拠点の１つとして位置付けられ、複合材料に関する拠点としては日本初となります。

拠点名は複合材料とそれを使用する社会の「未来」につながるテーマに取り組むことから「FIP-

MIRAI@ICC」と名付けられました。拠点内では「リサイクル炭素繊維複合材料を活用した製造技術

と適用技術」を研究テーマに研究開発と技術移転・事業化を目指して活動する予定です。

産学官連携で特色ある教育研究・地方創生を推進

取材を受ける両機関の各スタッフ

拠点立ち上げの意義

GX（グリーントランスフォーメーション）の取り組みが世界中で行われている中、100mを超える

長尺の風力発電用ブレードや燃料電池車の水素貯蔵タンクは炭素繊維複合材料で実現が可能ですが、

炭素繊維複合材料の市場が飛躍的に成長している欧米や中国に比べ、日本国内は新規開発が少なく、

市場の成長がみられないのが現状です。さらに、SDGs の目標の一つでもある「つくる責任 つかう

責任」が製造者・消費者双方で求められる今日では、リサイクルも含めた産業構造でなければ事業化

は見込めません。令和５年度より取り組む内閣府の地方大学・地域産業創生交付金事業（プロジェク

ト名「CCIM(Creative Composite Ishikawa Million)」）における研究開発活動とも連動させ、リサ

イクル炭素繊維複合材料の研究開発・技術移転・事業化に向けたone-stop-shopの研究開発拠点とし

て、常駐するフラウンホーファーの研究員とともに石川県内外の企業における炭素繊維複合材料事業

の成長に貢献することを目指します。

JEC World 2025展への出展

JEC World展は、毎年３月初旬にフランス・パリ

で開催される複合材料に関する世界最大規模の展

示会です。本展示会のJapan Pavilion内において、

ICC・IGCV合同ブースで両者の共同展示を行い、

FIP-MIRAI@ICCの紹介とともに、両者の優れた技

術についても来場者に説明しました。

また本会場では、JEC Groupの協力を得て、FIP-

MIRAI@ICCの開設に関するプレス発表を行い、複

合材料分野で世界的に購読者を有する JEC

Composites Magazine誌、北米で強い影響力を持

つComposites World誌の取材を受けました。

このほか、会場内の他ブース等を訪問し、CCIM

事業に資する動向の把握・調査、ネットワーク作

りを行ったことに加え、会期中は、常に ICC・

IGCV合同ブースも非常に盛況であり、 FIP-

MIRAI@ICCの活動開始アピールも含め、存在感を

高めることができました。

来場者で賑わう合同ブース
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参画中の「Tech Startup HOKURIKU」が本格始動

〜スタートアップ創出を目指し研究の社会実装を加速〜

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の大学発新産業創出基金事業の「スタートアップ・エ

コシステム共創プログラム」は、大学等発スタートアップの継続的な創出を支えるための人材・知・

資金が循環するエコシステム形成を目的としています。

北陸地域から北陸先端科学技術大学院大学と金沢大学の２校を主幹機関とし、本学を含む大学12

校と高等専門学校３校、ベンチャーキャピタル１社がプラットフォームを組み、 JSTに「Tech

Startup HOKURIKU」（TeSH）を提案し、採択を受けました（支援期間：令和５～９年）。

本プログラムのもと、令和６年度から大学の基礎研究と事業化の間にある”ギャップ”を埋めるため、

参画大学・高専に所属する研究者に対してGAPファンドを通じた支援を行っています。本学からは、

応用研究（用途仮説設計から概念実証フェーズ手前）を支援する「ステップ１」に、航空システム工

学科の赤坂剛史准教授の研究課題「最大積載量50kg・飛行距離50km超のVTOL型有翼電動ドローン

の事業」が採択されました。

本学では研究成果の社会実装の１つの形としてスタートアップ創出を位置づけ、大学発のスタート

アップについての規程・ルール等を整備するとともに、産学連携局にコーディネーターを配置し、支

援体制を強化しています。

赤坂准教授の取り組みにおいては、 GAPファンド「ステップ１」での実績を更に発展させ、概念

実証からスタートアップ組成までを支援する「ステップ２」への申請・採択を目指します。また、学

内の有力な研究シーズを発掘し、公益財団法人石川県産業創出支援機構（ISICO）や中小企業基盤整

備機構北陸本部等の学外機関とも連携しながら、研究成果の社会実装を一層進めていきます。

赤坂准教授がGAPファンドの支援を受けて取

り組む「最大積載量50kg・飛行距離50km超の

VTOL型有翼電動ドローン」はまだ国内では例

がありません。

2024年12月および2025年3月に、0号機（翼

なし試作機）を用いた飛行実験を行い、積載量

50kg超の重りを積載した機体が浮上しホバリン

グできることを確認しました。

固定翼大型ドローン開発への挑戦

令和6年能登半島地震では、被災地の港が隆起したため、救援物資輸送船が接岸できないという想

定外の課題が浮き彫りになりました。ドローンは充電に数時間要するほか、物資輸送に使用するには

予備のバッテリーの準備も必要となります。

赤坂准教授は50kmの飛行を開発目標に設定しています。50kmの飛行距離であれば、沿岸の船から

長距離を飛行して物資を運ぶことが可能となるほか、一度の充電で短距離往復が複数回できるという

メリットもあります。一方でドローンを大型にすると機体自体の振動制御が課題となりますが、赤坂

准教授はこの課題をクリアし、今回の50kg超の積載でも浮上・ホバリング時に特に大きな振動がな

かったことが確認できました。

産学官連携で特色ある教育研究・地方創生を推進

大型ドローン飛行実験の様子

スタートアップ創出に向けた支援
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中小機構北陸本部と学校法人金沢工業大学との包

括連携協定を締結

独立行政法人中小企業基盤整備機構（中小機構）北陸本部と本法人の間で、産学連携による社会変

革とスタートアップ創出を目指した包括連携協定を令和７(2025)年２月20日(木)に締結しました。

中小機構北陸本部は、事業の自律的発展や継続を目指す中小規模の事業者・ベンチャー企業のイノ

ベーションや地域経済の活性化を促進し、わが国経済の発展に貢献することを目的とする政策実施機

関です。北陸地域の私立大学（学校法人）で、中小機構北陸本部との包括連携協定を締結したのは、

本法人が初となります。

産学官連携で特色ある教育研究・地方創生を推進

協定の趣旨および今後の展望

協定書を手に写真に納まる泉屋理事長(左)と押田本部長(右)

協定締結式では、中小機構北陸

本部から押田誠一郎本部長、田中

幸也企画調整審議役、大田原良子

企業支援部長ほか関係者が、本法

人からは泉屋吉郎理事長、大澤 敏

学長、鹿田正昭校長ほか関係者が

出席しました。

このたびの連携協定は、本法人と中小機構北陸

本部が協力し、産学連携を通じたイノベーション

の創出やビジネス展開、新しい技術を有する地域

牽引企業の支援を強化する取り組みなどにより、

地域経済と地域産業の活性化に寄与することを目

的としています。両者はこれまでにジェグテック

（J-GoodTech）を活用したシーズ・ニーズのマッ

チングや、いしかわ大学連携インキュベータ(i-

BIRD)に入居している企業と各研究室との連携を推

進してきました。

こうした取り組みをさらに前進させ、研究成果

の社会実装や新たな産業の創出を図ります。さら

に新しいビジネスモデルを構築できるスタート

アップ創出を目指すことで、大学・高専や企業内

におけるイントレプレナー（組織内で新しい事業

やプロジェクトを立ち上げ、イノベーションを起

こす人材）や、アントレプレナー（自ら創業する

起業人材）を育て、地方創生にも貢献します。

押田本部長と泉屋理事長のあいさつの後、経済産業省大臣官房政

策統括調整官（兼）中小企業庁政策統括調整官の西垣淳子氏からお

祝いのビデオメッセージを、中部経済産業局電力・ガス事業北陸支

局長の向野陽一郎氏から祝辞を賜りました。その後、両機関により

協定書に署名がなされ、向野支局長もご列席いただき、写真撮影が

行われました。
西垣淳子氏からの

お祝いのビデオメッセージ
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国際高専が海外子女教育振興財団と協力協定を締結

国際高専は、令和６(2024)年11月19日(火)に白山麓キャンパスの会議室で、公益財団法人海外子女

教育振興財団（JOES：Japan Overseas Educational Services）との協力協定を締結しました。本協

定の目的は、保護者の海外赴任などで、海外で学ぶ日本人生徒並びに、既に帰国した子女の進学及び

キャリア構築を支援すると共に、海外子女・帰国子女教育の振興に共に取り組むことにあります。

JOESは、渡航前の教育相談や、オリエンテーションの実施、海外子女のための通信教育や進路情

報の提供、帰国子女のための英語保持教室の開催等を行っており、その活動は国からの補助金並びに

企業・団体・学校からの維持会費で賄われています。海外の日本人学校・補習授業校、インターナ

ショナルスクールの生徒を支援し、一方で海外駐在員を派遣する数多くの企業人事担当者に教育関係

情報を提供しています。また、オフィスを金沢工業大学東京・虎ノ門キャンパスと同じビルの６階に

構えられていることから、これまでもJOESとは良いお付き合いをさせていただいています。本協定

は信頼関係を更に強固にし、以下の事業をより強力に推進することになるはずです。

①進学説明会など進路・キャリア選択に関わる教育機会の共同開催

②JOESが実施する進学説明会及び教育活動等における国際高専の学生募集活動機会の提供

③国際高専が実施するオープンキャンパス、サマーキャンプ、入試説明会等におけるJOES登録生

の優先的受け入れ

国際高専学生募集の強化

午前11時から行われた締結式は、泉屋吉郎理事長、JOESの綿引宏行(わたびき・ひろゆき)理事長

があいさつし、続いて鹿田正昭校長がスライド・動画で本校を紹介しました。綿引理事長、葭 和宣

(あし・かずのり)事業部長、泉屋理事長、鹿田校長の４人が協力協定書にサインを行い、互いの発展

を期し、固い握手を交わしました。締結式の司会は向井 守副校長が務めました。

式終了後には、村井好博常務理事、松下臣仁国際理工学科長等がキャンパスをご案内し、見学後は

カフェテリアで昼食を取りながら意見交換を行いました。世界の日本人学校や現地校、インターナ

ショナルスクールに通う日本人への教育、さらには日系人や日本に興味を持つ若者への教育機会にま

で話が広がりました。

白山麓キャンパスを後にしたJOESの皆様は、鹿田校長、向井副校長らの案内で、金沢キャンパス

(４・５年生の学修環境)、ライブラリーセンター、チャレンジラボ、夢考房等を見学しました。良い

連携活動を進めると共に、本校の学生募集への協力について力強い言葉をいただきました。

泉屋理事長(左から２人目)や国際高専教職員らと

記念写真に納まる綿引理事長(中央)と葭事業部長(左端)

協定書を手に写真に納まる(左から)鹿田校長、

泉屋理事長、綿引理事長、葭事業部長
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電気技術者試験センターの国家試験を全国の教育機

関で初めてオンサイト型ＣＢＴ方式で実施

教育支援の推進

令和６ (2024)年７月に、一般財団法人電気技術者試験センター (以下：試験センター )の

CBT(Computer Based Testing)方式による第三種電気主任技術者オンサイト型試験を、連携協定に基

づき全国の教育機関で初めて本学で実施しました。オンサイト型国家試験は７月５日(金)、10日(水)、

21日(日)、27日(土)の４日間実施され、延べ51人の本学学生が受験しました。

本連携協定は、需要に応じて学校施設などを利用して国家試験を機動的に実施する新たな取り組み

を、試験センターと本学が共同で行うものです。試験センターはオンサイト型国家試験を金沢工業大

学モデルとして全国各地に展開していく考えです。

試験最終日の７月27日(土)に、試験センターから堀尾容康理事長、山崎正史専務理事、荒井正和業

務部長の３人が視察のために本学を訪問しました。また、全日本電気工事業工業組合連合会の米沢

寛会長と松橋幸雄常任理事のお二人も来学し、試験を視察されました。

一般財団法人電気技術者試験センターのオンサイト型国家試験視察に同行された石川県電気工事工業

組合(以下：工事組合)の米沢理事長に７月27日(土)大澤学長から感謝状が贈呈されました。

これは、本学の自己開発センターで開講している「第二種電気工事士技能試験対策講座」(年２回開

講)で、工事組合から長年にわたって講師派遣に加えて講座内で使用する電線を寄贈いただいているこ

とに感謝したものです。

石川県電気工事工業組合に感謝状贈呈

試験開始前に、益谷記念室で大澤 敏学長、

村井好博常務理事、自己開発センターの深見

正所長、山本成人副所長、藤野朝之課長と懇談

しました。オンサイト型国家試験の実施意義、

将来の国家試験のあり方など、有意義な意見交

換が行われました。

試験会場の視察では、村井常務理事が試験会場

を設置した経緯や状況を説明しました。懇談及び

試験視察の後、ライブラリーセンター（工学の曙

文庫、PMC、五十嵐威暢アーカイブ）、CDIOイ

ノベーション&デザインスタジオ、Challenge

Labなどを見学されました。

本学の出席者(左側)と益谷記念室で懇談する
試験センターの出席者(右側)

試験会場の説明をする村井常務理事(右から２人目)

本対策講座は、平成７(1995)年に人材開発セン

ター(現：自己開発センター)が開設された当初から

開講しているもので、工業組合には平成20(2008)年

から協力していただいています。７月21日(日)に終

了した上期試験まで600人を超える学生や一般社会

人が受講し、毎回90％を超える合格率(全国平均は

60～70％)を達成しています。 大澤学長から感謝状を受け取る米沢理事長(右)
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学友会を中心とした地域貢献活動

〜能登半島地震支援、イーグル隊の野々市市表彰〜

学生主体の継続的な社会貢献活動

公費解体前の家屋から家財などを搬出する
ボランティア参加者

文化部会、体育部会、および、委員会として活動する本学の学生団体「学友会」は、学生相互のコ

ミュニケーションや学生の地域貢献、地域の方々との交流を目的として、地域の清掃活動や保育施設

でのふれあい活動、地域の防犯活動などに取り組んでいます。学生が社会に貢献する実践の場として

も機能し、地域との絆を深めるとともに、学生一人ひとりが社会の一員として責任を持ち、成長する

貴重な機会となっています。

令和６(2024)年１月１日に発生した能登半島地震は、

輪島市での大規模火災や珠洲市での津波、道路の陥没や

がけ崩れなど甚大な被害をもたらしました。被災地の一

日も早い復興を願い、学園全体の協力のもと、学友会を

中心に穴水町を拠点とした災害支援活動を実施しました。

第１回（２月26日・27日）、第２回（３月11日・12

日）に続き、令和６年度は第３回（５月18日・19日）、

第４回（６月22日・23日）に実施しました。公費解体制

度に伴う家財搬出や分別、仮設住宅の表札作成、重量物

の移動など、現地のニーズに即した作業を行いました。

学友会が中心となり平成14(2002)年に発足した

「金沢工業大学イーグル・セーフティ・プロジェ

クトチーム（通称イーグル隊）」は、白山警察署

や野々市市防犯協会、本学職員と連携し、扇が丘

キャンパス周辺の防犯パトロールを毎月２回実施

してきました。平成14年の結成以来、多年にわた

り防犯パトロールや犯罪防止に関する広報啓発活

動等の活動を続け、市の防犯活動に貢献したこと

が評価され、令和６(2024)年度野々市市表彰【地

域功労表彰】を受賞しました。

参加学生は、事前説明会や教職員の指導を受け、用意されたヘルメットや災害用手袋を着用し、安

全に配慮しながら活動しました。依頼者である地域住民からは、涙ながらの感謝の言葉もいただきま

した。また、学友会による活動は学生自身にとっても学びの機会となりました。本活動は、学園関係

者や同窓会「こぶし会」、父母会「拯友会」（しょうゆうかい）の協力を得て実施されたものであり、

今後も継続して復興支援を行っていく予定です。

11月３日、野々市市役所で執り行われた表彰状贈呈式では、学友会 学生地域活動推進委員会委員

長の中野祐三さんが表彰状と記念品の贈呈を受けました。

今回の受賞は、学生の継続的な活動はもちろん、白山警察署や野々市市防犯協会、そして本学教職

員の協力によって支えられてきた成果でもあります。イーグル隊の活動は、地域の安全と安心のまち

づくりに今後も寄与していくことが期待されています。

地域防犯パトロール「イーグル隊」の表彰

粟野々市市長(中央)から表彰を受ける中野委員長(左)

能登半島地震への災害ボランティア活動
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KIT・ICT『災害対応力の強化』『学生募集力の強

化』『修学指導強化』Daysを実施

教職員によるFD・SD研修の実施

＜１日目＞４月30日(火) 災害対応力の強化

午前10時に地震が発生したと想定した避

難訓練を実施しました。避難後直ちに23号

館１階コミュニケーションスタジオに非常

災害対策本部を設置し、村井非常災害対策

本部長はじめ、各対策担当の委員が対策本

部に集結しました。全員ヘルメット、ス

タッフベストを着用し席に着きました。そ

して、①総務班 ②連絡班 ③施設・消火班/

物資班 ④避難・誘導班 ⑤救護班 ⑥学生対

応班、それぞれの非常災害対策本部の組織

及び主な担当事項や役割を説明しました。

そのあと担当者から各号館の避難状況報告、

意見交換を行いました。また、同時に本部

長の指示で安否確認メールを発信しました。

意見交換では、障害のある学生や外国籍の

学生へのケア、災害本部の集合場所をアナ

ウンスする方法の整備、地域の避難場所も

あるので収容人数(トイレ問題等)も再検証

する必要があるなど、多くの案件について

意見を交わしました。

また、訓練用の人体模型とAEDを使用し

て心臓マッサージなどの救命蘇生法を学生

が体験しました。

令和６(2024)年度のゴールデンウィークの休日にはさまれた平日である４月30 日(火)～５月２日

(木)の３日間は、授業を実施せず、コロナ禍以降に十分に時間をかけて取り組んでこられなかったこ

とに注力する期間としました。

令和６年１月１日(月)に震度７に見舞われた能登半島大地震の発生を受け、災害発生時の本学の対

応・体制について見直す機会として「災害対応力の強化」に取り組むこととしました。

また、令和７(2025)年度に計画している学部学科改組に向け、新たに文理探究型学部として再編し

た情報デザイン学部とメディア情報学部の募集の在り方を含めた「学生募集力の強化」を掲げました。

さらに学部入学者が多様化している現在、「障害者差別解消法」の改正により令和６年度から私立

大学でも希望者に対する合理的配慮が義務化されたことへの対応と、新年度開始から約１ヵ月を経過

した時点での学生のケアを目的とした「修学指導の強化」の３点を打ち出しました。これらに全教職

員で取り組むため、「KIT・ICT『災害対応力の強化』『学生募集力の強化』『修学指導強化』

Days」と銘打ち、学園を挙げたイベントとして実施しました。

非常災害対策本部で意見交換をする対策担当の委員

訓練用人体模型で心臓マッサージを体験する学生
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＜２日目＞５月１日(水) 学生募集力の強化

２日目は学生募集研修会を開催し、会場

である酒井メモリアルホールには高校・中

学校を訪問する担当者が出席し、他の教職

員はZoomで視聴しました。

午後からは、各学科主任が学科の特長に

ついて説明し、地方の国立大学にも負けて

いないという自負が学科主任の教員から感

じられ、今後の学生募集活動の参考とする

ことができました。

各学科の特徴についての説明を受ける職員

講師の神藤氏

＜３日目＞５月２日(木) 修学指導の強化

この背景に「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」(いわゆる「障害者差別解消法」)

が平成28(2016)年４月に施行され、その改正法が令和６(2024)年４月１日(月)に施行されました。改正

法では「合理的配慮の提供」が私立大学でも義務化されました。本学では、これまでも障がいのある学

生に対し、できる限りの支援を行ってきましたが、義務化に伴い、規則の見直しや申請から合理的配慮

の提供までのプロセスを整理し、明確化する準備を行ってきました。

9:00～9:10 挨拶 村井法人本部長

9:10～9:50 学部学科改組 大澤学長

大学入試について

・令和５年度入試結果について

・令和６年度入学試験のポイント

10:10～10:40 学生募集概要説明 丹羽入試センター次長

大学学生募集について

・令和６年度大学学生募集活動について

青木副学長・入試部長9:50～10:10

10:40～11:00 下津　企画広報室長

５月１日(水)午前

13:00～13:20 挨拶
村井地区連絡
委員会委員長

経営情報学科 徳永教授

環境デザイン創成学科 武市教授

メディア情報学科 出原教授

心理情報デザイン学科 伊丸岡教授

情報工学科

知能情報システム学科

ロボティクス学科 竹井教授

機械工学科 藤本教授

先進機械システム工学科 加藤教授

航空宇宙工学科 吉田教授

電気エネルギーシステム工学科 大澤教授

電子情報システム工学科 野口教授

環境土木工学科 田中教授

環境・応用化学科 露本教授

生命・応用バイオ学科 袴田教授

建築学科

建築デザイン学科

５月１日(水)午後

下川教授

山本教授

13:20～13:40

13:40～14:00

14:00～14:30

14:45～15:45

15:45～16:00

16:00～16:50

情報デザイン学部

メディア情報学部

情報理工学部

工学部

バイオ・化学部

建築学部

『修学指導強化』Dayの企画として「障がいの

ある学生の受入れと合理的配慮」に関するFD・

SD 研修会を、対面とオンラインのハイブリッドで

開催しました。講師として関西大学 学生相談・支

援センターの神藤典子(しんどう・のりこ)氏をお

招きし、「障がいのある学生の受入れと合理的配

慮～障がい学生支援室10年間の取組～」と題し講

演いただきました。
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金沢工業大学 Ⅰ．教育の取り組み 

20 

Ⅰ．教育の取り組み 

金沢工業大学（以下、本学）の教育目標は、「自ら考え行動する技術者の育成」です。この目標を達成

するために授業や課外活動を通じて実社会の課題にチームで取り組み、アイデアの創出から具体化する

までのプロセスを常に意識し、自らが考える習慣を徹底的に訓練する教育を実践します。 

学生は、「何のために」「何をするのか」という自覚と目的を明確に持ち、日々研鑚に努める必要があ

ります。そのために、教職員はどれだけ学生が学び取ったか、いかに学ぶ力を伸ばせたかを重視し、学

生の学びを支援するため、様々な活動に取り組んでいます。 

教育目標を具現化するための学部における３つのポリシー 

本学では、建学の綱領に掲げる「高邁な人間形成」、「深遠な技術革新」、「雄大な産学協同」の理念に

基づき、「自ら考え行動する技術者の育成」という教育目標を定め、それを具現化するために、３つのポ

リシー（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシー）を一貫性のあるもの

として策定し、公表しています。 

アドミッションポリシー（大学の入学者受け入れ方針） 

本学は、建学の綱領に掲げる「高邁な人間形成」、「深遠な技術革新」、「雄大な産学協同」の理念に基

づき「自ら考え行動する技術者」の育成を教育の目標としています。 

本学は、自らが持つ資質や多様な能力を向上させようとする意欲と共に、もの・コトづくりに対する

興味や科学技術への探求心と、さらには本学の行動規範である KIT－IDEALS に共感し、自らの自己実

現を目指す者の入学を求めています。 

 

求める学生像 

〇 本学で学ぶ目的や意義が明確な者 

1. 進学目的が明確で、新しい価値の創造に知的好奇心を持つ者 

2. 理工学の知識を役立て、幅広く社会で活躍する技術者を目指す者 

3. 科学技術とその応用分野に関心を持ち、もの・コトづくりに積極的にチャレンジする者 

〇 本学の教育システムを積極的に活用できる者 

4. 本学の教育システムの特徴や仕組みを理解し、効果的に活用することで自らの能力を高める意

欲のある者 

5. 他者と積極的に関わり、チームで協力して学修することに興味のある者 

〇 科学技術を学び応用するために求められる基礎学力を身につけている者 

6. 理数系科目の学習を好み、本学の修学のために必要な基礎学力を身につけている者 

7. 社会に関心を持ち、多様な情報から自らの意見をまとめて表現するために必要な英語や国語、地

理歴史、公民、情報等の基礎学力を身につけている者 
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カリキュラムポリシー（大学の教育課程の編成及び実施に関する方針） 

学位授与方針に掲げる能力を身につけるための教育課程（修学基礎教育課程、英語教育課程、数理・

データサイエンス・AI 教育課程、プロジェクトデザイン基礎教育課程、専門教育課程）を以下のとおり

編成します。 

 

◆ 歴史観、世界観、倫理観ならびに使命感を包含した人間力を身につけるとともに、生涯にわたり学

修する姿勢を育成するための修学基礎教育課程 

◆ グローバルに活躍するためのコミュニケーション能力を修得するための英語教育課程 

◆ 専門分野において求められる数理基礎能力を修得するための数理・データサイエンス・AI 教育課程 

◆ 社会で求められるイノベーションを効果的に実践する手法を学ぶためのプロジェクトデザイン基

礎教育課程 

◆ 専門分野における基礎理論、および高度な専門知識と技術を修得するための専門教育課程 

 

これらの教育課程のもとで以下の教育を実施します。 

 

◆ チーム学習やアクティブラーニングにより自ら学び主体的に活動する能力を育成するための初年次

教育 

◆ 修得した知識を知恵へ転換し、問題発見・問題解決能力を育成するためのプロジェクトデザイン教

育 

◆ 技術者を取巻く社会環境を理解し、技術者に求められる素養・能力を育成するためのキャリア教育 

◆ Conceive（考える）、Design（設計する）、Implement（実行する）、Operate（運用する）を重視し

て国際的に通用する創造する力を身につけるための総合教育 

◆ イノベーションを可能にする世代・分野・文化を超えた共創教育 

 

これらの教育実践を通して得られる学修成果は、多面的な評価方法（試験、クイズ・小テスト、レポ

ート、成果発表、作品、ポートフォリオ等）に基づき総合的に評価されます。 

学科及び課程の教育課程の編成及び実施に関する方針は、大学の教育課程の編成及び実施に関する方

針に従い別途定めています。 

 

ディプロマポリシー（大学の卒業の認定に関する方針） 

本学の建学綱領に掲げる「高邁な人間形成」、「深遠な技術革新」、「雄大な産学協同」の理念に基づき

「自ら考え行動する技術者」となるために、豊かな教養と社会で活躍できる以下の能力を身につけ、卒

業要件を満たした者に学位を授与します。 

 

◆ 専門分野の知識を修得し、それらを知恵に転換できる能力 

◆ 地域社会や産業界が持つ多様な問題を発見し、それらを解決できる能力 

◆ 世代・分野・文化を超えた価値観を共有し、イノベーションを実現できる能力  
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世代・分野・文化を超えた共創教育研究の推進 

「KIT リカレント教育プログラム」の夏
期・春期の集中講義として「情報技術教
育プログラム（14 科目）」を開講 

「情報技術教育プログラム」は「世代・分野・

文化を超えた共創教育」の取組の一環として、

平成 30(2018)年度の春期に試行的に実施し、令

和元(2019)年度から本格スタートしています。

Society5.0 社会をリードする社会に価値を創出

する人材育成を目的に、社会人が本学学生や教

員と共に学び合い、先進情報技術を身に付ける

ことができます。３コース 14 科目を用意し、AI、

IoT、データサイエンス、情報セキュリティに関

して基礎から応用まで学べます。社会人が受講

しやすいよう１科目(100 分×７回)を２～４日

間に集中して開講しています。 

社会人は科目等履修生として本学学生の正課

授業を一緒に受講するため、成績評価と単位修

得もできます。１科目から受講可能ですが、特

定６科目(６単位)の単位修得により、本学の履

修証明プログラムの証明書が発行されます。 

 

１．受講状況 

夏期は４企業・１教育機関から 12 人(延べ 24 人)が受講しました。その内、単一科目は 10 人、履修

証明プログラムは２人でした。春期は４企業・１教育機関から７人(延べ 18 人)が受講しました。その

内、単一科目は５人、履修証明プログラムは２人でした。 

 

 

本プログラムを受講した社会人からは本学の

学生や教員と共に学ぶことで「様々な学部の学

生の考え方に触れ、刺激となった」や「新たな知

識を正しく身に付けることができた」等の多く

の感想がありました。また、本学学生から「社会

人から実際の業務に関する質問があり、とても

参考になった」という感想があり、本プログラ

ムが「世代・分野・文化を超えた共創教育」の実

践的な取り組みとして、双方に良い影響を与え

ています。

 

  

オンラインで「AI基礎」を受講する社会人 

「ロボティクス基礎」の授業で、 
作成したロボットを動かす受講者 

令和６(2024)年度 情報技術教育プログラム 受講者数 
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「社会人共学者」が前学期・後学期の授

業に参加 

本学では、リカレント教育の一環として平成

28(2016)年から「社会人共学者」制度に取り組ん

でいます。この制度は、社会で活躍する社会人

が授業に参加して、学生たちに実際の社会の状

況や話題提供をするなどの授業支援を行い、さ

らに自らも目的・目標を持ち、世代を超えて学

生と共に意欲的に学んでもらう取り組みです。 

この制度が発足した経緯は、大澤 敏第６代学

長が就任時に「世代・分野・文化を超えた共創教

育」を提唱し、その一つである「世代を超えた共

創教育」の実践を目指すものです。Society5.0に

向けた社会では、新しい価値やイノベーション

を創出できる人材が必要とされることから、教

育の場において、若者と社会人が世代を超えて

交流することで、お互いに刺激し合って新たな

交流や学び合いを深めることを目的として始ま

りました。 

社会人共学者は、単に社会人が学びを深める

だけでなく「授業を支援する」という立場から、

各担当教員が授業内容に合わせて以下のような

役割を依頼しています。 

１.グループディスカッションへの参加 

２.学生の発表等への講評 

３.科目と社会・企業との関連性の紹介 

４.社会人によるプレゼン・講話、自社の課題の

説明 

５.その他、社会人の意欲的な学習姿勢による授

業の活性化等 

 

前学期は９分野 25科目で募集し、社会人共学

者として 24 人が参加しました。後学期は 10 分

野 22 科目で募集し、社会人共学者として 15 人

が参加しました。前学期・後学期ともに県外か

らの参加もありました。

主な実施内容 

 

①「建築情報デザイン」〔前学期/建築学科/３年

/下川雄一教授、藤井健史講師〕 

BIM(Building Information Modeling)に取り

組んでいる企業から技術の紹介と意見交換を

行いました。 

 

②「ポジティブ心理学特論」(前学期/臨床心理

学専攻/１年/塩谷 亨教授) 

オンラインで学生とのディスカッションに参

加し、活躍されている NPO 等での経験知を学

生らに伝えてもらえました。 

 

③「情報通信システム」(後学期/電気電子工学

科/２年/横谷哲也教授) 

学ぶ意欲・目的のある社会人が教室の前列に

て意欲的な学習姿勢を学生たちに示し、最終

週に授業に関する感想を述べて意見交換を行

いました。 

 

④「健康・医療心理学」(後学期/心理科学科/２

年/伏島あゆみ准教授) 

企業内の健康管理に関するディスカッション

に参加しました。企業経験を基に意見を述べ、

学生発表に対してコメントをいただきました。 

今回のアンケート結果から「①学生は社会人

と共に学ぶことで学習意欲が高まったと感じた」

「②学生は将来の進路、これからの学修等につ

いて考える機会となった」「③学生、社会人双方

に新たな視点や気づきを得ることができた」な

ど、学生と社会人共学者双方に良い影響があり

ました。社会人共学者の参加によって学生の学

習態度や意欲を向上させ、実社会での経験談を

聞くことができるなど授業支援の効果が高い取

組となっています。 
「建築情報デザイン」で意見交換する参加者 

「健康・医療心理学」でディスカッションをする参加者 
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クラスター研究室の成果報告会を開催 

「クラスター研究室成果報告会 2024」を２月

17 日(月)にチャレンジラボで開催しました。平

成 29(2017)年度から活動を開始し、今回で８回

目となります。本報告会は、クラスター研究室

が進める社会実装型研究の成果をステークホル

ダーへ発表し、フィードバックを受けることで

新たな価値の創出を目指すものです。今年は学

内外から 23 人が参加し、研究の進捗報告と今後

の展望について活発な議論が交わされました。 

今回は「Smart Inclusion」から２グループ

「Clean Green」から３グループの発表が行われ

ました。 

「Smart Inclusion」は、健常者も障がい者も楽

しめるチェアスキーの設計と開発を目指してい

るテーマです。主にチェアスキーシミュレータ

のリアリティ向上を目指して、ハード面では滑

走時の体感に近づける本体機構の開発が、ソフ

ト面ではよりリアルな視聴覚刺激の再現が研究

されています。本学客員教授でありパラリンピ

アンの野島 弘氏から、実際に体験した感想とし

て「チェアスキーの板に乗っているような感覚

に近づいた。足の高さを調整できるとより実用

的になる」とコメントをいただきました。その

他にも試乗時の体感、現場での取り扱い方、VR

映像の品質など細かなフィードバックを発表者

に伝えている様子から、社会実装に対する期待

の高さがうかがえました。 

「Clean Green」は、環境に優しい未来の洗濯・

洗浄技術を追究し、人口動態、働き方や生活環

境の変化を敏感に捉え、新たな社会生活を支え

るインフラとしての「洗う・乾かす」技術提案を

目指すテーマです。主に業務用洗濯水の効率的

な浄化方法に関する研究が進められており、セ

ンシングデバイス開発、抗菌剤開発、プラズマ

殺菌検証の三つのアプローチが検討されていま

す。センシングデバイスでは、洗濯槽内の環境

測定デバイスの安定化や処理方法に関する手法

の導入とそれらの実験結果が、抗菌剤開発では

洗剤が衣服と排水の両方に作用する洗濯成分の

検討評価が、プラズマ殺菌技術では流量調整機

構の変更検討や殺菌効果の評価結果が示され、

ステークホルダーらは研究の方向性と継続的な

実施を確認しました。 

続いて、チャレンジラボの学生スタッフから

１年間の取り組み紹介が行われました。チャレ

ンジラボは、クラスター研究室の活動拠点とし

て、教育 DX 推進部署として、ものづくり環境

の提供と技術サポートを業務としています。学

生スタッフは、身近な問題解決事例としてコン

テンツ制作を行っており、１年に一度の本報告

会で取り組み実績を紹介しています。今回は、

新たに導入された Apple Vision Pro の機能や魅

力、XR 機器を活用した「イマーシブセラピーVR」

「オルゴール MR」「認知症 MR」「MR プレゼン

テーション」などのコンテンツと解決する課題

を紹介しました。また、自由に体験できる XR 機

器の展示スペースも設け、参加者は XR 技術に

触れながら機器の魅力を体感しました。特に、

紹介した MR プレゼンテーションシステムは、

MR 空間に教材を表示することで教育効果を高

野島氏と課題解決について議論する学生 

プレゼンテーションのデモンストレーションを見る参加者 
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めるコンテンツであり、参加者は「どの教材を

どれだけ触っていたか、どこを見ていたかなど

のデータが取れれば、より効果的な教材開発に

活かせる」と関心を示しました。 

本報告会を通じて、クラスター研究室の研究

成果が着実に進展していることが実感できまし

た。特に、ステークホルダーとの意見交換を通

じて、研究の実用化に向けた課題がより明確に

なった点が大きな成果です。今後も継続的に研

究成果を共有し、社会実装へ向けた議論を深め

ていくことが期待されます。 

 

クラスター研究室とは 

 

クラスター研究室は、学生が学科や研究室を

越えて集まり、卒業研究や修士研究の一環とし

て社会性のある問題解決に取り組む、分野を超

えた共創教育を実践する金沢工業大学の新しい

形の研究室です。産業界から持ち込まれる様々

な課題に対して、分野横断的な知見から物事の

本質を探究し、新しい価値の創造に挑戦してい

ます。 

全国パーキンソン病友の会石川県支部

と本学クラスター研究室の共創により

福祉用具「みんなで楽しくフィットネ

ス！」を開発 

全国パーキンソン病友の会石川県支部と金沢

工業大学クラスター研究室の共創により福祉用

具「みんなで楽しくフィットネス！」を開発し

ました。 

本用具は、インクルーシブデザインの考えを

意識しながら、ユーザとエンジニアが概念設計

から完成品まで、共に作りあげてきたことで、

このシステムを必要とする人たちにとって使い

やすいものになっていることが評価され、第 26

回石川県バリアフリー社会推進賞 福祉用具部

門（企業部門）で最優秀賞を受賞しました。 

椅子に座った状態でも、立った状態でも、自宅

で気軽に楽しく続けられるフィットネスゲーム

が欲しいという要望があり、パーキンソン病友

の会石川県支部とクラスター研究室が協力し、

パーキンソン病の疾患を抱える皆さんの声を聞

きながら開発を進めました。 

開発されたアプリゲームは、VR ヘッドセット

を装着し、パソコンの画面上に表示される指示

にしたがって、内容や難易度を設定し上肢の運

動が行えるものです。 

パーキソン病の症状がある人たちは転倒のリ

スクがあるため、外出を控える方がいます。そ

のような人たちに対して、自宅でも気軽に運動

ができるよう、クラスター研究室では本ゲーム

システムを貸与できるような仕組みを作る予定

です。  

ゲームをプレイする様子 
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学部プロジェクトデザイン教育の推進 

プロジェクトデザインⅡ 
市役所テーマ提案報告会(野々市市・金沢市) 

本学学生が２年次に履修する必修科目のプロ

ジェクトデザインⅡでは、実社会で他者が抱える

問題に対して、チーム活動を通して、その解決ア

イデアを提案しました。例年、野々市市役所と金

沢市役所から具体的な実社会の問題を市役所テ

ーマとして提供いただいていて、令和６(2024)年

度は野々市市役所から３テーマ、金沢市役所から

５テーマを示していただきました。５学科(機械

工学科、情報工学科、メディア情報学科、経営情

報学科、建築学科)と英語クラスの学生が、市役所

テーマの問題解決に取り組みました。 

例年、市役所テーマの実施に当たり、学生と市

役所の担当者が交流するイベントを開催してい

ます。４月に市役所テーマの詳細について学生が

質問する質疑会を、６月に学生がチーム活動の進

捗を報告する相談会を開催しました。８月１日

(木)に、ののいちカミーノ(10:00～11:00)と金沢

市役所(13:30～14:30)で開催された市役所テー

マに対する解決アイデアの提案報告会(以下：報

告会)の様子を紹介します。 

プロジェクトデザインⅡの授業では、現状調査

やニーズ調査、既存策の調査を経て本質的な問題

点を発見し、さらに「ブレインストーミング」や

「なぜなぜ分析」により解決アイデアを創出しま

す。学生たちは提案したアイデアを最終的にポス

ターとしてまとめて、野々市市と金沢市へ提出し

ました。市役所テーマに取り組んだ全 152チーム

の中から、野々市市テーマについて９チーム、金

沢市テーマについて 15 チームが報告会に選出さ

れました(表１)。 

解決アイデアを説明する 10 分間の発表では、

印刷した資料に加えてプレゼンテーション用の

動画を準備したチーム(メディア情報学科)もあ

り、独自の工夫が見られました。 

英語クラスのチームは、野々市市の国勢調査回

答率向上に向けて、住民と調査員の年齢差に焦点

を当てた対策を提案しました。機械工学科のチー

ムは、使い勝手のよいシャベルの普及により側溝

の整備不足を改善して、野々市市の冠水対策に貢

献する提案をしました。野々市市役所の担当者か

らは、前者について「調査員の年齢が回答率に影

響を与える可能性については検討されてこなか

ったため、素晴しい視点だ」との言葉をいただき、

後者については「シンプルだが使ってみたいと思

える良いアイデアだ」と評価をいただきました。 

情報工学科のチームは、金沢市の食品ロスの削

減を目指して、さまざまな情報を一つの Webサイ

トに集約する食品ロス対策掲示板を提案しまし

た。建築学科のチームは、金沢市繁華街への魅力

的なごみ箱を備えた待ち合わせ場所の設置を通

して、住民のまちづくりへの参加を促す仕組みを

提案しました。金沢市の担当者には、前者の提案

について「現在の金沢市にはこのようにまとまっ

担当者と意見交換をする学生＝野々市市役所 

担当者にアイデアを報告する学生＝金沢市役所 
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た Webサイトがないため参考にしたい」と評価い

ただき、後者の提案については「若い世代の取り

込みを図る発想だ」と興味を持っていただきまし

た。 

発表のあとの質疑応答では、解決アイデアの実

現性や実効性についてなど率直な意見交換が行

われました。市役所の方々から直接フィードバッ

クをいただき、学生は実社会の問題と向き合うと

きに必要となる視点を学ぶ良い機会を得ました。

学生が取り組むテーマを選択した理由について

の質問もあり、若い世代の考え方や着眼点が関心

を惹きました。 

全体的に和やかな雰囲気の中で報告会は進み、

市役所の担当者の方々から各学科の特色を活か

した提案アイデアを評価する声や期待の言葉を

多くいただきました。学生たちの提案アイデアや

報告会での議論が、今後、野々市市と金沢市の市

政に少しでも役立つことを期待します。報告会終

了後の学生たちは達成感を感じさせる笑みを浮

かべていました。大学キャンパスの外で実社会の

方々と交流する機会を持った経験は、これからの

大学生活にポジティブな影響を与えるに違いあ

りません。 

 

新入生が参加する「人間と自然」を 

白山麓キャンパスで実施 

「人間と自然」は、昭和 43(1968)年から穴水湾

自然学苑で開始し、本学園の教育の根幹である

「高邁な人間形成」に資する教育を脈々と紡いで

きました。「人間と自然」創設当時は、革命思想の

影響を受けた学生による大学紛争の嵐が吹き荒

れていた時代でした。このような情勢下で①日本

人として自覚を深める教育②勤労奉仕③教員と

学生が胸襟を開いて理解し合う団体生活と共同

活動を行う教育の必要性から「学生自らが人間形

成の重要性に気づき、これを修養するためのプロ

グラムを整え、組織的に取り組める道場」を目指

し、穴水湾自然学苑での「人間と自然」が開始さ

れました。 

その後 50 年以上、穴水湾自然学苑で２泊３日

の研修として実施してきましたが、穴水湾自然学

苑を閉苑したため、令和５(2023)年度から、場所

を白山麓キャンパスに移し、１年次に１泊２日で

実施しています。 

令和６(2024)年度の「人間と自然」は４月 16日

(火)から情報工学科を皮切りに、全 25 回実施し

ました。各回とも、修学アドバイザーの教員と白

山麓セミナー教育支援委員(以下：支援委員)の計

３人が同行し、白山麓キャンパス運営室のスタッ

フと協力して実施しました。 

白山麓キャンパス到着後、オープニングセッシ

ョンを行い、修学アドバイザーのあいさつに続き、

クラス代表の学生から「人間と自然」に臨む意気

込みが述べられました。オリエンテーションでは、

白山麓キャンパス運営室から１泊２日で生活す

る上での諸注意を伝えました。 

「人間と自然」の概要と目的のセクションでは、

修学アドバイザー進行のもと、動画を視聴しまし

た。動画内では、佐藤 進学生部長から、①普段の

学生生活と異なる環境のもと、自然や人、地域を

理解し科学技術との関わり合いについて深く考

えること②様々な体験、班活動を通して自己の考

えに気づくと共に、多様な考え方、感じ方がある

ということを理解してほしい旨が説明されまし

た。続いて、平泉隆房教授が白山にまつわる歴史

と文化について紹介しました。 

オリエンテーションの後、学生は６人程度の班

に分かれ、「KIT白山麓ロゲイニング」を行いまし

た。白山麓に点在する史跡等のチェックポイント

を徒歩で巡り、設定された点数を加算するルール
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で実施しました。チェックポイントへ立ち寄った

証として、学生が建造物等をスマートフォンで撮

影し、白山麓キャンパスに戻ってきた際に支援委

員が確認しました。ロゲイニングの目的は、白山

麓の地域文化を知ること、励まし合って完歩する

ことでクラスメイト同士の絆を深めることです。

いかに多くのポイントを巡って高得点を狙うか、

地図を確認しながら話し合ってルートを検討し、

臨みました。学生は普段経験できない白山麓地域

を堪能しました。 

ロゲイニング終了後、班毎に２日目に発表する

プレゼンテーション資料を作成しました。班毎で、

ロゲイニング中に、地域の自然、人、動植物、史

跡・歴史、建造物、環境・地形などについて観察

した内容や散策地域の魅力についての紹介・PR、

地域活性化のためのアイデア等、午後 10時 30分

まで話し合い、プレゼンテーションの資料を作成

しました。 

また、隣接する天然温泉「比咩の湯」の利用に

ついては、前年度同様に、午後８時から午後 10時

までの２時間を「人間と自然」での貸し切りにし

ていただきました。学生はゆっくりと温泉に浸か

り、初日の疲れを癒しました。 

研修２日目は、朝の集いを実施し、学生の司会

のもと、国歌、校歌斉唱、ラジオ体操を行いまし

た。担当の班が１日目の感想や反省について所感

を述べました。学生室の清掃、朝食、学生室の点

検の終了後に前日作成したプレゼンテーション

発表を行いました。プレゼンテーションでは、白

山麓地域の課題解決につながるアイデア等を含

んだ内容が発表されました。 

プレゼンテーション終了後は、動画の中で、研

究支援推進部連携推進課 松井康浩課長が地方創

生研究所での社会実装型研究について紹介し、今

後の自分のキャリアを積み重ねていく上でこの

経験を大切にしてほしい。と学生にメッセージを

贈りました。 

昼食後、令和６年度からの新たな取組となる

「救命救急講習」を行いました。大地震などの災

害が起きた際、救命救急の必要性が高まることか

ら、「人間と自然」に取り入れ、学生と教職員が講

習を受けることになりました。 

参加した学生並びに教職員に対して白山野々

市広域消防本部から、普通救命講習Ⅰ修了証が付

与されます。救命救急講習は、安全衛生委員会室 

山口博文氏の指導のもと、座学と実技の講習(３

時間)が行われました。座学では、山口氏が救命救

急の基本となる知識について動画を交えながら

説明しました。また、実技では、参加した学生と

教職員全員が心肺蘇生や AEDの使い方について学

びました。全体で学生 1,413 人(過年度生含む)、

教職員 76 人、合計 1,489 人が救命救急講習を受

講し、講習終了後に修了証を付与しました。 

講習終了後、クロージングセッションが行われ、

修学アドバイザーから１日目のロゲイニングで

最も得点が高かった班と２日目のプレゼンテー

ション最優秀発表班へ表彰状と景品が授与され

た後、修学アドバイザーと学生代表があいさつし

ました。その後、扇が丘キャンパスに帰着し、「人

間と自然」全日程が終了しました。 

「人間と自然」の参加学生のアンケート結果に

よると、約９割の学生から「大変有意義だった」

又は「有意義だった」との回答がありました。 

１日目に行われたロゲイニングは天候に恵ま

れ、全てのクラスにおいて大きなケガや緊急対応

もなく無事に実施することができました。 

 

最優秀発表班に選ばれ表彰される学生 

AEDの使い方を真剣に聞く学生 
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新入生の女子学生を対象とした 

特別講演会を開催 

アドミッション・キャリア教育センターでは、

本学に入学した女子学生を対象に、女子学生同士

の交流を深めながらこれから待ち受ける様々な

ライフイベントと向き合い、自分が将来どうなり

たいかについて考え将来を描くためのイベント

を新たに企画し、89人の学生が参加しました。 

女子学生のためのキャンパスライフサポート

「キャリアデザイン編」第１回を４月５日(金)５

時限に開催し、環境土木工学科の片桐由希子准教

授が講演しました。 

はじめに青木 隆副学長が、本学からも参加実

績のある「トヨタ女性技術者育成プログラム」の

「リケジョの未来キャンプ」での女子学生と女性

技術者との交流会の様子を紹介し、「女性だから

男性だから」「理系だから、文系だから」などとい

う判断理由を越えて、自分の力を発揮し社会に貢

献しうるために将来を考え、それぞれのポテンシ

ャルを大きく育んでほしいと激励し、特別講演会

をスタートしました。 

「未来を創造するための学び方～異分野融合

と多様性のマネジメントに向けて～」と題した片

桐准教授の講演では、専門のランドスケープ計画

や都市・地域計画等、地域環境デザインによる課

題解決を中心とした活動に至った経緯を、学生時

代の研究活動やアルバイト等を振り返りながら

紹介いただきました。多岐にわたる研究活動や

様々な取り組みで得られた経験から、分野にとら

われずに横断的に広い視野で課題をとらえてい

く重要性と異分野とのコラボレーションの面白

さ、そしてそれらを実現するための専門知識や基

礎力の重要性について語りました。 

また、大学生活の重要なポイントとして、問題

意識を持つこと「なぜ」を追求する心構えと、友

人や仲間とは単に意見を並べるだけではなく活

発に議論し意見の足し算や掛け算によって、さら

に考えを深めていってほしい。分野融合できるよ

うにするには、自身の専門性を高めることと、経

験値を上げることが大切であり、興味を持ったこ

とには臆せずに飛び込んでいき、楽しく充実した

学生生活を送ってほしいとのメッセージが送ら

れました。 

参加学生からはこれからの未来にワクワクし

た様子がうかがえる感想が多く寄せられました。 

令和６(2024)年度の新入生で女子学生の割合

は、14.8％となっています。男子学生が多いキャ

ンパスで、雰囲気に圧倒された女子学生もいまし

たが、それぞれが性別や学びの分野にとらわれる

ことなく自分らしく伸び伸びと活動し、働く女性

としてのキャリアデザインを考え、輝く未来に向

かって邁進してもらいたいです。 

 

講演会終了後片桐准教授と希望に満ちた笑顔で記念撮影に納まる学生たち 
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新入生歓迎会を５年ぶりに開催 

令和６(2024)年度に KIT指定学生アパート・寮

に入居した新入生約 530 人及び大家さん約 80 人

が参加し、４月 13日(土)午後２時 30分から 21号

館１階ラテラで「新入生歓迎会」が開催されまし

た。歓迎会は２部構成で進められ１部は入居先の

大家さんと新入生との交流、２部は出身県別に分

かれて新入生同士で交流しました。 

本企画は、入学して間もない新入生に少しでも

早く友人を作ってもらい、有意義な学生生活を送

ってもらいたいという思いから、平成 25(2013)年

から行っています。 

コロナ禍で実施できない時期はバーチャル空

間で開催したこともありましたが、対面での歓迎

会としては５年ぶり８回目となりました。 

また、この歓迎会に先駆け、４月 10日(水)に、

新入生女子会を実施し、43 人が参加ました。自己

紹介から始まり同じ学問分野の先輩学生から授

業や生活全般について多岐にわたるアドバイス

を受けていました。 

短い時間でしたが、新入生にとって楽しい時間

となったようでした。 

 

 

新入生リーダーシップアワード生証 
授与式 

令和６(2024)年度新入生のリーダーシップア

ワード生証授与式を４月１日(月)に執り行いま

した。授与式には一部の父母等関係者も出席し

ました。 

本学では、入学にあたって高い目的意識と勉

学意欲があり、学業成績が優秀な者に特別奨学

生として「リーダーシップアワード生」の称号

を付与しています。特別奨学生には、スカラー

シップフェローとスカラーシップメンバーの２

種類があり、それぞれに応じた奨学金を給付し

ます。 

令和６年度の１年次 特別奨学生は 130人でし

た。特別奨学生には、今後、授業等の正課の活

動と KITオナーズプログラムなどの課外活動に

積極的に取り組み、本学の教育目標である「自

ら考え行動する技術者」の素養を備えたリーダ

ーへと育つことが期待されます。 

授与式では、大澤学長が特別奨学生にエール

を送った後、各学部の代表学生に壇上でリーダ

ーシップアワード生証を授与しました。そし

て、副学長、学生部長、各学部長が出席者一人

ひとりにアワード生証を手渡しました。 

 

参加者で賑わう会場 

女子会で交流する新入生 

新入生歓迎会で交流する新入生 



金沢工業大学 Ⅰ．教育の取り組み 

 

31 

修学支援対策としての特別三者面談を実

施 

修学に関して問題を抱える学生に対し、父母

等との特別三者面談を５月 11日(土)に実施しま

した。今回の特別面談の趣旨は、修学に関して

問題を抱える学生に対し、父母等と連携しなが

ら卒業へ導くため、これまでの修学状況や卒業

までの見通し、さらに今学期の様子などについ

て、父母等と情報共有する機会を設けることで

す。各学科や１年次修学アドバイザーが選出し

た対象学生の父母等に対し、案内を郵送し、54

組の学生と父母等が参加しました。 

はじめに佐藤 進学生部長から、特別面談の趣

旨の説明と、履修条件や卒業まで見通しなどの

全体説明を行いました。その後、順番に個別ブ

ースで個別面談を行いました。各学科・課程に

協力を依頼し、主に特別面談の対象となる学生

の修学アドバイザーが面談を担当しました。１

組あたり約 30分の面談時間を設定し、学生一人

ひとりに寄り添った丁寧な面談を行いました。 

なお、当日の特別面談に参加できなかった父

母等のうち、17組は別日に面談を実施し、９組

はオンラインによる個別面談を実施し、合計 80

組の面談を実施しました。 

前年度より実施時期を早め、少しでも問題を

クリアにした状態で前学期に臨めるようにしま

した。今回の特別面談を実施し、修学に関して

問題を抱える学生の現状を父母等に理解いただ

く貴重な機会になりました。学生の支援は、父

母等と連携が不可欠と考えており、今後も父母

等と情報を共有しながら、学生の支援を行って

いきます。 

 

チャレンジラボで「XR 体験イベント」を
開催 

XR体験イベントを４月 24日(水)、25日(木)

の両日、チャレンジラボ１階ラウンジで開催

し、本学学生と教職員に対して XR機器を中心と

したデジタル機器や、学生スタッフが制作した

デジタルコンテンツを披露しました。新入生の

学ぶ意欲を向上させるために、テクノロジーに

触れ、デジタル技術を活用したものづくりに興

味や関心を持ってほしいとの想いで、学生スタ

ッフと共に企画しました。 

同イベントでは、自由に体験できるＸＲ機器

を展示し、学生スタッフが参加者一人ひとりに

使い方やノウハウなどを説明しました。参加者

の中には、XRコンテンツの制作経験者もおり、

学生スタッフと制作の話題で盛り上がる様子が

見受けられました。 

 

【イベント概要】 

イベント名：XR体験イベント 

日時：４/24(水) 10:00～18:30 

   ４/25(木) 9:00～18:30 

展示機器：VIVE focus 3 / Magic Leap 1 / 

HoloLens 2 / THETA Z1 / MatterPort Pro 2 / 

HANDYSCAN 307 

 

学生と父母に全体説明を行う佐藤学生部長 

学生スタッフが製作したアプリを 

ハンドトラッキングで操作する参加者 

VUVE focus３でVRコンテンツを体験する参加者 
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２日間で 67人(内、学生 55人、教職員 12

人）が来場し、参加者の皆さんにデジタル機器

やデジタルコンテンツの魅力を紹介できまし

た。一方、XR機器の存在や機器貸出が可能であ

ることを知らなかった学生もいたことから、今

後全学生に向けて学生ポータルやホームページ

などを通して情報を発信していきます。学生の

潜在的な能力を引き出し、学修意欲を向上させ

ることを目的に、広報活動や体験会を継続的に

実施します。 

このようにチャレンジラボは、Edu-Techや教

育 DX推進の一環として、イベントや講習会等を

企画運営し、学生や教職員への XR機器の利用を

促進しています。学生が新しいテクノロジーに

触れ、クリエイティブな活動、新たなデザイン

や価値の創出にチャレンジしてくれることを期

待します。 

 



金沢工業大学 Ⅰ．教育の取り組み 

33 

KIT オナーズプログラム及び課外活動の充実と実施 

本学では、「自ら考え行動する技術者」に向けて自ら目標を達成し、それを達成するために活動する自

己目標達成プログラムとして「KITオナーズプログラム」を定め、「学科プロジェクト」、「夢考房プロジ

ェクト」、「部活動（学友会）」などの課外活動の充実に努めています。 

 

学科プロジェクト 

全学科対象プロジェクト 

Science Project for Children 

マルチメディア考房プロジェクト 

数理考房・数検にチャレンジ！プロジェクト 

数理考房・理工学基礎プロジェクト 

物理プロジェクト 

教育 DXプロジェクト 

SDGs Global Youth Innovators 

みどりいろプロジェクト 

Toiroプロジェクト(Total instruction program re-

organizing multiple subjects) 

こどもの成長を見守る「おもちゃ」開発プロジェクト 

農業支援ロボット開発プロジェクト 

フードクリエイション（ハチバンプロジェクト） 

WAVEプロジェクト 

Bus Stop プロジェクト ～市民サポートは僕にまかせ

て～ 

地域連携による企画力養成プログラム 

学内のグローバル化検討プロジェクト 

The Eagle on the Hilltop 

Future Generation Project 

KIT Community Garden 

教師としての実践力向上プログラム 

学科別プロジェクト 

医工連携に基づいた人間にやさしい医療機械の創製 

ロボットエンジニア育成プロジェクト（夢考房 Junior） 

電気現象探究会 

プログラミング道場 

情報セキュリティ・スキルアッププロジェクト 

IoAプロジェクト 

防災・減災プロジェクト（SoRA） 

感性トレーニングプロジェクト 

CirKitプロジェクト 

地方創生・商店街活性化・DK art café プロジェクト 

金沢マラソン“おもてなし”プロジェクト 

起業部 

マーケティング調査による商店活性化プロジェクト 

サイコロジェクト 

心理科学技術部 

Cube（キューブ） 

景観研究会 〜風景からの地域活性化〜 

Meq（Magnitude earthquake）プロジェクト 

金澤月見光路 

香りプロジェクト 

ねばーるプロジェクトバイオ産業への納豆菌の応用 

Chem Tube 

未来の高峰譲吉博士は君だ！発酵産業活性化プロジェ

クト 

ツエーゲン金沢 J1昇格プロジェクト 

Smart Inclusion プロジェクト 

夢考房プロジェクト 

データサイエンス／エコラン／人力飛行機／ロボット 

義手研究開発／建築デザイン／メカニカルサポート 

フォーミュラカー／小型無人飛行機 

組込みソフトウェア／人工衛星開発／RoboCup@Home 

 

部活動（学友会） 

専門委員会 

学友会役員会／工大祭実行委員会 

交通安全対策専門委員会／広報委員会 

アルバム編集委員会／学生健康委員会 

学生地域活動推進委員会 

体育部会 

アイスホッケー部／空手道部／弓道部 

競技スキー部／剣道部／硬式庭球部／硬式野球部 

ゴルフ部／サッカー部／山岳部／自動車部／柔道部 

少林寺拳法部／水泳部／正伝長尾流躰術部 

ソフトテニス部／卓球部／男子バスケットボール部 

女子バスケットボール部／バトミントン部 

バレーボール部／ハンドボール部／ラグビー部 

陸上競技部 

文化部会 

アマチュア無線部／囲碁・将棋部 

ギターアンサンブル部／軽音楽部／室内管弦楽団 

写真部／吹奏楽部／電子計算機研究会／天文部 

放送研究会／漫画研究会 
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令和６年度 オナーズプログラム 

導入講座を開催 

令和６(2024)年度オナーズプログラム導入講

座を５月 31日(金)に開催し、新入生のリーダー

シップアワード生 130人の内 122人が参加しま

した。 

本講座は、新入生のリーダーシップアワード

生を対象とし、自分の価値観、大学生活での目

標や抱負を意識することで自らのキャリアデザ

イン力の基盤構築を目的としており、アドミッ

ション・キャリア教育センター所長の青木 隆副

学長が「学生生活を充実したものにするため

に」として講話をしました。 

希望実現のための五つのキーワード「視野を

広く」「Passion(情熱)」「人を知る」

「Diligence(勤勉さ)」「自分を褒める」をもと

に、リーダーシップアワード生に身に付けてほ

しいことや考えてほしいことを述べました。 

「二面的思考から多面的思考への転換の重要

性について」、「全体を俯瞰する視点を持つこと

が、自らの希望が正しく実現に向かっているこ

とを確認する指針となること」、「挑戦の際に必

要なことは、目標の設定、その道筋について、

更には目標達成までのエネルギーを維持するこ

とが大切であること」、「４年後の『理想の自分

の状態』を想像してほしい。」『自分を正しく褒

める方法』などを伝え、エールを贈りました。 

最後に、大学生のうちに理解してほしいこと

として「社会は、生い立ちや環境から身に付い

た各々の人がそれぞれ持つ偏った価値観や性格

で動かされている。これがわからない人がリー

ダーになるとその組織は創造的にはならない。

まずは自分を磨くことで仲間の輪が増え、後輩

が皆さんのために汗をかいてくれるということ

が自然と生まれてくる。広い視野を持ち『人は

それぞれ背景があること』『本当の意味での正し

さ』を理解したうえで、理工学の分野を極めて

いってほしい」と講話を締めくくりました。 

学友会 防犯・交通安全推進活動を実施 

野々市市文化会館フォルテで「令和６年度の

のいち防犯・交通安全活動開始式」が４月５日

(金)午後６時から開催され、学友会から 15人が

参加しました。 

各防犯・交通安全推進団体の連絡強化と会員

の防犯・交通安全意識を高めることを目的と

し、野々市市が主催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に粟 貴章野々市市市長からあいさつがあり

ました。次に参加者を代表して学友会交通安全

対策専門委員会の北山総一委員長が「犯罪や交

通事故を未然に防ぎ、安全で安心な街づくりを

推進するため、パトロールや該当指導の活動を

実施していく」と活動宣言をしました。 

 

 【りんりんマナーＵＰキャンペーン】 

野々市市は「自転車マナー日本一」を目指

し、平成 14(2002)年から「自転車りんりんマナ

ーＵＰキャンペーン」を行っており、学友会は

野々市市交通安全協会と協力をして活動をして

います。出発式が４月 15日(月)午前７時 30分

に本学で行われました。出発式には野々市市、

白山警察署、野々市市交通安全協会、学友会交

りんりんマナーＵＰキャンペーンの様子 

活動宣言をする北山委員長 

講話を行う青木副学長 
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通安全対策専門委員会から関係者 30人が出席し

ました。 

石川県白山警察署交通第一課 企画係長 酒

井 満警部補から「自転車マナー日本一」を合言

葉に今年度も自転車事故防止活動にご協力をお

願いいたします。」との激励の言葉を述べられま

した。 

出発後は、本学前交差点及び高橋町交差点で

本学学生、近隣の高校生、中学生の登校にあわ

せ立て看板やのぼり旗を活用しながら、ヘルメ

ット着用を含む自転車のマナー向上を呼びか

け、自転車道走行時のルールについて指導しま

した。街頭指導は８時 30分頃まで行われまし

た。 

【イーグル・セーフティー・プロジェクト・チ

ーム】 

学友会を中心とする「金沢工業大学イーグ

ル・セーフティー・プロジェクト・チーム（通

称イーグル隊）」による令和６年度防犯パトロー

ル出発式を４月 26日(金)午後７時から行い、学

友会の学生を中心に約 80人が参加しました。 

はじめに野々市市防犯協会の千田 努氏が日頃

の活動に労いの言葉を述べ、あいさつされまし

た。そのあと来賓として迎えた白山警察署 竹

本邦夫署長から、野々市地区では自転車盗難件

数が増加傾向である状況が伝えられました。日

頃の防犯パトロールの活動に対し感謝の言葉が

ありました。続いて新井真二大学事務局次長が

あいさつをしました。イーグル隊を代表し第 57

期学友会 学生地域活動推進委員会の中野祐三委

員長が「地域の安全と安心のまちづくりに努

め、学生の防犯意識の啓蒙活動に取り組んでい

きます」と宣言し、午後７時 30分過ぎに出発し

ました。 

その後、２班に分かれ野々市市防犯協会の会

員と共に大学周辺の既定コースを約 30分間パト

ロールし、流れ解散となりました。 

学生企画、映像コンテスト「Hello KIT」 

学生ステーションは、学生がイベント企画をカ

タチにするためのサポートをしています。企画書

の作成、大学への行事申請、告知など、準備はも

ちろんイベント当日まで、職員と学生スタッフが

支援します。 

令和６(2024)年度に映像コンテスト「Hello KIT」

を実施しました。本学の魅力を、高校生に向けて

紹介する動画を学内で募集しました。令和５

(2023)年度にNHK大学放送コンテストの映像ＣＭ

部門で２位になった学生スタッフが映像制作や

コンテストに挑むことで得られるものを多くの

学生と共有したいという想いから立案しました。 

学生による学生のための映像コンテストとい

う初めてのイベントは、メディア情報学科の出原

立子教授をはじめ、拯友会、AV室、企画広報室な

ど、多くの方々の協力を得て動き始めました。７

月16日(火)に事前説明会を開催し、７月22日(月)

からエントリーを開始。７月23日(火)には、動画

づくり初心者のためのサポートプログラムも実

施しました。企画者は、やりたいことを実現でき

た嬉しさで、いきいきと活動しています。その姿

は、コンテストの参加者たちを刺激したことでし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前説明会に参加する学生 

大学周辺をパトロールするイーグル隊 
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キャリア教育の推進 

「KIT コーオプ教育プログラム」 
21 社に 30 人の学生が参加 

「KIT コーオプ教育プログラム」は、学生が企

業の実際の業務に従事しながら、企業が持つ最先

端の技術について実践的に学び、社会や顧客への

貢献と課題解決を習得できる、本学独自の産学協

同型正課プログラムです。一般的なインターンシ

ップが、企業により策定された“職場体験”に短

期間で参加するのに対し、コーオプ教育では給与

をいただきながら、長期間実際の業務に従事しま

す。学びの場を学外に移し、実社会の答えのない

課題や問題解決に取り組むことで、理論と実践の

双方を効率的に学べる「答えのない教育プログラ

ム」となっています。令和元(2019)年に導入、令

和２(2020)年にスタートし、今年で５年目を迎え、

令和６(2024)年度はこれまでの最多となる、21社

に 30人の学生が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムに参加する学生には、事前学習とし

て「寄附講座への参加」または「プロジェクトテ

ーマ(事前課題)の実施」を参加条件とし、それぞれ

「寄附講座型」「プロジェクトテーマ型」としてい

ます。寄附講座型では、大学と企業で事前に講義

内容を協議した各企業の担当者による全７～８

回(計 700～800 分)の特別講義を開講し、実施テ

ーマに沿った最新技術に関する知識の習得・確認

をします。この寄附講座は「生涯学習特別講義」

として単位認定しており、次年度以降のコーオプ

教育に参加を希望する学生も受講ができ、社会に

おける最先端の技術を学べる場として、また企業

自体への理解を深める場として広く参加を呼び

掛けています。一方、プロジェクトテーマ（事前

課題）型では、事前説明会への参加やレポートの

作成、面接・面談などにより、実施テーマに関す

る知識の習得・確認をしています。その他にも、

プログラムに関連したインターンシップへの参

加なども事前課題とすることができます。受け入

れ企業には、これらの事前学習を踏まえて参加学

生を選抜していただいています。プログラム開始

前の事前学習が主な目的ですが、参加意欲の向上

や就業意識の改善といった、プログラム全体の教

育的効果の向上にも繋がっています。 

プロジェクトテーマ型の中でも、企業紹介や就

業テーマについて学生ポータルや事前説明会な

どで周知し広く参加学生を募る「公募型」の割合

が増加してきています。就業テーマに関連した共

同研究などをベースにした「研究型」とは異なり、

学科や専門分野を横断して参加できることや事

前の面談や説明会を通して受け入れ企業の業務

内容について知ることができることがメリット

となっています。より多くの学生が参加できるよ

う、企業には学生の休み期間中の就業をお願いし、

シフト勤務や在宅勤務なども対応いただいてい

ます。 

また、プログラム終了後には、多くの企業が「成

果報告会」を実施しています。参加学生は、主な

業務内容とその成果、またプログラムを通して学

んだことや自分自身の成長などを中心に発表し、

企業からも実務家教員を中心に実施しての感想

や社内的効果、参加学生の成長などを発表いただ

きました。学生が得た成果を発表するための場で

すが、企業にとっても大学にとっても大きな収穫

を得られる場になっています。 

 

 

 

 

  

参加企業で実際の業務に取り組む学生 

コーオプ教育の仕組み 
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「インターンシップガイダンス（兼・就職

活動準備ガイダンス）」を開催 

インターンシップガイダンス(兼・就職活動準

備ガイダンス)を４月 15日(月)、16日(火)の２日

間で学部１～３年次、修士１年次を対象に、６号

館多目的ホールで開催しました。令和６(2024)年

度は２日間で計840人の学生が参加し、前年の637

人から大幅に増える結果となりました。 

冒頭に、徳永光晴進路部長から「昨今の就職活

動は年々早期化しており、夏のインターンシップ

が就職活動のスタートとなっているといっても

過言ではなく、ぜひ今回参加した全員がインター

ンシップに参加してほしいと思います。その上で

重要になるのは、どの会社のインターンシップに

参加するかであり、業界研究が必要になってくる

だろうし、並行して自分を売り込むための自己分

析も必要になります。インターンシップへの参加

が内定獲得につながるケースもあるので、このガ

イダンスをきっかけにぜひインターンシップに

参加してほしい」と学生に向けてメッセージを贈

りました。 

まずは、株式会社リクルートから「最新の就職

活動状況とインターンシップ」をテーマに講演を

いただきました。講演では、「最新の求人倍率は

1.71倍であり、学生１人あたり１社以上の求人が

ある」と現状を伝えつつ「油断せずに就職活動の

準備はしっかり行う必要があり、そのためにもイ

ンターンシップに参加することが重要になる。知

らない企業を目指すことはできないので、この時

期はぜひ選択肢を広げるよう業界研究や色々な

イベントに参加しましょう」と学生に向けて説明

しました。 

続いて、株式会社マイナビから「インターンシ

ップの参加の流れと選考について」をテーマに講

演をいただきました。講演では、インターンシッ

プの探し方や選び方、さらにインターンシップで

の選考について、具体的にナビサイトを利用しな

がら学生に説明し「納得いく就職活動のために、

４月の今だからこそ、いつ何をすべきか知ること

で、他大学の学生と差をつけましょう」と学生に

伝えました。 

例年実施している本ガイダンスですが、今回新

たな試みとして、現役学生によるパネルディスカ

ッション「インターンシップ体験談」を実施しま

した。過去にインターンシップへの参加経験のあ

る学部４年次、修士２年次がパネラーとして登壇

しました。パネルディスカッションでは、登壇者

に事前にアンケートを取り、当日会場のスクリー

ンに設問ごとの回答結果を表示し進行しました。

主な設問としては［インターンシップへの参加目

的と動機］［企業選びの決め手］［参加して良かっ

た点］等、実際に経験したインターンシップの体

験談を参加学生に向けて伝えました。 

最後に、進路開発センター二飯田一貴次長が

「本学の就職活動状況と夏休みの有意義な過ご

し方」をテーマに講演を行いました。講演では「リ

モートワークの急速な普及により、働き方にも変

化が生じ、対面とオンラインを効果的に両立する

時代となった。就職活動で学ぶことは、必ず社会

で役に立つ」と伝えました。また「昨年度の学部

内定率推移」を説明し、インターンシップに参加

した学生が早くに内定を得ていること等、学生に

とって有益な情報を提供しました。最後に学生に

向けて、「夏休みが終わる前までにするべきこと」

として、以下の内容を伝えました。 

 

＜夏休みが終わる前までにするべきこと＞ 

１．インターンシップに参加する 

・興味のある業界・企業を知る。 

・参加目的を明確にする。 

・選考有のインターンシップにも挑戦する。 

・しっかりとエントリーシートを書く。 

・大学院進学の必要性を考える。 

２．学内イベントに参加する 

・現在、参加している活動を、しっかりと続ける。 

・情報をチェックし、興味のある活動に参加する。 

３．得た経験を PR できるように整理する 

・夏休み中に得た経験や、過去の経験を整理する。 

 

  

今後のインターンシップ参加に向けて説明を聞く学生 
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「KIT 業界研究セミナー」「KIT インターン

シップフェス 2024」を開催 

「KITインターンシップ業界研究 WEEK」と題し、

インターンシップ参加に向けた２週間のイベン

トを開催しました。イベントの皮切りとして、業

界を代表する企業が登壇し、企業同士のパネルデ

ィスカッションや、学生からの質問に答える「KIT

業界研究セミナー」を５月９日(木)から５月 17日

(金)に、12号館イノベーションホールで開催しま

した。各日３社、計 21社(内９社がオンライン)の

企業をお呼びし、７日間で延べ 433人の学生が参

加しました。本セミナーでは、業界動向や業界マ

ップ・業界の魅力などを講演いただいた後、座談

会を開催しました。学生が質問しやすい環境を作

るため、オンライン質問ツールを用い、学生が知

りたい情報を企業に直接答えていただくことが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２週間の締めくくりとして、夏期休暇期間中に

インターンシップを実施する企業から、直接イン

ターンシップについての説明を聞くことができ

る「KITインターンシップフェス 2024」を令和６

(2024)年５月 18 日(土)に開催しました。今回は

６号館多目的ホールを会場とし、企業は対面また

はオンラインどちらかを選択し参加し、学生は全

員対面参加としました。午前の部・午後の部に分

けて実施し、計 96 社(内９社がオンライン)の企

業が参加し、延べ 579 人の学生が参加しました。 

「KIT インターンシップフェス」は、キャリア

教育の一環として、学生がインターンシップに参

加し、さまざまな業界の知識を深めることを目的

に実施しています。「KITサマーインターンシップ」

に賛同いただいている企業が、その内容について

の詳細説明を各回 20 分間、計５ターム行いまし

た。学生は各企業のブースを自由に移動すること

が可能で、午前の部・午後の部で５社ずつ、最大

10社の説明を聞くことができます。今年度はイン

ターンシップだけでなく、コーオププログラムに

ついても紹介いただく場としました。コーオププ

ログラムに賛同いただいている企業のうち、公募

を行っている７社に、本イベントでコーオププロ

グラムについて紹介いただきました。 

今回は、より多くの企業のインターンシップを

学生に紹介するため、参加企業を増やして実施し

ました。パーティションや配置を工夫することで、

ブース数を増やすことに成功しました。参加企業

が増えたことで、参加学生も増え、当日は会場の

活気が感じられました。新型コロナウイルス感染

症が５類へ移行したことに伴い、今回は対面での

参加企業が増加しました。参加企業にオンライン

での参加形式を選択肢として残した点も、遠方の

企業にとって、時間や場所の制約がなく好評でし

た。オンライン参加企業のブースには 360度カメ

ラ・マイクを設置し、画面越しではありますが説

明を聞くことができるのと同時に、学生からも質

問などができる双方向のコミュニケーションを

可能としました。 

参加学生からは「多くの企業の話を聞くことが

でき、インターンシップ選びの参考になった」と

いう声があり、満足度の高いイベントになったと

実感しました。参加企業からは「熱心な学生に会

う事ができ、大変貴重な時間でした」「多くの学生

さんが参加しており、また真剣に話を聞いている

方が多い印象でした」などの感想をいただけまし

た。 

また、前回と同様、参加学生がどこの企業の説

明を聞けば良いか分からない際などに訪れるこ

とができる「相談コーナー」を会場に２か所設置

しました。相談コーナーでは、キャリア・コンサ

ルタントの職員が常駐し、学科ごとのオススメ企

業や業界内容・事業内容を紹介しつつ各企業のブ

ースに学生を誘導しました。各タームの合間や途

中参加のタイミングで多くの学生が訪問し利用

する姿が見られました。 

 

 

 

 

  

企業の方の話を真剣に聞く学生[業界研究セミナー] 

立ち見の学生が出るほど賑わうブース[インターンシップフェス] 
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2024 年度夏季 SDGs インターンシッププ

ログラム 

令和６(2024)年度夏季 SDGs インターンシップ

プログラム(ソーシャルマッチ㈱主催)に１人の

学生が参加し、カンボジア、プノンペンにおいて

日本の他大学からの参加学生たちとチームを組

み、現地企業の課題に対する解決策を提案するソ

ーシャルスタディを行いました。 

参加学生は、オンラインでの事前・事後学習を

含むプログラムのすべてに参加し、令和６(2024)

年度後学期に「インターンシップ実習（２単位）」

が認定され、「オナーズプログラム」の持続的自己

成長のための活動ポイント２ポイントが認定さ

れました。 

2024年度夏季は、カンボジアへの渡航型の全２

プログラムがあり、本学からの参加学生は教育問

題に取り組むプログラムを選択しました。インタ

ーン先はカンボジアの NGO、ISF(アイエスエフ)※

で、プログラム中に取り組む課題は「寄付を集め

るための団体のパンフレットを製作せよ」という

ものでした。他の日本人学生たちとチームを組み

アイデアを出し合い、中間発表後のフィードバッ

クの後に ISF代表に対して発表を行い、最優秀グ

ループの案が採用されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プログラムは、参加のための語学要件等もな

く、ソーシャルマッチ株式会社の手厚い通訳サポ

ートもあるため、語学力の向上を目指す他のプロ

グラムとは異なる経験ができるという特長があ

ります。今回参加した学生からは「活動を通して、

言語がなくてもコミュニケーションがとれると

いうことを学びました。ISF の子どもたちと触れ

合ったときに英語が喋れなくても一緒に遊んだ

り、ダンスを踊ったりすることで自然と仲良くな

ることができて、自然に笑顔を見せてくれるよう

になった」という感想をいただきました。 

 

※ISF：カンボジアの貧困層の子どもたちに無償

で授業を開講している NGO 団体。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現地の少年たちと交流する参加学生 
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「KIT 人材開発セミナー2024」を開催 

産業界と本学との親交を深め、情報を交換する

場として、KIT 人材開発セミナーを平成６(1994)

年から開催しています。令和６(2024)年度は、金

沢会場を９月 10 日(火)・11 日(水)の２日間、大

阪会場 18日(水)、東京会場 19日(木)の順に３都

市で４回開催しました。 

全体の参加企業数と参加人数は 811 社、1,232

人と、昨年を上回る企業・人数でした。また、セ

ミナー開始までの時間を利用し、学業・研究・課

外活動などに意欲的に取り組む学生を紹介した

ビデオを上映しました。 

はじめに、会場ごとに山口敦史副学長または廣

瀬康夫副学長から「昨年に引き続き対面で開催で

きたこと、学生が成長できる教育システムとして

社会実装型教育や DX 等の取り組みを行ってきた

ことを踏まえて、本学の特徴やこれからの方針に

ついて理解いただき、企業の皆様との関係を更に

強固なものとしていきたい」と開会のあいさつが

ありました。 

第１部の講演会では、大澤敏学長が「社会実装

型総合大学へ～成長分野(デジタル・グリーン)を

リードする情報に強い人財育成～」と題して、社

会実装型教育・研究を通して実現させるために、

社会人と学生・教員が世代・分野・文化を超えて

同じフィールドで学び合う教育プログラムや、本

学が取り組んでいるコーオプ教育・リカレント教

育、６学部 17 学科への改組等について説明しま

した。続いて、新たな試みとして教員から学科の

特徴や、学生が４年間の学びの中でどのように成

長し人材となっているかについて紹介し、この後

の情報交換へと繋げるための時間を設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場を移して行われた第２部の情報交換会で

は、徳永光晴進路部長からあいさつを兼ねて、令

和６年の就職活動状況と、インターンシップに参

加した学生を採用する企業が更に増加している

と説明しました。 

交流会会場では学科ごとのコーナーを設け、教

員が参加者と名刺交換や内定の御礼、令和７

(2025)年度採用に関する情報交換を行いました。

学科の紹介を行ったことで、参加者は複数の学科

と情報交換を行っており、閉会時間まで列が途切

れることがなく大盛況となりました。 

また、KITコーオプ教育、産学連携・共同研究、

リカレント教育、インターンシップについても参

加者と教職員が熱く語り合い、会場が熱気に包ま

れた情報交換会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本学の取り組みについて講話する大澤学長（東京会場） 

情報交換会で企業の方々と名刺交換する教員 
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「就職活動ガイダンス」を開催 

「就職活動ガイダンス」を、10月７日(月)、８

日(火)の２日間で学部１～３年次、修士１年次を

対象に６号館多目的ホールで開催しました。就職

活動を行う上で、具体的な準備を促すことを目的

として毎年同時期に開催しており、令和６(2024)

年度は２日間で計153人の学生が参加しました。 

初めに、徳永光晴進路部長が「これから皆さん

の人生にとって非常に重要な半年が始まります。

まだ就職活動のスタートを切れていない人もい

るかもしれませんが、準備の仕方を間違ってはい

けません。時間は掛かるかもしれませんが、まず

は早めに動き出し、正確な情報収集を行い、時に

は企業を比較することなども重要になってきま

す。もう一つは、どうしても会社名ばかりが気に

なるかもしれませんが、就職後の職種という点を

考えることも重要です。最近はジョブ型採用も少

しずつ見られるようになっているので、もし職種

を重要視するのであれば、大学院への進学もぜひ

検討してもらいたいです。みなさんの就職活動が

上手くいくように祈っています。頑張ってくださ

い」と激励のメッセージを贈りました。 

次に、進路開発センター二飯田一貴次長から、

現在の本学の就職状況を学生に伝え、令和６年度

の就職内定率は９月の時点で85.9％と、前年と同

水準で学生が内定を得ていることや、今後の採用

スケジュールの流れ、これから就職活動のために

まず何を実施するべきかなどを学生に伝えまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の就職活動ガイダンスで、特に参加学生の

関心を引くのは、就職活動を終えたばかりの現役

学生によるパネルディスカッション「こうして私

は進路を決定しました」です。７日に工学部から

６人、８日に工学部以外から７人の計13人(学部

４年次９人、修士２年次４人)がパネラーとして

登壇しました。 

パネルディスカッションでは、登壇内定者に事

前にアンケートを取り、当日会場のスクリーンに

内定者が回答した結果を設問ごとに表示し進行

しました。主な設問としては「内定者が行った自

己分析・業界研究の方法」「どのように企業を選ん

だか」「就職活動で最も苦労したこと」など、内定

者が実際に経験した就職活動体験談を参加学生

に向けて伝えました。パネルディスカッションの

最後には、後輩の参加学生に向けて熱いエールが

贈られ、参加学生は就職活動への意識を更に高め

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

激励のメッセージを贈る 

徳永進路部長 
就職状況について説明する 

二飯田次長 

パネルディスカッションで体験談を話す学生 
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内定までにやるべきことを半日で体験で

きる「就活の日」を開催 

「就活の日」を、11月 30日(土)午前中に 23号

館１階で開催しました。本イベントは、自己分析

講座・業界研究講座などを通して、就職活動に必

要な知識を身につけるだけでなく、模擬面接、履

歴書やエントリーシートの作成・添削など、内定

獲得までに必要なことを一度に体験できるもの

で、今回が３回目の開催となりました。 

令和元(2019)年度入学生まで必須科目「人間と

自然セミナーⅢ」として、穴水湾自然学苑で模擬

面接・履歴書作成など就職活動に必要なことを学

ぶ機会がありましたが、令和２(2020)年度から

「人間と自然セミナーⅢ」が廃止となりました。

そこで、就職活動を控える学生に、就職活動につ

いて学ぶ機会を提供することを目的に、進路開発

センターの学生スタッフが「就活の日」を立案し

ました。企画からパンフレット作成、当日運営ま

でを学生スタッフが担いました。前回までの実施

内容を踏まえ、今回は新たにグループワークディ

スカッションコーナーを追加、また各コーナーの

内容を見直すなど、様々な改善に取り組みました。

また、本イベントは職員の就職指導力の維持・向

上も目的としており、当日は面接官を務めていた

だくなど、各部署から多数の方にご協力をいただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は「内定者履歴書閲覧・懇談コーナー」の

内定者を紹介するパンフレットを新たに制作し、

より参加学生が自分の関心にあった内定者とス

ムーズに懇談できるようにしたことで、開始直後

から多くの参加者で賑わいました。前回低調だっ

た模擬面接コーナーについても、タイムスケジュ

ールを見直し、イベント後半に実施することで、

まず履歴書を作成してから面接に挑戦するなど

の流れを作ることができ、参加者を増やすことが

できました。新たに設置した、グループディスカ

ッションコーナーでは、学生から要望のあったグ

ループディスカッション試験の練習の場として、

イベント後半に開催しました。１年次を含む６人

の参加があり、２チームに分けて実施しました。

参加学生からは「普段なかなか練習する機会がな

いので参考になった」「それぞれの役割の注意点

が分かった」「実際やってみると想像以上に難し

かった」との声がありました。結果としてイベン

ト全体で約 50 人の学生の参加があり、参加学生

の満足度も高いものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「内定者履歴書閲覧・懇談コーナー」で 

内定者の説明を聴く参加者 

グループディスカッションの練習をする参加者 
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「KIT ジョブフェス 2025」を開催 

「KITジョブフェス 2025」(合同企業説明会)を

12月４日(水)午後と７日(土)午前の２日間、６号

館多目的ホールで開催しました。 

近年の就職活動早期化で採用活動が活発化し、

既に就職先が決まっている学生も少なくなく、学

生の参加意識が低い懸念がありましたが、２日間

で延べ 319人の学生が参加しました。 

就職活動の不透明感に加え、県内外の上場・大

手・優良企業の出展があったこと、参加企業を研

究するための資料を事前に配布し、企業研究の意

識を高めたことで、学生の参加意欲に繋がったの

ではないかと思慮しています。 

また、前回同様に企業が対面参加とオンライン

参加を自由に選択することができるハイフレッ

クス方式とし、学生は全員対面参加としました。 

オンライン参加企業のブースには 360 度カメ

ラ・マイクなどを設置し、画面越しですが、説明

が聞けるのと同時に学生からも質問ができる双

方向のコミュニケーションを可能とし、企業の出

席方式に係わらず、会場で企業ブースに訪問する

ことで、全ての企業の説明を聞くことができる仕

組みとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「KITジョブフェス 2025」は、多くの企業を知

る場として、２日間とも違う企業が出展しました。

パーティションの配置を工夫することでブース

数を調整し、１回の参加企業を増やして実施しま

した。各回説明時間を 25分間とし、これを４ター

ム実施しました。学生は、真剣に企業担当者の話

を聞くと同時にメモを取り、事前に企業研究を行

い積極的に質問したりする姿が多く見られまし

た。 

学生からは「就職活動への意欲向上につながっ

た」「対面での会社説明会が体験できてよかった」

「人事部の方と話せたのが良かった」「知らなか

った企業の研究につなげることができて良かっ

た」「職種や業界の研究につなげることができて

良かった」などの意見がありました。 

企業からは「一生懸命メモを取りながら聞いて

いる姿を拝見し、熱心に就職活動を行っている学

生が多いと実感しました」「熱心にお話を聞いて

いただき、質問もしていたため意欲のある学生が

多くいらっしゃる印象でした」「学生さんは、入社

後に何ができるかといった観点を強く持ってい

ると感じました」「オンラインでも参加できるよ

うにしていただき大変感謝しています」「しっか

りしていてコミュニケーション能力の高い方が

多く、ぜひ弊社に来ていただきたい方ばかりでし

た」「皆さん熱心に聞いていだだき話に熱が入り

ました」などのご意見をいただけました。 

対面開催としたことで、企業・学生の反響が大

きかった一方、都市部など遠方の企業からは、時

間や場所の制約がなく、参加のしやすいオンライ

ンでの参加方法を選択肢として残した点も好評

でした。 

夏のインターンシップの段階から就職を意識

した業界研究、自己分析及び企業選びなどが始ま

っており、就職活動の早期化が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メモを取りながら説明を聴く学生たち 企業担当者の説明に耳を傾ける学生たち 
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「KIT・ICT ステークホルダー交流会 2024」

を開催 

意欲ある学生が、自らの成長ストーリーを、社

会人を中心としたステークホルダーに向けて発

信する「KIT・ICTステークホルダー交流会 2024」

が２月 20 日(木)に６号館多目的ホールで開催さ

れ、企業、保護者、教職員、本学学生が参加しま

した。 

各学科、各センターや国際高専から推薦された、

学科２年次～大学院博士前期課程１年次の 35 人

(当初 36人の予定でしたが、当日体調不良により

１人欠席)と、高専の学生３人の計 38人の学生が

参加しました。教職員がメンターとなって、学生

の自己分析、振り返り、発表ストーリー作成、発

表スライドやポスターの確認など支援をしまし

た。事前にメンターと何度もストーリーの見直し

や、発表練習を行い、より効果的なプレゼンテー

ションを作り上げました。 

発表は、対面＆オンラインのハイブリッド形式

で運営されました。また、申し込みサイトで前年

度の様子をダイジェスト動画で紹介しています。 

 

●学生プレゼンテーション 

13:00～16:10 ※途中休憩あり 

代表学生による自己成長ストーリーのプレゼン

テーションを行いました。学生１人あたり発表時

間５分、フィードバックコメント記入３分としま

した。約 280人(対面約 170人、オンライン約 110

人)が参加しました。 

 

●ポスターセッション（学生との個別交流会） 

16:15～17:30 ※対面参加者のみ 

ポスター、展示による学生個人の活動の紹介や意

見交換、名刺交換を行いました。対面参加者、約

170人が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回から、進路開発センターの学生スタッフが

事前準備、受付、誘導、司会など当日運営を担当

しました。学生スタッフの自主的な運営方式は多

くの参加者から好評をいただきました。 

参加者からのアンケートでは「学生の運営がす

ばらしい。本来であれば自身が取り組んでいる研

究内容にも触れたいところだと思うが、あくまで

も学生自身の想いを中心にしたプレゼンに徹し

ているところが、非常に好感が持てる。プレゼン

を聴き学生に興味を持ち、その後、個別交流会で

直接ディスカッションするフェーズに移行でき

るプログラムも秀逸だと感じた」「弊社職種以外

の分野の学生さんでも活躍できると感じられ、学

部によらず採用活動を行い続けたいと改めて感

じました」「こんな仕組みがあったら早いタイミ

ングから学生さんが企業との接点を持つことが

でき、やりたいことも明確になり学びに身が入り

そうだと感じました。皆さん堂々とプレゼンをさ

れていて、学生さんにどんな指導をされているの

かが気になりました」「学生の価値観や御 

校のコーオプ教育の成果を知るための非常に良

い機会となりました。企業が提供する教育・研修

制度との乖離を生まないために、良い学びの場と

なり感謝しています」「スムーズな進行で、オンラ

イン参加でも楽しむことができました。学生さん

ひとり一人にフィードバックをできる仕組みも

いいですね。初回だったのでオンライン参加をさ

せていただきましたが、次回はリアル参加させて

いただきたいなと感じました」など、アンケート

を通してたくさんのコメントをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

堂々とプレゼンテーションする学生 

ポスターセッションにて自身の活動について紹介する学生 
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「2024 SRI's Introduction to Innovation 

Workshop」を開催 

SRI International認定ワークショップ「2024 

SRI's Introduction to Innovation Workshop 

(I2I Workshop)」を２月 27 日(木)～３月７日(金)

の期間で、大学院生、学部生、越日工業大学(VJIT)、

ホーチミン市経済金融大学(UEF)の学生を対象に

実施しました。スタンフォード大学（SRI インタ

ーナショナル）のイノベーション創出のノウハウ

を学ぶもので、参加することで修了証が授与され

ます。SRI から具体的なファシリテーション手法

の実技指導を受けた 18 人の SRI I2I 認定ファシ

リテータが計６コースを担当し、実施しました。

また、２日間コースだけでなく、もっと時間をか

けて議論したいという声に応えて、３日間のコー

スも用意しました。 

参加者は、自分自身の研究内容や実現化したい

アイデアを１分間で、かつ口頭のみで伝える、SRI

インターナショナルの提唱するプレゼン手法「エ

レベーターピッチ」の準備を事前課題として取り

組み、一人ずつ順番に発表しました。学科や学年

が異なる参加者全員が、自分のイノベーションの

アイデアを発表した後、参加者による投票で、上

位３～４位を選出し、そのアイデアを発表した学

生をリーダーとして３～４チームを結成しまし

た。その後は、チーム単位での活動となり、価値

創造フォーラムという名称の発表を、各チームが

３回ずつ実施しました。価値創造フォーラムは、

チームによるプレゼンテーションと講師や他チ

ームによるフィードバックで構成され、回を重ね

るごとにプレゼンテーションの内容を見直して

いく SRIインターナショナルの手法です。その最

大の特徴は、聴講者は顧客の立場でフィードバッ

クコメントし、発表者は一切、応答せずにメモを

取ることにあります。 

本ワークショップは例年、夏期と春期で年２回

実施しており、今回のワークショップは昨年３月

と同様に本学の学生は対面での実施とし、VJIT・

UEFとはオンラインで接続し開催しました。 

参加者一人一人がアイデアを発表するエレベ

ーターピッチにおいては、データ分析や AI を活

用したアイデアが多く、過去のワークショップと

比べて変化を感じられる場面でもありました。ま

た、普段接する機会の少ない他学科の学生とチー

ムを組み、議論していく中でお互いに刺激を受け、

アイデアがブラッシュアップされることが体験

でき、学びにつながっているように感じられまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイフレックスで実施したＥコース・Ｆコース

については、前回同様に Zoom及び Googleスライ

ドを使用して実施しました。またワークショップ

終了後も交流を続けたいという前回参加者の声

を考慮し、令和６(2024)年度はチャットツールを

運営では準備せず、参加者それぞれのコミュニケ

ーションツールを使用してもらいました。このワ

ークショップだけでなく新たなコミュニケーシ

ョンの輪を広げるきっかけにもなりました。また、

グループワークの時間を通常より増やすことで、

より深いコミュニケーションをとることができ、

議論が深まった様子でした。事前に VJIT 学生と

本学の学生・教員による顔合わせを行ったことも

円滑な運営、コミュニケーションにつながりまし

た。本学の学生にとっても、VJIT・UEF の学生に

とってもワークショップの内容だけでなく、国際

交流の面でも非常に有意義なワークショップに

なりました。 

また、前回と同様に、３日間コースを設けるこ

とで参加した学生からは、「じっくり議論ができ

て良かった」「納得がいくまで内容を詰められた」

「フィードバックの時間が長くいろんな視点か

らの意見を知ることができた」等の感想が寄せら

れ、満足度の向上が伺えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース終了後に記念写真に納まる参加者たち 

Ｅコース・Ｆコースをハイフレックス形式で実施 
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Ⅱ．研究の取り組み 

本学園は「深遠な技術革新」及び「雄大な産学協同」を建学綱領に掲げ、社会課題の解決を目指して

地域社会や産業界のニーズとのマッチングを図りながら、様々な産学官連携活動に取り組んでいます。 

 

学術研究助成・公的研究プロジェクトの推進 

国の研究プロジェクトの採択状況 

令和６(2024)年度の採択実績件数として、政府

系機関研究は、戦略的イノベーション創造プログ

ラム（SIP)、JST共創の場形成支援事業、JST A-

STEP 事業、NICT 革新的情報通信技術事業等の 36

件、科学研究費補助金は 62 件、その他助成金は

66 件でした。 

 

NEDO「長距離物資輸送用無人航空機技術

の開発・実証」に参画 

NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構）では、経済安全保障を強化・推

進する観点から支援対象とすべき、先端的な重要

技術の研究開発を進める「経済安全保障重要技術

育成プログラム」の一環で、「長距離物資輸送用無

人航空機技術の開発・実証」の研究開発に着手し

ます。 

当事業に金沢工業大学からは革新複合材料研

究開発センターと航空システム工学科の赤坂剛

史准教授の研究室が参画することとなりました。 

本事業では、30～50kg程度の物資を最大 1000km

程度輸送できる、垂直離着陸可能な無人航空機技

術の開発を目指します。この性能要件を満たすた

めに、水素、SAF といった代替燃料で運用可能な

エンジンとモータによるハイブリッド動力シス

テム、高出力モータ、軽量構造技術などの要素技

術を開発し、これら要素技術を統合した試験機で

地上試験・飛行試験や将来的な安全認証取得を見

据えた試験を実施します。 

本事業の成果により、離島間や洋上インフラへ

の物資輸送、送電線・パイプラインといった広域

インフラ設備の点検、海上や山岳地域における要

救助者の捜索、災害時の被害状況調査などで無人

航空機が活躍する社会の実現を目指します。 

 

「大学の新技術、研究活動への奨励金」等

の助成事業に 18 件が採択 

令和６(2024)年度の公益財団法人澁谷学術文

化スポーツ振興財団による助成事業「大学の新技

術、研究活動への奨励金」「高校と高専の産業教育

への助成金」「文化活動への助成金」に応募した課

題について、厳正な審査が行われた結果、18件（総

額 4,406 万円）が採択されました。金沢工大学園

における採択件数としては過去最高の採択件数

及び助成総額となります。 

 

採択者 

◆大学の新技術、研究活動への奨励金 

髙井勇輝講師(数理・データサイエンス・AI教育課程) 

坂本重彦教授(機械工学科) 

中村真人教授(機械工学科) 

福留功二講師(機械工学科) 

廣光永兆教授(航空システム工学科) 

森合秀樹教授(航空システム工学科) 

村尾俊幸教授(ロボティクス学科) 

河野昭彦教授(電気電子工学科) 

松井くにお教授(情報工学科) 

須田達教授(建築学科) 

小田忍教授(応用バイオ学科) 

竹俣一也教授(教材開発支援センター) 

南戸秀仁教授(高信頼理工学研究センター) 

 

◆高校と高専の産業教育への助成金 

小間徹也教授(国際高専・国際理工学科) 

藤島悟志教授(国際高専・国際理工学科) 

 

◆文化活動への助成金 

藤井清美教授(英語教育課程) 

松林賢司教授(経営情報学科) 

竹内申一教授(建築学科) 
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同財団は、大学における学術研究の充実並びに

高校及び高専における産業教育の振興を図るほ

か、文化活動やスポーツ活動に対する顕彰・助成

を行うことを目的としています。昭和 61(1986)年

の設立より本学園からも多くの先生方が応募し

ており、本事業による助成を受けて積極的に研究

活動を展開しています。 

 

応用バイオ学科の平田教授の研究が第 38

回「北國がん基金」助成対象に選定 

６月 21日に第 38回北國がん基金の助成対象の

発表があり、「研究活動助成部門」で応用バイオ学

科の平田宏聡教授の「細胞間引張力の人為操作に

よる表皮がん細胞の増殖抑制・分化誘導法の開拓

と分子機序の解明」が選ばれました。 

公益財団法人「北國がん基金」は医学関係者の

要望を受け昭和 61(1986)年に創設されました。基

礎研究、臨床研究、その他がん研究のあらゆる分

野で、業績等の優れた石川県内の研究者、医療従

事者に助成しています。 

第 38回は県内の大学、病院、関係団体から研究

活動部門、啓発活動部門に計 22 件の推薦・応募が

あり、12件が選ばれました。 

平田宏聡教授の採択研究課題では、表皮がん細

胞の増殖抑制と分化誘導を効果的に実現する細

胞力学操作法の確立に取り組みます。また、力学

操作が増殖抑制と表皮分化を引き起こす分子機

構の解明を進めます。これらの取り組みにより、

「力」を介した全く新しいがん予防/治療法の創

出を目指します。 

 

応用化学科の大嶋教授が(公財)大澤科学

技術振興財団から研究助成 

応用化学科の大嶋俊一教授の研究（研究テー

マ：「高骨伝導能と抗菌性を兼ね備えた人工足場

材料の開発を指向したフッ素添加 Diamond-Like 

Carbon を用いた表面改質技術の解明」）が、公益

財団法人大澤科学技術振興財団の令和６(2024)

年度研究開発助成に採択されました。 

同財団は金属及びその他新材料に関する、切削、

研削等の機械加工の分野並びにこれらの基礎と

なる理工学の諸分野を対象に研究開発助成や国

際交流活動への助成を行っており、本学ではこれ

までに機械工学科の先生方の研究が採択されて

います。 

大嶋教授が行う本採択テーマは、金沢医科大学

の先生方との共同研究による医工連携分野のテ

ーマであり、金属等の表面改質技術の実用化を指

向する内容となっています。骨異常や骨損傷など

の整復には人工足場材を用いた治療が一般化し

ていますが、骨伝導能の低さが問題となっており、

併せて感染症予防の観点から抗菌性も必要とさ

れています。そこで、フッ素を添加した Diamond-

Like Carbon(F-DLC)による表面改質技術に着目し、

F-DLC を用いた表面改質技術の解明を目指します。

これにより従来の表面改質手法では不可能であ

った抗菌性と骨伝導能を同時に付与する表面改

質技術の実用化へと繋がることが期待されます。 

 

機械工学科の福留講師が(公財)ＴＡＫＥ

ＵＣＨＩ育英奨学会から研究助成 

機械工学科の福留功二講師の研究（研究テー

マ：「油冷却モータの熱設計システム構築に向け

た粗視化モデルの開発」）に対して、公益財団法人

TAKEUCHI 育英奨学会から研究助成金が贈呈され

ることとなり、８月９日に長野県上田市で贈呈式

が開催されました。 

同財団は、本学が「連携・協働に関する協定」

を締結している長野県坂城町で平成 27(2015)年

に設立され、これまでの 10 年間で４人の本学教

員が助成金に採択されています。 

今回の助成対象となった研究では、電磁モータ

の高性能化と小型化を実現するために、油冷却シ

ステムの導入に必要な熱設計システムの構築を

行うものです。昨今の電気自動車(EV)や新幹線な

どに欠かせない高性能で小型なモータを開発す

るため、空冷や水冷とは異なり直接油をモータ内

のコイルに吹き付けることで冷却するモータの

開発を目指します。少量の油で必要十分な冷却効

果を得るなど、システム最適化検討も重要である

ことから、油冷却システムのコンピュータシミュ

レーションによる熱流動解析を行い、最適なモー

タ設計を得るシステムの構築を行います。 
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研究シーズ・研究成果の発信および産学連携マッチングの促進 

国際電気標準会議（IEC）ワーキンググ

ループ委員が直流電力融通システムを視

察し意見交換 

金沢工業大学（以下、本学）と NTTアノード

エナジー株式会社が共同で構築し、令和５

(2023)年 11月から本格運用を開始している扇が

丘キャンパス内の直流電力融通システムは、キ

ャンパス内に太陽光発電設備と蓄電池を設置

し、北校地、南校地にそれぞれ直流 1500V、直流

380Vの自営線網を構築して両校地間の電力融通

を行いながら、直流のまま効率的にエネルギー

を運用するシステムであり、カーボンニュート

ラルの実現やエネルギーレジリエンス強化の観

点からも国内外から高い注目を集めています。 

このたび、電気及び電子技術分野の国際規格

の作成を行う国際標準化機関である国際電気標

準会議（International Electrotechnical 

Commission：IEC）のメンバーが５月 30日

（木）に本学を訪れ、直流電力融通システムの

設備等を視察したうえで、関係者と意見交換を

行いました。 

今回来訪したのは、IECの中で電力供給システ

ムに関わる規格を扱う第 8技術委員会の下にあ

る WGの委員で、座長の Xiaodong Yuan氏を含む

海外委員 7名と日本委員 3名、およびオブザー

バー2名の合計 12名が出席しました。 

視察および意見交換では、直流電力融通シス

テムにおける技術力の高さや先進性について高

く評価されるとともに、本成果を国際的に発信

し、理解を深めていただく好機となりました。

なお、令和７(2025)年度の IECのテクニカルレ

ポート IEC-63282-101に、この直流電力融通シ

ステムが我が国初の本格的システムとして事例

掲載される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先端材料創製技術研究所が「MEX 金沢

2024」に出展 

石川県産業展示館３号館・４号館で、５月 16

日(木)から 18日(土)に開催された MEX金沢

2024(第 60回機械工業見本市)に、先端材料創製

技術研究所が出展を行いました。 

MEX 金沢は、金属工作･加工機械及びその関連

製品並びに電機・電子関連機器等の流通促進と

技術交流を図り、産業と貿易の振興発展に寄与

することを目的として、(一社)石川県鉄工機電

協会が主催する北陸で最大規模の展示会です。 

主催者発表によると、１日目は 9,489人、２

日目は 15,571人、３日目は 11,214人で、３日

間の合計は 36,274人の参加者であった。２日目

と３日目は前年を超える来場者数となり、非常

に盛況な展示会となりました。 

また出展企業の地元就職に繋がるようにと、

鉄鋼機電協会から近隣の高校にも働きかけがあ

ったこともあり、普段より多くの高校生がバス

ツアーで訪れました。 

本学からは「先端材料創製技術研究所(創製

研)」の展示を行い、主に学生が中心となり、企

業の方や本学の卒業生、高校生など多くの来場

者に展示内容の説明を行いました。展示では、

各研究室の紹介に加え、オープンキャンパスで

も紹介しているデジタルツインシステムを稼働

させ、扇が丘キャンパスのチャレンジラボと MEX

会場を通信で繋いだデモも実施しました。ま

た、令和７(2025)年度の学部学科改組の内容に

ついても紹介し、高校生にはオープンキャンパ

スへの参加を促すことができました。今後もこ

うした機会を活用しながら学生募集にもつなが

る本学の成果発信を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
来場者に展示内容を説明する学生ら 

意見交換する泉井所長（右から３人目）と 

IECワーキンググループ委員 
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３研究室が「大学見本市 2024～イノベ

ーション・ジャパン」に出展 

東京ビッグサイトで８月 22 日(木)、23日(金)

の両日「大学見本市 2024～イノベーション・ジ

ャパン」が開催されました。本学からは電気電

子工学科の深沢徹教授、メディア情報学科の松

下裕教授、応用化学科の露本伊佐男教授の各研

究室が出展を行いました。 

今回で 21回目の開催となる「大学見本市～イ

ノベーション・ジャパン」は、全国の大学や公

的研究機関などから創出された研究成果の社会

還元・技術移転を促進すること、及び、実用化

に向けた産学連携などのマッチング支援を実施

することを目的として、国立研究開発法人科学

技術振興機構(JST)によって毎年開催されている

イベントです。全国の 132の大学などから「カ

ーボンニュートラル・環境」「健康・医療」「食

料・農林水産」「情報通信」「インフラ・安全・

社会基盤」の五つの分野別に 281 件の研究成果

が出展されていて、２日間の入場者登録数は、

１日目 5,606人、２日目 5,395人、合計 11,001

人(主催者発表)でした。 

深沢研究室は「小型アンテナ実装技術」とい

うテーマで出展し、金属上でも動作する小型ア

ンテナの展示と持参した測定器を使って受信状

態を観測する実演を行いました。松下研究室は

「AIを用いて文字拡大できる視線操作型 Web提

示システム」というテーマで出展し、視線のみ

で PCを操作できるシステムの実演を行いまし

た。露本研究室は「木材・木質材料・紙を不燃

化する最新技術」というテーマで出展し、実際

に不燃材を含浸させた木材と燃焼させた時のデ

モ動画の展示を行いました。深沢教授と松下教

授は会場内のショートプレゼンにも参加したほ

か、各ブースとも多くの来場者に研究内容の説

明を行い、今後の共同研究等の発展も期待でき

る貴重な場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中沢研究室が「Japan Robot Week 

2024」に出展 

東京ビッグサイトで９月 18日(水)から９月

20(金)の３日間にわたって開催された「Japan 

Robot Week 2024」に、本学から工学部情報工学

科の中沢実研究室が出展しました。 

Japan Robot Weekは、世界最大級のロボット

トレードショー「国際ロボット展」の翌年に開

催するロボット専門展示会として隔年で開催さ

れ、今回で第７回目を迎えます。公式サイトの

発表によると３日間の来場者数の合計は 43,271

人でした。 

中沢研究室では「３次元物体認識と都市３Ｄ

モデルを組み合わせた交差点の３Ｄ空間化の提

案」「UWBの位置推定による AR描画情報の取得の

自動化」「UWB通信を用いたロボットの自己位置

推定の提案」「遠距離恋愛支援システム」の４テ

ーマの展示を行いました。本内容は IT系大手メ

ディアの WEB記事と日刊工業新聞の記事に取り

上げられるなどの成果があり、また共同研究を

進めている台湾の STARBIT社をはじめとする多

くの企業や政府系研究機関の訪問を受け、展示

会中に議論が交わされるなど、今後の発展に繋

がる貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空システム工学研究所が「2024 国際

航空宇宙展」に出展 

東京ビッグサイトで 10月 16日（水）から 19

日（土）に開催された「2024国際航空宇宙展」

のアカデミックゾーンに、本学の航空システム

工学研究所が出展しました。本学としては８年

ぶりの出展です。 

同展示会は航空分野・宇宙分野の国内最大の

展示会であり、来場者数は主催者発表によると

37,168 人でした。 

 来場者に展示内容を説明する学生ら 

来場者で賑わうブース 
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ブースでは、①先尾翼型ジェットエンジン搭

載ドローン、②マルチロータタイプ大型ドロー

ン、③自動車運転シミュレータを用いた空飛ぶ

クルマの運転シミュレーションを展示し、来場

者に研究成果の全体像や活動を紹介することが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に最終日は一般公開デーであったため、家

族連れの来場者がブースに立ち寄りシミュレー

タを体験するなど、幅広い方々に航空工学を学

べる大学として本学への興味関心を高める機会

となりました。また航空機メーカーや航空事業

会社との情報交換の場として、共同研究等に繋

がる話も多数いただくなど、貴重な場とするこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

先進的な学術研究や社会実装型の研究開発

脳由来神経栄養因子 BDNF の産生障害と

自閉症との関係を解明し新たな自閉症診

断マーカーを提唱 

本学の応用バイオ学科の小島正己教授と、清華

大学（中国）、首都医科大学付属北京天壇病院（中

国）、富山大学、藤田医科大学、前橋工科大学など

による共同研究チームは、脳由来神経栄養因子

BDNF (Brain-derived neurotrophic factor) の

産生障害と自閉症の関係を解明し、新たな自閉症

診断マーカーを提唱しました。 

神経栄養因子 BDNFは、神経細胞の成長、生存、

神経伝達の亢進などの生理作用をその受容体

TrkB を介して行う脳の成長因子として注目され

ています。小島教授は BDNF と脳の健康および疾

患の関係の解明を目指しており、本研究ではその

BDNFの産生が非効率となったモデルマウスが ASD 

（Autism Spectrum Disorder 自閉スペクトラム

症）様の表現型を示すこと、神経伝達とその構造

に異常があることを見出しました。この BDNF の

産生不全を自閉症の解明と治療および診断の技

術開発につなげることは重要であるため、小島教

授は清華大学、首都医科大学付属北京天壇病院の

臨床研究チームとの共同研究を行いました。その

結果、血漿中の BDNF濃度が ASD （Autism Spectrum 

Disorder 自閉スペクトラム症）のバイオマーカ

ーとして機能する可能性が見出され、 

ASD の疾患進行のモニタリングや治療薬の有効

性に関する科学的評価につながる極めて重要な

臨床データの発表に至りました。 

当研究成果は Nature Publishing Groupが発行

する精神医学系科学誌「Molecular Psychiatry」

（モレキュラ サイキアトリー）のオンライン版

に令和６(2024)年５月 18日に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は神経栄養因子 BDNF の産生低下が自閉

症の病因において中心的役割を果たすことを提

唱したもので、本発見は、ASD の診断と治療を前

進させる新たな方向性を示しています。そして本

疾患の進行をモニタリングし、薬剤の有効性を評

価するためのバイオマーカー研究への進展が期

待されます。 

 

 

来場者で賑わうブース 

［学術誌名］ 

Molecular Psychiatry 

［タイトル］ 

Inhibiting proBDNF to mature BDNF conversion 

leads to ASD-like phenotypes in vivo 

［著者］ 

Feng Yang, He You, Toshiyuki Mizui, Yasuyuki 

Ishikawa, Keizo Takao, Tsuyoshi Miyakawa, 

Xiaofei Li, Ting Bai, Kun Xia, Lingling Zhang, 

Dizhou Pang, Yiran Xu, Changlian Zhu, Masami 

Kojima & Bai Lu 
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別川製作所との共同研究により製造現場

の課題解決に向けたスマートファクトリ

ー化を推進 

本学の情報工学科の松井くにお研究室、坂本真

仁研究室と株式会社別川製作所（石川県白山市）

との共同研究により、製造現場の課題解決に向け

て、「スマートファクトリーに適応した生成 AIに

よる自由対話システムの開発」と「スマホを活用

したスマート検針サービス化の技術開発」に取り

組みました。 

「スマートファクトリーに適応した生成 AI に

よる自由対話システムの開発」では、「ChatGPT」

でも使用されている LLM（大規模言語モデル）技

術を採用しました。作業者がブラウザ上で入力し

た質問や命令に対し、生成 AI が自然な対話形式

で応答することで、作業者はその場で迅速に課題

を解決することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スマホを活用したスマート検針サービス化

の技術開発」では、スマホのカメラで撮影したア

ナログメーターの画像をサーバーにアップロー

ドし、画像からメーターの識別と数値をデジタル

化するスマート検針技術の開発に取り組みまし

た。このスマート検針技術を用いることで、作業

者の手間を簡略化し、データの入力ミスを防ぐこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この共同研究の成果は、将来的に別川製作所が

独自に構築検証する Creerプラットフォームで展

開することを予定しています。 

 

また、情報工学科の中沢実研究室と株式会社別

川製作所との共同研究では、同じく製造現場の課

題解決に向けて、「UWB（超広帯域無線通信規格）、

LiDAR（Light Detection and Ranging）、超音波の

3 センサーを組み合わせて走行する自律ロボット

の開発」と「ARグラスと UWBを組み合わせ完全ハ

ンズフリーで素早く情報を取得できる新発想の

ロケーション ARシステム」に取り組みました。 

「自律ロボットの開発」では、ロボットが自律

走行をする上で必要な自己位置情報の取得に UWB

通信を活用することを提案しました。ロボットの

車体に UWBタグを搭載し、対象空間に一定間隔で

固定した UWBアンカーとの相互通信で走行可能性

をロボットが判断します。そのロボットが走行し

たルート情報を基に、対象空間の周辺状況を示す

「環境地図」を自動生成する技術や、障害物にも

ロボットが柔軟に対応できるセンサー技術を組

み合わせたセンサーフュージョンを実装し、リア

ルタイムで工場内の環境状況を把握しつつ、目的

や指示に準じてルートを選択し、障害物を回避し

て自走できる自律ロボットを開発しました。 

「ロケーション ARシステム」では、UWBによる

位置情報と AR グラスを装着した時の角度情報か

ら、必要なデジタル情報を自動的に取得する方法

を考案しました。ARアプリでは環境地図上の利用

者の座標を推定し、取得された視線ベクトルと利

用者の推定座標から、視線の先に機械があるかど

うか判定します。その上で、機械の情報を ARグラ

ス上に描画する仕組みを作り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この共同研究の成果は、今後の巡視や点検、情

報収集をはじめ、スマートファクトリー化に向け

た幅広いシーンでの実用化に期待が高まる研究

成果となりました。 

 

システム概要図（スマートファクトリーに適応した 

生成AIによる自由対話システムの開発） 

システム概要図（スマホを活用した 

スマート検針サービス化の技術開発） 

工場内での実証実験の様子 
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地域幸福度(Well-Being)指標の活用を促

す 「コレクティブ・インパクトゲーム」

を製品化 

金沢工業大学 SDGs 推進センターは、一般社団

法人スマートシティ・インスティテュート、東京

海上日動火災保険株式会社、株式会社 LODU と共

同で、「コレクティブ・インパクトゲーム」を製品

化しました。 

「コレクティブ・インパクトゲーム」は、日本

政府が推進するデジタル田園都市国家構想にお

ける地域幸福度（Well-Being）指標として活用さ

れている LWC指標（Liveable Well-being City指

標）を用いて、街の強みや弱みを特定し、企業・

自治体・市民・教育機関が連携しながら、ウェル

ビーイングな街の実現を目指すゲームです。 

ポスト SDGs においてもウェルビーイングは中

核の概念となり得ると注目されており、また国レ

ベル、地域レベルの成長戦略や政策等においても

経済成長のみならずウェルビーイングという視

点を重視したビジョンが打ち出されるようにな

っています。 

このゲームの活用により、多様なステークホル

ダーがお互いの立場を理解しながら win-win-win

の状況を実現するための重要なポイントを学ぶ

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、金沢工業大学、一般社団法人スマートシ

ティ・インスティテュート、東京海上日動火災保

険株式会社、株式会社 LODUの４者が協力し、「コ

レクティブ・インパクトゲーム」の普及に向け、

ワークショップや研修等を実施するとともに、製

品版を活用して共に普及活動を行う認定ファシ

リテーターの育成にも取り組む予定です。 

産官学連携で開発した AI による林業支援

システムが金沢市と能登森林組合で利用

開始 

金沢工業大学が株式会社エイブルコンピュー

タ（石川県金沢市）と石川県農林総合研究センタ

ー、石川県森林組合連合会との産官学連携で開発

した AI による林業支援システムについて、金沢

市と能登森林組合での利用が開始されました。 

本システムは、農研機構生研支援センターイノ

ベーション創出強化研究推進事業の支援を受け

開発されたもので、林内で撮影した 360°カメラ

画像をアップロードすると、撮影された場所の周

囲に材積がどれくらいあるのか、原木等級の割合

はいくらかを AIによって推定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢市では、本システムを市営造林事業での立

木評価に利用することを、能登森林組合では、材

積の推定方法のスクリーニングに利用すること

を、それぞれ予定しています。 

 

  

製品化された「コレクティブ・インパクトゲーム」 

 

AIによる樹種の自動判定と色分け表示の様子 
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顕著な研究成果の受賞等

森本教授の研究グループが精密工学会の

高城賞を受賞 

本学の機械工学科の森本喜隆教授の研究グル

ープが、公益社団法人精密工学会の高城賞を受賞

しました。 

高城賞は、精密工学分野で独創性に優れ、工業

的価値が高いと認められる論文で、その内容が産

業界主体で実施されたものを対象に、公益社団法

人精密工学会が贈賞する賞で、毎年２件選出され

ます。 

受賞対象となった論文は『精密工学会誌』90巻

8 号に掲載された「回転軌跡可変主軸の研究」で、

森本教授を含む５名による共同研究の成果です。 

「回転軌跡可変主軸の研究」では、電気自動車

の普及や内燃機関のさらなる高効率化が求めら

れていることを背景に、EVのモータケースやエン

ジンのシリンダの円筒形状の加工時の歪みを見

越した非円形加工を高速で実現するため、特殊モ

ータであるベアリングレスモータを用いて工具

先端の回転速度と半径方向の位置を制御できる

機構を備えた工作機械主軸を開発しました。 

当研究が実用化すれば、エンジンが熱効率 45％

以上を達成するキーファクターとなり得るほか、

EV モータにおけるコギング現象の回避ができ、乗

り心地の改善や運動性能の向上に寄与できます。 

将来的には、EVモータや内燃機関の内筒形状を

高精度に創生する世界初の高機能主軸の開発と

それを用いた加工技術の確立に挑みます。 

 

藤田准教授が令和６年日本 AEM 学会賞

「技術賞」を受賞 

本学の電気電子工学科の藤田萩乃准教授が、日

本 AEM学会の「技術賞」を受賞しました。日本 AEM

学会は、電磁力と電磁現象の解析及び応用に関し、

国際共同研究をはじめ数々の事業、国際交流を行

っている学会です。本会では高いレベルとして認

められる研究成果に「技術賞」を授与しています。 

受賞対象となった研究成果はマイクロ波加熱

装置に関するものです。楕円型のチャンバの二つ

の焦点の一方にモノポールアンテナを設置しマ

イクロ波を放射すると、もう一方の焦点位置に設

置した非加熱物を高効率で加熱することができ

ますが、非加熱物の物性や形状によってはチャン

バ内の場が乱れ反射波が生じてしまうことから、

インピーダンスを整合できる調整機構を開発し

ました。これによりチャンバ内の反射波をキャン

セルし、シミュレーション上では 99.97％のマイ

クロ波を非加熱物に吸収させ

ることができます。 

本装置は食品用

途だけでなく、幅

広い分野での活用

が想定され、早期

の市場投入が期待

されています。 

 
授与された表彰状と受賞メダル 
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NTT 社会情報研究所が平准教授との共同

研究の成果としてホワイトペーパーおよ

び実践映像を公開 

本学の基礎教育部教職課程の平真由子准教授

と NTT社会情報研究所が進めている、ウェルビー

イングの学びに関する共同研究の成果について、

NTT 社会情報研究所がホワイトペーパーとして令

和６(2024)年６月に公開しました。 

「ウェルビーイング」とは、それぞれの人の「よ

く生きるあり方、よい状態」を意味するもので、

特に教育の分野では重要なテーマとなっていま

す。このたび公開されたホワイトペーパーでは、

「ウェルビーイング・コンピテンシー（Well-

being Competency）」を提案し、その学びの場での

実践方法を併せて紹介しています。 

また、10月には、NTT社会情報研究所が学校教

育の現場へのウェルビーイングの取り入れ方を

提案する実践映像「教室におけるウェルビーイン

グの学び」を平准教授監修のもとで企画・制作し、

公開しました。 

今後は、児童生徒や教師が、ウェルビーイング

に学ぶことのできるフレームワークやツール、そ

れを支えるデジタル技術の研究開発を継続して

いきます。 

金沢ゆかりの建築家・和田順顕を取り上

げた武田さんの卒業論文が「日本建築学

会優秀卒業論文賞」を受賞 

建築学部の武田拓磨さん（令和６(2024)年３月

卒業）（指導教員：勝原基貴講師）の卒業論文「建

築資料にみる建築家・和田順顕の建築活動に関す

る研究」が、2024年（第 35回）「日本建築学会優

秀卒業論文賞」を受賞しました。 

授賞式では、日本建築学会の竹内徹会長より武

田さんに賞牌と賞状が授与されました。 

 

「日本建築学会優秀卒業論文賞」は、全国の大

学から応募のあった当該年度の学部卒業論文を

対象に優れた論文（環境、計画、構造系より最大

計 15件）を表彰するもので、卒業論文を執筆した

建築学生にとって、最高賞・最難関の賞として知

られています。 

このたびの受賞は平成２(1990)年の同賞設置

以降、学部卒業論文部門・修士論文部門を通じて、

本学で初となる快挙です。 

武田さんは、金沢出身の建築家・和田順顕に着

目し、金沢工業大学建築アーカイヴス研究所が所

蔵する和田順顕の建築資料を用いて研究を行い

ました。建築資料を 1 点、1 点、丁寧に整理、分

析し、文献資料の網羅的な蒐集やご遺族への聞き

込みの実施など、多角的な視点から和田の実像に

迫り、彼の建築観とその生涯とを詳細に明らかに

した点が、研究方法を含めて高く評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、武田さんの研究成果をもとに構成された

企画展［金沢ゆかりの建築家「和田順顕」―大正・

昭和の金沢を彩った近代建築］が９月 28日（土）

から 10月３日（木）まで金沢市役所第二本庁舎 1

階エントランスホールで開催されました。 

 

実践映像「教室におけるウェルビーイングの学び」 

 

授与された賞牌と賞状 
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岡田研究室に留学中のフェルナンデスさ

んが国際会議において「Gold Award」を

受賞 

大学院工学研究科バイオ・化学専攻岡田研究室

に留学中のフェルナンデスさんが、令和６(2024)

年 12 月 14 日から 15 日にかけて茨城県大洗町で

開催された The 16th International Workshop on 

Ionizing Radiation Monitoring において「Gold 

Award」を受賞しました。 

同賞は上記国際会議における 24 件の若手研究

者や学生を対象とした発表の中から、最も優秀で

あると認められた１件の発表に対して送られる

ものです。 

ブラジル・サンパウロ大学から留学中のフェル

ナンデスさんは、微量の銀（Ag）イオンを添加し

たナトリウムホウ酸塩（Na2B4O7）ガラスに着目し、

この材料がラジオフォトルミネッセンス（RPL）特

性を持つ事を明らかにしました。 

RPL とは放射線を照射する事によりその物質が

蛍光特性を持つようになる現象を指し、個人被ば

く線量計に応用されています。世の中で認知され

RPL 特性を示す材料は多くなく、新たな応用添加

に向けた材料探索が求められているなか、フェル

ナンデスさんは新しい材料の発見に成功しまし

た。さらに、放射線測定を目的とした性能評価を

おこない、繰り返し利用を可能とするための条件

を明らかにしました。 

同会議では、「New PL Material: Silver doped 

Sodium Borate Glass」と題して上記研究内容に

ついて発表を行い、高く評価されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェルナンデスさんの在籍するサンパウロ大

学の研究チームでは、アマゾン川流域における地

層の年代を放射線測定技術により測定すること

に取り組んでおり、本研究で得られた知見の応用

展開が今後期待されます。 

 

 

発表するフェルナンデスさん 
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Ⅲ．グローバル化への取り組み 

本学園では、短期留学プログラムや長期（交換）留学プログラムなど、多彩なプログラムを設けて

います。留学プログラムの対象として、ロチェスター工科大学（アメリカ）（以下：RIT）、レスター大

学（イギリス）、ローズ・ハルマン工科大学（アメリカ）、Hamm-Lippstadt University of Applied 

Science（ドイツ）（以下：HSHL）、École de technologie supérieure（カナダ）、メルボルン大学（オ

ーストラリア）など多数の海外提携校があります。これらのプログラムでは日本とは異なる生活習慣、

文化、歴史、風物などを学び、異文化を体験することにより、「国際人」としての素養を磨くことがで

きます。今後のグローバルイノベーター養成に向けて、取り組みを進めました。 

海外協定校及び関係機関との着実な交流実績の積み重ね 

海外協定校である Lanka Nippon 

BizTech Institute（スリランカ）から３

人の３年次編入生が入学 

金沢工業大学（以下、本学）は、スリランカ

の Lanka Nippon BizTech Institute(以下、

LNBTI)と令和元(2019)年 11月 11日(月)に覚書を

締結し、両校間の学術連携の他、LNBTI における

３年間の教育課程(日本では短期大学扱い)を卒

業する学生の進学先の一つとして工学部情報工

学科における学生の受け入れを目指してきまし

た。 

この度、令和６(2024)年３月に LNBTIを卒業し

た３人の学生が工学部情報工学科３年次に初め

て編入学しました。日本語での授業科目の履修

に困難はあったようですが、本学での学びが楽

しいとも言っており、真摯に学修に取り組んで

います。３人共に日本語スキルには課題が残る

ため、英語教育課程の藤井清美教授と井ノ口悦

子准教授のご協力により日本語教育科目も履修

しており、更なる成長を目指しています。 

LNBTI は令和４(2022)年６月に４年制大学へと

移行しているため、今後は本学大学院への進学

者の獲得を目指しています。情報工学を軸に学

ぶ LNBTI学生の主な進学先候補は情報工学専攻と

なりますが、ロボティクスなどの分野を目指す

学生も現れる可能性があります。日本人学生と

留学生が共に学び、良い相乗効果を生み出して

くれることを願っています。 

LNBTI のアーナンダ・クマーラ学長からも、

LNBTI で育成する優秀な学生を厳選し、本学への

進学を推奨し強く押し進める旨のビジョンが示

されています。クマーラ学長は、グローバル人

材育成、国際開発、開発経済学、技術移転、国

際労働移動、アジア研究などを専門分野とする

スリランカ出身の教授であり、鈴鹿国際大学学

部長、同大学長補佐、東京工業大学特任教授を

経て、名城大学外国語学部の開設を担い、同学

部の初代学部長に就任、令和５(2023)年から

LNBTI 学長に就任されました。経歴からも分かる

ように、日本での生活も長く、日本の大学にも

精通されています。また、本学の数名の教員も

所属するグローバル人材育成教育学会の会長も

務めておられ、本学の教育と研究に対する非常

に身近な理解者でもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LNBTI について 

平成 28(2016)年に開学した、南アジアでは初

めての現地政府により承認された日系の私立高

等教育機関。開学当初は短期大学でしたが、令

和４年６月に４年制大学として承認されました。

ICT 系の学士を取得できる三つのコースを有し、

現在は約 200人の学生が学んでいます。  

記念写真に納まる編入学生 
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「交換留学(デュアルディグリー・専門)」

「トビタテ」「ヴルカヌス」参加学生によ
る帰国報告会を開催 

令和５(2023)年度に各種プログラムにおいて

４ヵ月以上留学した学生４人の帰国報告会を５

月 29 日(水)に開催しました。今回の報告では、

本学として初めて外部奨学金を得てポーランド

で就業体験をした学生や、本学５人目のトビタ

テ生としてカナダで研究活動を行った学生もお

り、留学中の活動に加えてその申請から審査、

合格に至るまでの経緯なども語られました。報

告会には、教職員を含む 22人が参加しました。 

交換留学プログラムで、現地学生と共に専門

科目を履修する留学に挑戦した学生からは、プ

レゼン中心の授業に戸惑いながらも友人を巻き

込んでの自主練習を重ね高成績を収めたこと、

努力が実を結んだことなどが報告されました。

RHIT には留学前から親交のあった学生や日本人

教員もおり、そうした方々から受けた厚い支援

への感謝も述べられました。RHIT では、かねて

より興味のあった医学系の科目を履修すること

ができ、今後の研究活動の方向性を決定づける

学びがあったと報告されました。続いて発表し

た学生は、アメリカからオンラインでの参加と

なりました。令和６(2024)年５月にデュアルデ

ィグリープログラムを終了し、OPT 制度※を活用

してアメリカに残り、現地企業での研修の機会

を模索しています。今回２回目の RIT滞在という

こともあり、落ち着いた留学生活を送る中でも

「研究」を軸とし、修了後の進路も見据え、学

外とのネットワークを広げている旨が語られま

した。専門科目を履修する交換留学プログラム

は、その高い語学要件から応募者が限られる状

況が続いていますが、２人の発表に刺激を受け、

挑戦する学生が増えることを期待しています。 

コロナ禍を経て 2023 年より第２ステージとし

て再開したトビタテ！留学 JAPANには、本学から

１名の学生が参加しました。航空機材料のリサ

イクルをテーマに、高倍率を見事突破しトビタ

テの切符を手に入れました。しかし、留学中は

「友達ができない」「研究以外で聞ける人がいな

い」など、様々な困難に直面したようです。そ

れを打破するために、興味の薄かった日本のア

ニメや JPOP を猛勉強し、現地のアニメ同好会に

飛び込み友達を作ったとのことで、現状に不満

を抱えるだけでなく、それを受け入れ、自分が

変わり自らの居場所を確保できたことは、留学

の枠を超えたかけがえのない経験でしたと振り

返りました。また、1 万人を超えるトビタテコミ

ュニティの一員になることで、その縦の繋がり

から自らフィールドワークを行う場所を見つけ

るなど、「主体的に動く」を具現化させた学生の

行動は、報告を聴く学生に多くの刺激を与えま

した。 

４ヵ月間のポーランド語学学習と７ヵ月間の

企業研修を行うため 1年間休学した参加学生には、

「休学することへの躊躇いはなかったのか」と

いう質問が投げかけられました。これに対し、

「海外インターンシップは貴重な経験であり、

前向きな休学はむしろ就職活動にプラスに働く」

ときっぱりと答えました。実際にヴルカヌスに

参加した学生の８割近くが現地企業から内定を

もらっていたようです。半年以上の留学を目指

す学生にとって、休学による卒業や修了の遅れ

や就職活動は大きな懸念材料です。今回報告し

た学生の経験に裏付けられた言葉に勇気をもら

った学生は多かったに違いありません。 

４人が発表した後も、参加学生からの質問が

止むことはありませんでした。最後に、４人全

員から「自分の興味に正直に、現状を受入れる

覚悟と行動を起こす勇気を持ってほしい」と、

これから留学を目指す学生にエールを送りまし

た。「海外で働きたい」「奨学金で留学したい」

という希望を持っている学生は多く、今回の彼

らの発表がそうした学生へ何かしらのヒントを

与えるものになったことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※OPT制度：Optional Practical Trainingの略

で、学生ビザ(F-1)で就学している学生が専攻し

た分野と関連のある職種で企業研修を行います。

STEM 分野でアメリカの大学院を修了した学生は、

最長３年間アメリカに滞在することができます。  

帰国報告会で発表を行った学生たち 
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令和６年度金沢工業大学 夏季日本語教育

プログラム（KIT-JLP 2024）を開催 

本学の夏季日本語教育プログラム(以下：JLP)

が、６月 10日(月)～７月 20日(土)の期間開催さ

れました。JLP は米英３校との協定に基づき、本

学学生（以下、KIT 生）を派遣することと交換に、

留学生を６週間受け入れ、日本語並びに日本文

化教育を実施するものです。令和６(2024)年度

は、以下の海外協定校３校から計 21 人が参加し

ました。 

 

・米国ローズ・ハルマン工科大学(RHIT)  ３

人 

・米国ロチェスター工科大学(RIT)      10人 

・英国レスター大学(UoL)               ８人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教育プログラムの授業には、英語教育

課程の藤井清美教授、ライト・ブレント准教授、

井ノ口悦子准教授の３人が担当しました。 

 

■授業内容 

日本語クラスは学生のレベル別に４クラス開

講し、初級クラスでは、日本語かるたを用いた

平仮名の学習や基本文型や基本的な語彙を用い

てインタビューを行うなど、座学によらない授

業形態としました。また、中級・中上級レベル

のクラスでは、仮名漢字を用いた読み書き技能

を習熟させ、総合的な日本語コミュニケーショ

ン能力向上を目指す授業を実施しました。昨年

度より開講クラスが多くなったことで、本プロ

グラム参加留学生（以下、JLP 生）一人一人の習

熟度に合わせて授業を実施することができまし

た。 

日本文化クラスは内容を２つに分けて実施し

ました。１つは「Japan Community Project」と

題し、KIT 生とチームで地域社会が抱える課題を

発見・解決する PBL型授業です。本学英語科目の

イングリッシュセミナーと合体させる形で実施

したため、当該科目を履修する KIT生にとっては

同世代の留学生と協働する大変良い機会となり

ました。留学生からは「KIT 生と協力してプロジ

ェクトに取り組むことができて良かった」など

の感想が寄せられ、双方が母語と第二言語を駆

使し協働作業を成し遂げた様子が窺えました。 

もう１つは「Essential Japan」と題し、全４

回の特別講師による講演を聴く場を設けました。

トピックは①金沢在住の元 RHIT 教授の Scott 

Clark 氏による日本文化入門②日本で働くという

ことに関するトークイベント③日本の宗教④本

学 建築学部 竹内申一教授による金沢の建築文化、

と多岐にわたりました。 

留学生からは「文化の多様な側面に対する興

味深い見識を深めることができた」や「日本の

異なる文化や歴史的な側面に関して学ぶことが

できて良かった」などの感想が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本プログラム期間中に、JLP 生と KIT 生

が交流する場の提供を目的として、３つの国際

交流イベントを企画し実施しました。 

 

■国際交流イベント 

６月 15日(土)：スカベンジャーハント 

 スカベンジャーハントは、異文化交流を通した

留学生のコミュニティ形成、そして KIT生を含む

参加学生の Intercultural Competence(異文化能

力)を養う目的のもと行われました。スカベンジ

ャーハントとは、学生たちが出されたお題を頼

りに扇が丘キャンパスと金沢市内を探索するも

のです。お題は日本語と英語で書かれているた

め、KIT 生 13 人と JLP 生 20 人が２つの言語を話

し、交流を楽しむ様子がうかがえました。扇が

丘キャンパスでの探索では KIT生も知らない場所

に訪れ、金沢市内では観光地を回るなど充実し

た一日を過ごしました。 

 

６月 22日(土)：加賀伝統工芸村ゆのくにの森 

小松市にある加賀伝統工芸村ゆのくにの森で、

記念写真に納まる留学生 

最終発表を行う留学生 
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石川県内外の様々な工芸体験を行うことを目的

として、JLP 生 21 人他計 40 人が参加しました。

現地では、オリジナルのモザイクキャンドルの

制作や輪島塗の沈金体験で箸を創作するなどし

て、KIT 生・JLP 生ともにものづくりに勤しみま

した。広い園内を散策しながら KIT生が伝統工芸

のお土産について説明したり、古民家で囲炉裏

を囲んで抹茶や和菓子をいただいたりして、日

本の文化を学び、楽しむ姿がみられました。 

 

６月 29日(土)：白川郷フィールドトリップ 

世界遺産に認定されている白川郷独特の合掌

造りの建物を見学し、日本の文化や歴史に触れ

ることを目的として、JLP 生 22 人他計 44 人が参

加しました。現地到着後、学生たちは荻町城跡

展望台へ訪れ、眺望を楽しみ、眼下に広がる荻

町合掌造り集落を背景に記念撮影を行いました。

また、その後の自由行動中では、KIT 生と JLP 生

がいくつかのグループに分かれ、白川郷の集落

を練り歩く姿が見受けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語でのスピーチコンテスト 

「English Speech Showcase」を開催 

多様なトピックについて英語でスピーチを行

う 英 語 教 育 課 程 主 催 の 「 English Speech 

Showcase」を、７月 31日(水)に 23号館基礎英語

教育センターで開催しました。毎学期行われる

恒例行事となって以降、今回が５回目の開催と

なりました。英語学習に打ち込んでいる学生や

伝えたいメッセージがある学生が申し込み、今

回は６人の学生が「私が伝えたいこと」という

テーマでスピーチを行いました。一番優秀なス

ピーチに４人の英語教員の審査員が「 Best 

Overall (最優秀)賞」を、最も強いメッセージ性

のあるスピーチに「Best Message (最優秀メッセ

ージ)賞」を、独創性があり枠にはまらないスピ

ーチに「Outside-the-box (型破り)賞」を授与し

ます。これら３賞に選ばれた学生には、年間を

通して英語の学習活動に積極的に参加した学生

に授与される「Enterprise in English Award」

も与えられます。 

Outside-the-box(型破り)賞に選ばれたのは、

大好きな卵の魅力について熱弁した学生のスピ

ーチでした。審査員からは「トピックがユニー

クでとても心が温かくなるスピーチだった」と

評価いただきました。 

Best Overall (最優秀)賞に選ばれたのは、高

校時代に家族とバングラデシュに駐在していた

経験について語った学生のスピーチでした。審

査員からは「異文化での生活が与えた影響や自

分がマイノリティとなった経験を通して他人に

共感できるようになったことなど、私自身も日

本社会でのマイノリティとして共感した」と、

若い時に異文化に触れることの重要性を強調し、

評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交流イベントを楽しむ参加学生 

スピーチ終了後に記念写真に納まる教員と学生 
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第 11 回・第 12 回イギリス英語研修 

（協定校派遣型）を実施 

平成 29(2017)年から本学の協定校であるレス

ター大学（イギリス、レスター市）で行ってい

る英語研修を、夏期プログラム（第 11 回）が

2024 年８月３日(土)～25 日(日)の期間に、春期

プログラム（第 12 回）が令和７(2025)年１月 31

日(金)～３月２日(日)の期間に開講され、夏期

には３人の学生が、春期には４人の学生がそれ

ぞれ参加しました。 

本研修を修了した学部生には、英語教育課程

の授業科目「インテンシブイングリッシュ」２

単位を認定し、また対象者には「KIT オナーズプ

ログラム」の自己成長ポイント/持続的自己成長

のための活動ポイントを付与しました。また本

研修参加学生に対して、本学園同窓会こぶし会

より学生国際交流支援金を支給しました。 

 

第 11 回の研修では、レスター大学附属英語学

校 English Language Teaching Unit( 以下：

ELTU)で英語学習に励みました。 

ELTU では下記３つのプログラムが開講され、

参加学生はその中から自分の語学力や興味に合

ったものを選択しました。どのプログラムも英

国の歴史や文化を学ぶことができますが、各プ

ログラムの特徴は下記の通りです。 

 

Leicester Discovery 

課外活動に、より重点が置かれています。 

 

English for Humanities 

文学的要素が高い授業内容を行います。 

 

English for Business 

ビジネス関連の幅広いテーマを取り上げます。 

 

特に、「English for Business」は今回初めて

開講されるプログラムであり、ビジネス専攻ま

たはビジネスに興味のある学生が対象であり、

本学からは１人の学生が参加しました。 

 

第 12 回の研修では、ELTU 主催の English and 

British Culture Programme(EBCP)に参加しまし

た。学生は当プログラムで日常英会話だけでな

く、英語でのプレゼンテーションスキルを磨く

講義なども受講し、アカデミック英語について

の学びを深めました。また、ロンドンやオック

スフォードへ赴く課外活動が用意されており、

学生たちは現地での異文化体験を通して、食・

スポーツ・文学・歴史といった英国文化を肌で

感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レスター大学の先生と写真に納まる学生（第12回） 

プログラムに参加した学生（第11回） 
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海外協定校２校との協定書、覚書を更新 

Lanka Nippon BizTech Institute、 

École De Technologie Supérieure 

本学の海外協定校であるスリランカの Lanka 

Nippon BizTech Institute（以下：LNBTI）との

協定書、及び、カナダの École De Technologie 

Supérieure（以下：ETS）との覚書をそれぞれ更

新しました。 

LNBTI は短期大学であり、本学への編入学生の

斡旋等で連携してきました。令和４(2022)年６

月に LNBTIが４年制に移行したことを受け、今後

は本学大学院への進学者の斡旋に向けた連携に

切り替える調整を行い、令和６(2024)年７月付

として、短期大学から大学への大学名の変更に

伴う協定の更新を行いました。 

 

LNBTIとの交流 

南アジアでは初めての現地政府により承認さ

れ、平成 28(2016)年に開学した日系の私立高等

教育機関です。開学当初は短期大学でしたが、

令和４年６月に４年制大学として承認されまし

た。同大の親会社である株式会社メタテクノ(神

奈川県)が組込ソフトウェア開発に強みをもって

いることから、特に IoTやロボティクスといった

分野の他、日本の品質マネジメントについても

力を入れています。また、IT エンジニアとして

日本で活躍できる人材を育成するというコンセ

プトから、IT 分野の専門知識だけでなく日本語

と日本のビジネス習慣なども身に付けられるカ

リキュラムが設計されており、高度な IT ナレッ

ジの修得のほか、日本語や日本文化を学ぶこと

ができる高等教育機関として、スリランカ国内

で注目を集めています。 

本学と LNBTI 両校間の学術連携のほか、LNBTI

における３年間の教育課程(日本では短期大学扱

い)を卒業する学生の進学先の一つとして工学部

情報工学科における学生の編入学を目指してき

ました。コロナ禍など想定外の困難もありまし

たが、令和６(2024)年３月に LNBTIを卒業した３

人の学生が工学部情報工学科３年次に初めて編

入学しました。３名共に真摯に学修に取り組ん

でいて、情報工学科の関係教員や日本語教育を

提供いただいている教員の手厚い指導を受け成

長を続けています。今後は本学大学院への進学

者の獲得を目指し継続的に連携します。 

 

ETS と締結している覚書では、５年間の契約期

日を迎えるにあたり、令和６年９月付として、

新たな５年間の覚書として更新を行いました。 

 

ETSとの交流 

州立の大学として昭和 49(1974)年に設立され、

ケベック大学の傘下にあり、ラボセッションと

実習を多く取り入れ、応用工学と技術を専門と

し実用的かつ革新的なアプローチでエンジニア

及び研究者を養成する大学です。カナダにおけ

る工学部、または工学系大学の上位にランキン

グされています。ETS はケベック州のエンジニア

育成に貢献していて、工学の学士号取得数はカ

ナダで２番目にランクしました。経済産業界に

おいて様々な規模の企業と独自の協力関係を結

んでいて、特に企業のための研究活動を共同で

行うことでケベック州の他の大学より際立って

います。大学院生には工学の複数の分野で修士

号と博士号を提供するとともに、大学院専門分

野のための学位や、社会人教育のための学位を

提供しています。 

本学では、令和元(2019)年から研究連携に基

づく学生の交換留学やリサーチインターンシッ

プのレベルでの交流から開始しました。ETS の学

生１人を航空システム工学科の研究生として受

け入れた実績はありますが、初めの５年間のほ

とんどはコロナ禍もあり、具体的な交流を実施

できませんでした。今後学生の派遣・受入を目

指しています。現在も航空システム工学科にて

研究室レベルでの共同研究がなされていて、互

いの学生の派遣についても相談がなされていま

す。 

覚書の締結は、学生の交流、共同研究、その

他の学術協力など、さまざまな面で両大学の関

係を強化することを目的としており、互いの教

育と研究の質を向上させ、異文化理解を促進す

ることが期待されています。 
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越日工業大学で PD イノベーションを 

視察 

提携校である越日工業大学(ベトナム、以下：

VJIT)で、８月４日(日)から３日間、高大接続に

関する連携協定校である京都工学院高校の SSHベ

トナム研修が実施されました。今回のプログラ

ムを担当する VJITの NGYUYEN XUAN HUNG 氏は、

かつて本学の教員として基礎英語教育課程と基

礎実技教育課程に在籍し、プロジェクトデザイ

ンを担当していました。帰国後にプロジェクト

デザイン教育を VJIT に広めた縁もあり、今回の

研修が実現しました。また、研修内容は本学の

PD教育を VJITがカスタマイズした科目「PDイノ

ベーション」を基にしていて、本学プロジェク

トデザイン基礎教育課程から金井 亮教授、西田

義人講師、坂井仁美講師の３人が、実施されて

いる研修の視察を行いました。 

８月４日(日)のセレモニーから始まり、８月

６日(火)まで PD イノベーションを視察、８月７

日(水)には VJIT と同じくホーチミン市工業大学

(ベトナム、以下：HUTECH)に属するベトナム経

済金融大学(ベトナム、以下：UEF)を訪問し、意

見交換を行いました。 

今回の研修を受講した学生、生徒は京都工学

院高校から９人、VJITから５人、UEFから６人が

参加し、PD イノベーションでは３校混成による

１チーム５人のグループ活動となりました。ま

た、３校共に通常講義は母国語で実施されます

が、この研修は全て英語で実施されることもあ

り、UEF から各チーム１人の教員が専属ファシリ

テータとして参加しました。 

１日目は、現状調査やニーズ分析など、本学

の PD 教育を基にした研修が行われました。課題

シートなどは高校生向きにアレンジされており、

随所に工夫が感じられました。また、海外研修

ならではの要素になりますが、実際に VJIT、UEF

の学生と共に現地調査に赴き、インタビューを

実施するなど、社会を意識することが必要とな

る内容となっていました。今回のメーンテーマ

は Social Innovation Projectと題し、VJIT正門

前の屋台群に伴う課題を扱うため、異国の文化

を体験しながら課題に取り組む良い体験になり

ました。また、PD イノベーションには SRI の要

素も取り入れられ、検討したアイデアのブラシ

ュアップのフェーズとして、SRI の付加価値を向

上させる活動である EXPERT TALK が組み込まれて

いました。今回の研修では対象を教員とし、

VJIT と UEF の教員だけでなく、視察した本学の

教員も加わりました。 

２日目は、提案したアイデアをポスターにま

とめ、口頭発表を行いました。ポスターは手描

きで作成したため、予定されていたより少々時

間が掛かったものの、各チーム共に完成させ、

日本とベトナムの学生・生徒が協力して口頭発

表を行うことができました。 

３日目は、UEF で実際に開講されている PD 科

目を見学し、VJIT、UEF、本学の教員で意見交換

を行いました。そこでは PD のプロセスを学び、

アイデアを重視する一方で、社会実装が困難で

あることや生成系 AI へどのように対応するかな

どが課題として挙げられました。また、PD イノ

ベーションの科目設計の背景や、新たに開講さ

れた PD 科目の紹介など、互いに有意義なディス

カッションを行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意見交換後に笑顔で写真に納まる KIT、VJIT、UEF の教員 
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ドイツ協定校 Hamm-Lippstadt 

University of Applied Sciences から 

外国人インターンシップ生２人を受入 

本学(以下：KIT)は、協定校であるドイツの

Hamm-Lippstadt University of Applied 

Sciences(以下：HSHL)との交換留学プログラム

として、HSHL の学生を外国人インターンシップ

生（以下、留学生）として１学期間研究室で受

け入れるプログラムを実施しています。 

プログラムの２年目に入り、令和６(2024)年

度後学期には、２人の留学生をメディア情報学

科の出原立子研究室で受け入れ、研究室活動や

本学の学生（以下、KIT 生）との交流を開始して

います。初めの１週間は、学外で行われた調査

やイベントにも参加したり、金澤月見光路のコ

ンテンツ制作に一部参加したりと、充実した環

境で意欲的な活動を開始することができました。

１学期間の限られた期間ではありますが、HSHL

の学生の学びと成長を期待すると同時に、研究

室の更なる活性化や、共に学び活動する KIT生に

とって有意義な経験に繋がることを願っていま

す。 

本交換留学は KIT と HSHL 間の協定によるもの

で、KIT 生は HSHL における専門科目(英語対応可

能な分野はまだ限定的)を１学期間履修すること

が可能です。HSHL の学生の受け入れにあたって

は、学生の専門分野や興味に基づき、都度対象

となる研究室の教員とマッチングをはかり調整

を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、国際交流を目的として「ドイツ留学生

との交流会」と「HSHL サマースクール 2024 帰国

報告会」が 10月 30日(水)に合同開催されました。

上記出原研究室の留学生と、本年７月に 16 日間

に亘り開催された HSHLサマープログラム 2024に

参加した KIT生１人による発表が行われました。

イベントには KIT 生 20 人以上が参加し、発表前

のアイスブレーカーでは、留学生との交流を楽

しむ光景が見受けられました。 

 

ドイツ留学生との交流会 

まず初めに留学生と KIT生の緊張をほぐし、親

しみやすい雰囲気を作るため、アイスブレーカ

ーが行われました。これは、学生が当日配布さ

れたリストをもとに、該当する人物を会場内で

探す形式のアクティビティです。リストには交

流のきっかけとなる質問が記載されており、学

生は相手と質問する中で自然な会話を楽しんで

いました。 

次に、２人の留学生によるドイツ文化や HSHL

の大学紹介が行われました。発表からは現地の

食事、祝日、歴史的建造物といったその国の豊

かな地域性や、文化の影響が色濃く反映されて

いることが伺えました。また、あるドイツの街

並みに日本の人気アニメが多大な影響を受けて

おり、日本とドイツの意外な関係性に学生たち

は驚いた様子でした。他にも、留学生から KITと

HSHL 間で行われている交換留学プログラムにつ

いての説明がありました。現在、２人はメディ

ア情報学科の出原研究室で積極的に研究活動を

行っており、金澤月見光路をはじめとする様々

なプロジェクトに参加し、有意義な留学生活を

送っていることを話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HSHL サマースクール 2024帰国報告会 

令和６年度の HSHL サマースクール The 

Business of German Engineering に参加した学生

が帰国報告を行いました。本プログラムで参加

学生は、実践に即した工学分野の講義や中小企

業への訪問を通し、高い技能を持った職人の技

に触れることで今日の技術発展をより深く学ぶ

学内で記念写真に納まる留学生 

KIT生の前で文化紹介をする留学生 
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ことができました。参加学生からは、本学の交

換留学制度を利用して令和４(2022)年度に英国

レスター大学で６カ月間語学を学んだ経験を存

分に発揮し、様々な国から参加する学生と活発

な議論を行い、国によって必要とされる技術や

価値観の違いなどを知り、知見が広がったと報

告がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表後は、ドイツの国や文化に関する質疑応

答が行われました。学生からの「簡単なドイツ

語を教えてほしい」という質問に対して答えた

際、日本語にはない発音があり、戸惑いながら

も発音する学生の姿が印象的でした。閉会後も、

留学生と KIT生が自由に話し合う場面が多く見ら

れ、今後も継続してこのようなイベントを企画

し、共通体験を通じた交流の場を提供していき

ます。 

タイ文化を広く学び体験するプログラム

「TNI サマープログラム 2024」を開催 

タイのバンコク市に位置する泰日工業大学

Thai-Nichi Institute of Technology(以下：

TNI)とは、平成 22(2010)年に協定を締結して以

来、学生交換を主とした交流を続けています。

本プログラムは、TNI が協定を結ぶ複数の日本の

大学から学生を募り、約 10 日間に亘り現地学生

との交流をはじめ体験学習を通してタイの文化

や歴史に触れることができるものです。令和６

(2024)年度は、８月 26 日(月)から９月３日(火)

の９日間に亘って開催され、本学からは学生１

人が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム終了後及び帰国後には、本学園同

窓会こぶし会より学生国際交流支援金として参

加学生に経費の約３割に相当するご支援をいた

だきました。また「オナーズプログラム」持続

的自己成長のための活動ポイント１ポイントが

付与されました。 

参加学生は当初より高い目的意識をもって臨

み、プログラムを通して様々な活動に取り組み

ました。入門タイ語の学習にはじまり、現在ま

でのタイと日本の両国の友好と歴史を学び、TNI

学生が日本語に取り組む授業にも参加しました。

また、マングローブの植林活動を通して環境問

題への理解を深め、その他エメラルド寺院・ワ

ットポーへの訪問やタイ伝統衣装の着付けなど

様々な体験を通じてタイ文化を広く学びました。 

TNI サマープログラムは夏休みに開催される短

期間のプログラムですが、多様な文化体験を通

して学生の多岐に亘る興味・関心が深まります。

また、TNI 学生のバディや日本の他大学からの参

加学生との交流もできることから、幅広い人脈

を得ることで、学生の価値観や視野を広げるこ

とができる機会となっています。 

帰国報告をする参加学生 

研修の一環で訪れた寺院の前で写真に納まる参加学生 



金沢工業大学 Ⅲ．グローバル化への取り組み 

 

65 

イギリスの協定校 University of 

Leicester から２人が来学 

University of Leicester(イギリス、以下：

UoL)から２人が９月 30 日(月)に来学し、同大と

実施している交換留学並びに英語研修プログラ

ムに関する打ち合わせを行いました。 

UoL とは、令和元(2019)年に学生交換に関する

協定を締結して以来、活発な学生交換を継続し

ています。夏と春の３～４週間のイギリス英語

研修や語学（あるいは要件を満たせば専門）を

６カ月学ぶことができる交換プログラムを実施

しています。一方、受け入れでは、毎年夏に６

週間開催する「日本語教育プログラム(Japanese 

Language Program、以下：JLP)や１学期間を超え

て化学分野を専門に学ぶ学生を受け入れるプロ

グラムなど、多様なプログラムを展開していま

す。 

今回の訪問では、協定の更新に際し、今後の

手続の簡略化を見据え、語学と専門に分かれて

いる協定書の統合化や、受け入れ・派遣人数の

均衡を目指すための認識を再確認しました。ま

た、令和７(2025)年度から既存の JLP(６週間)に

加え、同大学の日本語初心者のみを対象にした

４週間の JLPを立ち上げる計画をしており、当該

プログラムについても詳細なすり合わせをする

ことができました。今後のスピーディーな展開

が期待できる大変有益な機会となりました。 

その他、次期開催のイギリス英語研修に関す

る打ち合わせも行い、プログラム概要の共有や

今後の広報活動について話し合いました。今春

開講のプログラムもこれまで同様に、コミュニ

ケーション英語のスキルアップを目指しながら、

フィールドトリップ等の課外活動を通して英国

文化も学ぶことができるという充実した研修内

容となっています。これまでの研修に参加した

学生の満足度も非常に高く、レスター大学の同

年代の学生と語学や文化面での交流ができるこ

とから、今後もより多くの学生に向けて、本プ

ログラムの周知に取り組んでいきます。 

また、UoL への６カ月の留学の渡英を１週間後

に控えた学生２人が昼食に同席し、レスターで

の生活を始めるにあたって学業や現地での生活

に関する様々な質問をしました。「買い物はどこ

でできる？」「寝具はある？」「到着日(日曜日)

の緊急連絡先は？」など、渡航を直前に控え抱

えている不安について、レスター大学の現地ス

タッフから直接アドバイスをもらう機会を得ら

れたことは非常に有意義であったようです。 

今後も両大学の学生間交流の促進を行うこと

は勿論のこと、教職員間での連携を密に行うこ

とで、研修期間前後のサポート体制の充実や学

生ニーズを把握したうえでのプログラムの提供

など、留学プログラム全体の質の向上を目指し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 渡英を控えた学生や留学支援課職員と写真に納まるUoL担当者 
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シンガポール理工学院との交流 

「第 32 回マイルプログラム」を開催 

第 32 回マイルプログラムが、令和６(2024)年

12 月 17 日(火)から 12 月 23 日(月)の６泊７日の

日程で開催されました。 

MILE(Mobile Intensive Learning Experience) 

Programme (以下：マイルプログラム)は、平成元

(1989)年から始まったシンガポール理工学院と

の交流プログラムで、今回で 32 回目を迎えまし

た。国際高等専門学校（以下、国際高専）の前

身の金沢工業高等専門学校では、修学旅行でシ

ンガポール理工学院を訪問する代わりに、シン

ガポールからの学生をホームステイで受け入れ

ることでお互いの親睦を深めていた歴史があり

ます。コロナ禍で交流ができなかった時期もあ

りましたが、昨年度から再開され、今年度も 10

人の学生及び２人の引率者が来校しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半は KIT国際交流会館で宿泊しながら、主に

本学の学生と交流を深め、後半は白山麓キャン

パスに移動し、国際高専の学生と生活を共にし

ました。主な活動内容は、以下の通りです。 

 

12 月 17 日(火)：泉屋理事長・大澤学長・鹿田校

長表敬訪問 

益谷記念室で泉屋吉郎理事長及び大澤 敏学長

にあいさつの後、引率者 Mr.Wong Jian Changか

ら泉屋理事長が平成 19(2007)年にシンガポール

理工学院で植樹した木が立派に成長している写

真をご提示いただき、両校の親睦の歴史を改め

て感じる機会となりました。国際高専校長を訪

問の際には、鹿田正昭校長からシンガポールの

学生に対して雪に関する質問がされました。今

までに雪を見たことがない学生がほとんどで、

プログラム中に経験できることを切望していま

した。 

 

12月 18日(水)：金沢市内観光及び文化体験 

兼六園を散策し、日本の伝統的な庭園で冬な

らではの美しさを堪能しました。その後、時雨

亭で抹茶を体験し、古来の建物の中で抹茶と和

菓子を嗜みながら、風光明媚な庭園を味わいま

した。お昼を挟んで石川県観光物産館に移動し、

加賀八幡起き上がり手描き体験を行いました。

各々が好きなキャラクターや文字を絵付けし、

オリジナルの記念人形を作成しました。個性溢

れる逸品が続出し、良い記念品になったとの声

も聞こえてきました。 

 

12 月 19 日(木)：チャレンジラボ体験・日本語教

室及び日本食体験 

チャレンジラボで VRや 3Dプリンターなどの最

新技術を体験し、シンガポールの学生は革新的

な技術に触れ、多くの質問をしていました。本

学の学生スタッフも英語で説明を行い、国際的

な視野を広げる貴重な機会となりました。学生

たちは異なる文化や技術に対する理解を深め、

将来のグローバルな活躍に向けた貴重な経験を

積むことができました。 

また、国際高専で日本語科目を担当する筒井

昌子講師の指導のもと、日本語での自己紹介や

数字の数え方、名前を日本語で書く授業を体験

しました。後半は書道を行い、書き方の基礎か

ら「永」の字を書き、さらに様々な文字にも挑

戦しました。中国系の学生は漢字に慣れている

ため、留めや払いまで巧みにこなしていました。 

夕方には、本学の学生と共にグループで日本

食を作り、共に食事をしました。今回はおにぎ

り、焼き鳥、きんぴらごぼう、キノコのマカロ

ニサラダ、みそ汁を調理しました。言語の壁を

越えて協力し合い、完成した料理は一層美味し

く感じられ、素晴しい交流の場となりました。 

 

12月 20日(金)：白川郷へのフィールドトリップ 

日本の文化や歴史を肌で感じることを目的と

して、世界遺産である白川郷へ訪問し、伝統の

ある合掌造りの建物を見学しました。幸いにも

天候に恵まれ、現地に到着後は荻町城跡展望台

まで登り、雪景色の眺望を眼下にしながら、タ

イムスリップしたような感覚を味わいました。

白銀の世界が広がる中、シンガポールの学生は

初めての雪に触れ、幼い子どものようにはしゃ

白川郷で記念写真に納まるシンガポール理工学院の学生たち 
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ぐ姿が微笑ましく映りました。 

 

12 月 21日(土)：金沢市内へのグループ観光 

国際高専の学生とグループを作り、金沢市内

へ繰り出し、英語での会話を楽しみながら、シ

ョッピングや食事を満喫しました。シンガポー

ルの学生は日本の学生の嗜好を知り、一緒に体

験することで親睦を深めました。異文化交流を

通じて新たな視点を得ることができ、友情を育

む貴重な時間になりました。 

 

12 月 22日(日)：ヒノキ細工体験 

石川県の伝統工芸品であるヒノキ細工のコー

スター作りを体験しました。講師の指導のもと、

国際高専の学生と共に日本語を英語に訳しなが

ら、作品作りに取り組みました。繊細な編み方

を繰り返し出来上がった作品を愛おしそうに見

ている姿が印象的でした。 

 

12 月 23日(月)：白山比咩神社訪問 

帰路に就く前に、白山比咩神社を訪れました。

境内に足を踏み入れると、白銀の中、静寂に包

まれた神社の雰囲気が一層神秘的に感じられま

した。シンガポールの学生は日本独特の参拝の

仕方で、各々の将来や家族の幸せを祈っていま

した。中には絵馬に家族円満をお願いする学生

も見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営情報学科とスィーパトゥム大学 

（タイ王国）の学生がオンラインで交流 

経営情報学科の学生とタイ王国のスィーパト

ゥム大学(以下：SPU)の日本語ビジネスコミュニ

ケーション学科の学生が、11 月 29 日(金)午後３

時から午後５時までオンラインで交流しました。 

経営情報学科からは武市祥司研究室、徳永雄

一研究室、齋藤正史研究室、平本督太郎研究室、

石原正彦研究室、狩野剛研究室から大学院生３

人、学部４年次４人、学部３年次１人の計８人

が参加し、日本の社会問題にも触れつつ、それ

ぞれが取り組むテーマについて発表しました。

また、SPU からは３年生の５人が参加し、同国の

教育事情について日本語でのプレゼンテーショ

ンがあり「寺院学校」のような制度的な仕組み

や「教育格差」について紹介されました。学生

たちは日本とタイの仕組みの違いや共通する面

について互いの理解を深めました。 

今回の交流会は、コーオプ教育等で連携して

いる WACE(World Association for Co-operative 

and Work Integrated Education)の繋がりから、

泉屋利吉財務部次長を通じて SPU側から学生交流

の提案があり、武市教授と徳永教授が中心とな

って実施されました。 

SPU の学生は、日本語でのコミュニケーション

に苦労する場面もありましたが、経営情報学科

の学生たちの積極的な取り組みと親しみ深い学

生交流で、日本や日本語、そして経営情報学科

に対する興味も深まったと確信しています。グ

ループディスカッションなどでも、お互いに一

生懸命理解し合おうとし、交流する学生たちの

姿が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で作った日本食を楽しむ学生たち 

スィーパトゥム大学の学生と 
オンラインで交流する経営情報学科の学生たち 
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Ⅳ．学習環境の整備 

令和６(2024)年度は２つの演習室を統合する大規模な情報演習環境の整備を実施しました。また、ペ

ットボトル等の使い捨て、SDGs や環境への問題意識の醸成、日頃の水分補給や熱中症対策のために学

内２か所にウォーターサーバーを設置するなど学生の健康促進のため学内環境の整備を実施しました。 

 

CAD 演習室とメディア系演習室を統合し

た新演習室稼働 

本学では、６号館 141室のメディア系演習室と

24号館 501室、507室の CAD演習室に導入してい

たハードウェアの保守期限が間近に迫っている

ことから、令和６(2024)年度に演習室システム

更新の準備を進めていました。 

更新にあたり重要視したのは、更なる学生サ

ービスの向上と、演習室の効率的な運用ができ

るシステムの導入です。これらを同時に実現す

るため、仮想化技術を採用し、メディア系演習

室と CAD演習室を統合して１つの演習室システム

としました。24 号館 501 室と 507 室の２教室を

統合仮想演習室とし、席数は教務課と相談の上、

501室は 110人、507室は 100人としました。 

統合仮想演習室の構築については、エフサス

テクノロジーズ㈱と㈱金沢総合研究所及び情報

処理サービスセンターの３者でプロジェクトを

立ち上げ、令和６年 12 月からスタートしました。

さまざまな課題を解決しながら構築を進め、令

和７(2025)年度の授業に間に合わせることがで

きました。 

従来からの演習室と大きく異なる点は仮想化

技術を用いていることですが、仮想化技術を用

いることで以下のようなサービスを今後提供で

きると考えています。

 

①場所の制約がなく演習室の環境を利用できる 

演習室以外の教室からでも自分の PC と学内ネ

ットワークに接続できる環境があれば演習室シ

ステムの高性能なワークステーションを利用で

きるようになります。将来的には自宅やアパー

トからでも利用可能な環境を提供したいと考え

ています。 

②演習室システムの利用時間を柔軟に設定できる 

これまでの演習室ではセキュリティや建物の

入館の制限で、一定時間で退出する必要があり、

課題の締め切りなどで遅くまで演習室を利用し

たくてもできませんでした。統合仮想演習室で

は、演習室にいなくても仮想ワークステーショ

ンが利用できるため、建物の入館の制限に縛ら

れることなく利用することができるようになり

ます。 

③仮想演習室のリソースを集約し、高性能なワー

クステーション環境を提供できる 

夏休み中など授業のない期間に限られますが、

演習室の仮想ワークステーションのリソースを

集約して、１台の高性能なワークステー

ションを作成し、それを期間限定で利用

することも可能です。 

 

今回の統合仮想演習室のような、仮想

ワークステーションが同時に 200 台以上

稼働できる大規模な演習室システムを導

入している大学は全国でも少なく、課外

活動や研究で大量のリソースを必要とす

る学生にとって、利便性の高い環境を整

備できたと考えています。 

新旧演習室システムのイメージ 

統合仮想演習室の授業風景 
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「学ステ通信」がスタートひそかに人気

ひとこと掲示板 

学生ステーションでは、学生スタッフが主体

となって、学生をサポートするための様々な活

動をしています。その一つが、23号館１階の廊

下に設置されている「ひとこと掲示板」。コロナ

禍で人との交流ができなくなったとき、学生が

一人で不安を抱えこまないようにと企画し設置

しました。 

「ひとことシート」に書き込まれるのは、恋

愛相談やアパートの騒音問題、時には「右手の

親指とお喋りできるようになりたい」という禅

問答のようなものまであります。それら一つひ

とつに、学生スタッフが丁寧に回答し、投稿者

からの信頼を集めています。大学の見学などに

お越しになった方々にご紹介しても、大変好評

をいただいています。 

 今年の４月は、新入生からの不安が多く書き

込まれました。「ちゃんと単位が取れるか？」

「新しい友達ができるか？」学生ステーション

では、投稿者に「寄り添う」姿勢を大切に回答

しています。また、ユーモアのセンスを試され

る質問にも全力で返すことで、掲示板を気軽に

投稿できる、楽しい交流の場にしようとしてい

ます。大勢の参加者が集まるイベントのような

華やかさはありませんが、学生たちが本音で交

流できる「ひとこと掲示板」。学生ステーション

では、引き続き、学生による学生のためのサポ

ートに力を入れていきます。 

 

 

 

 

 

自動販売機の飲料水値引きを期間限定で

提供・ウォーターサーバーの導入 

◇自動販売機 飲料水値引き 

熱中症対策として令和５(2023)年度に実施し

た自動販売機 飲料水値引きを、令和６(2024)年

度も８月１日(木)〜10月31日(木)の期間、下記

の自動販売機で500mlペットボトルの「水」「麦

茶」「スポーツドリンク」を対象として、特別価

格の100円で販売しました。この取組について学

生健康保険互助会が費用を一部負担、暑さが増

す厳しい時期に学生が健康で学び続けられるよ

う、適切な水分補給を促します。 

＜実施場所＞ 

(扇が丘キャンパス) 

・７号館１階自習室横 

・11号館テニスコート横 

・15号館１階(南校地駐車場側) 

・20号館体育館 

・41号館夢考房 

(八束穂リサーチキャンパス) 

・62号館レストラン/売店ENERGY 

 

◇ウォーターサーバーの導入 

ペットボトル等の使い捨て、SDGsや環境への

問題意識の醸成、日頃の水分補給や熱中症対策

のために、下記２ヵ所に８月30日(金)から「ウ

ォーターサーバー」を扇が丘キャンパスに設置

しました。利用者は水筒などマイボトルを持参

し、冷水、温水の給水が行えます。 

「ペットボトル飲料を買う機会が減り、経済

的に助かっている。学内に設置されてとてもう

れしい」などの声があがりました。 

休み時間にはマイボトルを手にウォーターサ

ーバー付近に集まって談笑する学生・教職員の

姿が、新たな日常の光景になりそうです。 

＜設置個所＞ 

・23号館１階 学生ステーション前 

・12号館１階 SDGs推進センター内 

 

 

 

 

 

 

 

「ひとことシート」を掲示する学生スタッフ 

ウォーターサーバーを利用する学生 
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「朝食を食べて、やる気と元気ＵＰ」

100 円朝食を定期で実施 

◇拯友会による取り組み 

拯友会(父母等で組織する会)とガクショクが

共同企画する『朝食を食べて、やる気と元気

UP』100円朝食を５月20日(月)から５月24日(金)

までの５日間実施しました。 

この企画は、授業の課題やレポートなどが多

くなる前学期５週から６週目：５月20日(月)か

ら５月24日(金)にかけて、扇が丘キャンパスの

21号館食堂ラテラで、通常は300円で提供される

朝食を拯友会助成にて学生にはワンコイン100円

で提供するものです。 

普段、朝食を食べない学生も多いことから

「朝食を食べて規則正しく、健康的に」また、

朝食を食べて「やる気と元気UP」をスローガン

に期間中は午前８時から午前10時までの時間に

提供しました。通常では、一日約30食程度との

ことであるが、期間中は一日300人超の利用があ

り、５日間で1,368人に100円朝食を提供しまし

た。 

また、後学期も授業の課題やレポートなどが

多くなる授業週６週から７週目の11月11日(月)

から11月15日(金)まで100円朝食を実施し、５日

間で1,559人に100円朝食を提供しました。 

学生のみなさんには、朝食を食べて健康で元

気に、課題や自学自習に取り組んでもらえれば

と考えています。 

拯友会では、キャンパス内の賑わい創出や楽

しいキャンパス・学生生活を送ることができる

よう、また、学生の健康的な学生生活の支援や

充実に取り組みたいと考えています。 

 

◇学生健康保険互助会による取り組み 

学期末に向けて学生の課題やレポートなどが

多くなる前学期の12週から13週目：７月８日

(月)～11日(木)にかけて、食堂ラテラで、午前

８時～10時の時間帯に朝食を通常300円のところ

100円で提供する「100円朝食」を実施しまし

た。 

学生に「しっかり朝食」をとって、課題や自

学自習に取り組んでもらうことを目的に、本学

学生健康保険互助会が企画し、費用を一部負担

しました。 

利用した学生からは「普段は起床が遅く、お

にぎり１個のみの軽く急いだ朝食となっていた

が、この企画のおかげで友人達と楽しく、しっ

かり朝食をとることができている」などの感想

がありました。４日間で1,056人に100円朝食を

提供しました。 

また、後学期も学期開始に合わせて、９月30

日(月)から10月４日(金)の期間中「100円朝食」

を実施しました。 

100円朝食は、しっかり朝食を摂って、正しい

生活リズムを作り、学修意欲の持続・向上を目

的として学生健康保険互助会が企画し、費用を

一部負担しました。 

物価高が続く中で、学生の経済的な負担の軽

減につなげると共に、これまで通学時間が１時

間以上かかる遠方に住んでいて、自宅で朝食を

食べることができなかった学生が、登校後に朝

食を食べる姿もみられました。５日間で1,294人

に100円朝食を提供しました。 

 

朝食を食べる学生で賑わう食堂 100円朝食のポスター 
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キッチンカーフェスや拯友会が学生応援

企画を開催 

大学父母等で組織する会(以下：拯友会)は、

キャンパス内の賑わいを創出すると共に、学生

間のコミュニケーションや交流を促進するた

め、KITサービスセンターの協力を経て「交通安

全祭り＆キッチンカーフェス」を10月28日(月)

から10月30日(水)まで21号館前と８号館前庭で

開催しました。 

この企画は、交通安全に対する学生の意識向

上と11月１日(金)からの道路交通法改正に伴い

「自転車のスマホながら運転」「自転車の酒気帯

び運転」などが罰則強化されることの周知を目

的に実施するもので、学生には交通安全につい

てゲームなどを通して学び、考える機会に繋げ

たいと考えています。 

 「交通安全祭り」では、自動車学校の協力を

得て、教習車の展示のほか、交通安全の知識を

より高めるためのクイズチャレンジや、ゲーム

で学ぶ交通安全、心肺蘇生体験などを準備しま

した。これらのクイズや体験を通じて、楽しく

交通安全について学ぶと共に、参加してくれた

学生には、同時開催のキッチンカーフェスで使

用できるサービス券を１枚進呈しました。 

キッチンカーフェスでは、様々な工夫を凝ら

したキッチンカーが集合し、お店の方は学生と

の交流を楽しみながら飲み物やハンバーガーな

どを提供して、キャンパス内に彩りと、学生が

楽しく談笑する微笑ましい風景を見ることがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大勢の学生たちで賑わうキッチンカー 
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Ⅴ．社会貢献への取り組み 

本学園では、地域との連携を尊重し、各自治体や地域企業の皆様との社会貢献活動や、小中高等学

校や放送大学、各学会、協会等との連携活動に取り組んでいます。 

包括協定を結ぶ金沢市、野々市市、白山市、小松市、加賀市、珠洲市とは、教育研究に関する連携

活動を実施しています。県内他大学等との連携においては、大学コンソーシアム石川の一員として

様々な活動に参画しています。また、こうした活動を通じて、Society 5.0社会に向けた人材育成と地

方創生を目指すとともに、SDGs の推進や、能登半島地震等からの復興にも貢献します。 

多様なステークホルダーとの連携と社会貢献 

北菱電興株式会社との包括連携協定を 

締結 

北菱電興株式会社と本学は「産学連携による

社会へと開かれた人材育成の実現」を目指した

包括連携協定を令和６(2024)年５月 20 日(月)に

締結しました。本学が地域に根差した企業と人

材育成を掲げる包括的な連携協定を締結するの

は初となります。 

協定締結式では、本学から大澤 敏学長、山口

敦史副学長、鈴木亮一学長補佐、河合宏之教授

他、関係者が出席し、北菱電興からは小倉一郎

代表取締役社長、小倉憲二専務取締役、端野義

明常務取締役、村本一生常務取締役、酒元一幸

取締役が出席しました。小倉社長と大澤学長の

あいさつに続き、両名によって協定書に署名が

なされ、その後北菱電興の酒元取締役及び本学

の鈴木学長補佐がこれまでの両者による取り組

みや今後の展望について説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Society5.0 に向けた絶対的な人手不足や人材

不足が喫緊の課題として指摘される中、企業内

や大学内などの組織内での人材育成をさらに発

展させ、これからは自組織内に留まらない地域

社会全体でのより効果的な人材育成が求められ

ています。 

そこで、北菱電興自身がロールモデルとなり、

本学との取り組みで得られた成果を他の企業を

含む社会へと広げることで、自社にとどまらな

い“知の往還”とオープン型の”開かれた人材

育成”の実現を目指します。 

他方、本学においては、これからの成長分野

である DX・GX・SX を牽引するイノベーション人

材の育成を産学連携による社会実装型教育研究

により実現していくことができます。また、本

学の強みである、学生が自身の夢をキャンパス

ライフの中で見つけ実現させるための様々な産

学連携の取組みを活かし、将来的には地域社会

における将来を担う人材育成の「ハブ」になる

ことを見据え、北菱電興と総力を合わせて取り

組みます。 

 

韓国大学総長代表団が本学園に来訪し 

意見交換 ～韓国の地方創生に向けて日

本の好事例として高く評価～ 

韓国の大学総長らの代表団が、令和７(2025)

年１月 15日(水)から 16日(木)にかけて、本学園

の実績を評価した文部科学省からの紹介を通じ、

「 Japan RISE Business Best Practices 

Benchmarking President‘s Training」プログラ

ムの一環として本学園を来訪し、関係者と意見

交換を行いました。 

韓国では、少子高齢化、都会への人口や産業

の集中化が深刻な問題となっています。そこで

韓国の教育部（日本の文部科学省に相当）は

「RISE」という地方創生を目指した国家事業を

今後計画しており、韓国内の主要大学の総長が

日本の事例を学ぶため、今回の日本への視察が

企画されました。 

 

協定書を手に写真に納まる 

大澤学長(左)と小倉社長(右) 
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意見交換では、本学側から建学の理念に基づ

く本学の哲学と独自の取り組みについて紹介し、

学生の成長に関する定量化や評価尺度、地域産

業との連携、若者の地方への定着率などに関す

る質疑応答が交わされました。また現地視察で

は、地域企業との連携による地元の雇用創出や

社会実装プロジェクトの事例が紹介され、視察

団のキム・ヨンド会長からは、『地方に新たな活

力を吹き込む』という意味の『再生』を実現す

るための様々なプロジェクトに感銘を受けたと

の言葉をいただき、日本における好事例として

本学園の存在を十分に伝えることができました。 

 

 

令和５年度も年間 17 回の学内献血を実

施し、年間 779 人の学生石川県赤十字血

液センターから感謝状 

金沢工業大学（以下、本学）学友会では、昭

和 48(1973)年から毎年石川県赤十字血液センタ

ーと協力し学内献血を実施しています。平成

15(2003)年度からは「学内献血年間 1,000人達成」

の協力目標を掲げ、令和元(2019)年度まで 17 年

連続で目標を達成しました。 

令和５年度も年間 17 回の学内献血を実施し、

年間 779人の学生・教職員が献血しきました。ま

た石川県内の献血ルームに学生や教職員 106人が

来訪し、石川県の輸血治療を支えました。 

その取り組みが石川県赤十字血液センターか

ら評価され、中尾眞二所長から感謝状が贈呈さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

贈呈式では、中尾所長から「献血推進活動 50

年と長きにわたる金沢工業大学学友会様のご尽

力と年間 17 回の学内献血を実施させていただい

たこと、各献血ルームにも積極的にご協力いた

だいたことなど、改めて感謝を申し上げます」

と、感謝の言葉をいただきました。 

 

地域の特色を理解する「金沢・野々市・

白山探索フリープラン」を作成 

本学では、金沢 MaaSコンソーシアム（※）・金

沢市・野々市市・白山市と連携して、学生が鉄

道・バスを利用し、３市の街中を歩きながら地

域の特色を理解する「金沢・野々市・白山探索

フリープラン」を作成しました。 

※金沢 MaaSコンソーシアム 
令和３年、金沢市、交通事業者らを中心に、シームレス
かつ自由に移動できる次世代交通サービスの実現を目指
し設立されました。鉄道・バスの新たな利用手段の企画
として、デジタル乗車券を活用したデジタル交通サービ
ス「のりまっし金沢」を運営しています。 

本コンソーシアムが運営する「のりまっし金

沢」では、北陸鉄道の石川線・バス等乗継円滑

化実験として、令和５(2023)年度より「石川線-

金沢まちなかマル得きっぷ」、「石川線・IR 西金

半額きっぷ」を販売しています。本学では、本

実験への協力と合わせて、県外出身者が７割を

占める本学の学生が３市の地域の特色を理解す

るきっかけになるよう「金沢工業大学 金沢・

野々市・白山探索フリープラン」を作成しまし

た。 

本プランの活用により、鉄道・バスを利用し

て各市の観光スポットを自由に探索し、地域の

特色を肌で感じながら、地域について理解を深

めることが期待できます。 

表彰状と記念品を持ち記念写真に納まる学友会の 

元田さん（前列左から２番目）と村上さん（前列左端） 

結びのあいさつを述べるキム・ヨンド会長 
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株式会社ハチバンの社員と本学学生によ

るアイデアソンを開催 

本学のフードクリエイション(ハチバンプロジ

ェクトと株式会社ハチバンとの協力により６月

22 日(土)に、「10 年後(2034 年)株式会社ハチバ

ンの和食部門の東南アジア FC ビジネス大成功の

物語を創出せよ！」というテーマでアイデアソ

ンを開催しました。 

今回のアイデアソンには 36 人のプロジェクト

参加学生とハチバンの令和６(2024)年度新入社

員７人が参加し、テーマにそって東南アジアの

フランチャイズビジネスについてのアイデアを

出し合いました。 

アイデアソンでは、まず ASEAN10カ国の中で興

味のある国を３つ深掘りし、その後各人が国を

１つ選択して国ごとにチームを編成しました。

自分たちの選んだ国で「課題」を乗り越えて

「理想の姿」を実現するまでの道のりをバック

キャスティングで描き、2034 年のニュース記事

として発表することをゴールに議論を交わしま

した。アイドルなどのインフルエンサーから話

題が広がるという内容や、屋台文化に合わせた

弁当の販売、現地で人気の格闘技と絡めるなど

様々な視点からの記事が紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後もハチバンとの協力体制のもと、「食」に

関心を持つ学生が活躍できる場を創出します。 

 

「金澤月見光路 2024」を開催 

本学の月見光路プロジェクトが、10 月 11 日

(金)から 13 日(日)の３日間にわたり、金沢市広

坂しいのき迎賓館で「金澤月見光路 2024」を開

催しました。今年は、建築学科 川﨑寧史研究

室、土田義郎研究室、西村督研究室とメディア

情報学科 出原立子研究室、高野佐代子研究室

の学生たちに加え、下級生など総勢約 120人の学

生が参加しました。 

平成 16(2004)年から継続的に実施され親しま

れてきた月見光路は、学生が学科の領域や学年

を超えて連携し、金沢市中心市街地の活性化を

目指すプロジェクトとして活動しています。企

画から制作までの全てを学生が行い、授業で学

んだことを活用しながら新しいアイデアを創出

します。 

今回のテーマは「星に想いをよせて」とし、

造形デザインや最先端のメディアテクノロジー

を楽しんでいただくと共に、能登半島地震にも

想いを寄せ、来場者の方々の様々な想いを繋ぎ

ながら一緒に会場を造ることを考えました。 

新たな試みとして、始めにメンバーは五十嵐

威暢アーカイブのワークショップに参加しまし

た。ものの見方や感じたままに話すことを体験

し、これからの制作活動の良いウォーミングア

ップとなりました。その後企画・制作を進め、

合同ゼミやオープンゼミを開催するなどして研

究室同士のコミュニケーションなども深め、表

現したいことの実現のための試行錯誤を繰り返

しながら開催を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催期間中は天候に恵まれ、会場のしいのき

迎賓館には多くの人が行き交い、初日は高校生

の来場も多くみられました。その後、ライトア

ップが開始されるとオブジェが見えなくなるほ

どの人が集まったほか、ワークショップには開

始直後から長い行列ができるなど大盛況でした。

期間中は海外の方や、連携協定の調印式に参列

した静岡県立掛川工業高校の先生方も来場し、

幅広い方々から好評を博しました。学生自身が

創り上げる社会実装型のプロジェクトの一つと

しての好例となっています。 

プレゼンテーションの様子 

ライトアップされたオブジェの数々 

長蛇の列となったワークショップ 
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石川県内の企業社員と学生による「産学

連携ワークショップ」を開催 

ものづくりを担う石川県内の企業と、本学学

生との産学連携ワークショップを、令和７

(2025)年１月 30日と 31日に開催しました。 

１月 30 日は石川樹脂工業株式会社、31 日は大

同工業株式会社の社員をそれぞれ迎え、ロボテ

ィクス学科の鈴木亮一教授のコーディネートの

もと、各企業が有する具体的な課題に対して、

企業社員と学生が率直な意見を出し合いながら

活発な議論を行いました。 

石川樹脂工業は、食器ブランド「ARAS」(エイ

ラス)の企画・開発・マーケティングも手掛けつ

つ、サイゼリヤやスターバックスの店内用タン

ブラーといった日用品から、新幹線やトンネル

の工業製品の製造まで行っている加賀市のもの

づくり企業です。ワークショップのテーマとし

て「地域×ものづくり×先端技術！？未来のも

のづくりの可能性を考える」を掲げ、３人の社

員と８人の学生が製品の制作過程について聞い

た後、関連課題について幅広く話し合い、課題

解決に向けた手法やアイデアについて議論しま

した。 

大同工業は、オートバイや自動車の部品、産

業機械用のローラーチェーン、福祉機器の開発

に力を入れており、国内初の階段昇降機を開発

したことでも知られている加賀市のものづくり

企業です。ワークショップのテーマとして

「Assistive Products で創る移動の笑顔無限大」

を掲げ、若手社員６人、経験豊富な社員３人の

計９人と 10 人の学生が、健常者も障がいのある

方も共に活躍できる社会に向けた「移動」が抱

える課題について考え、それぞれの経験や知見

をもとに、独創的な意見やアイデアを出し合い

ました。 

今回のワークショップでは、企業の社員と学生

の両者とも「新しい視点や発想が得られた」「今

後の活動の刺激を受けた」などの感想が聞かれ、

充実したイベントとなりました。また両社は、

本学の革新複合材料研究開発センター(ICC)と石

川県が中心となって進める内閣府「地方大学・

地域産業創生交付金事業」の連携先企業であり、

こうしたワークショップを通じて、学生らが地

域の特色ある企業を知り、自ら地域産業振興の

担い手となることが期待されます。 

 

学友会 フレッシュマン in Summer 

2024 を実施 

本学学友会の学生地域活動推進委員会は、学

友会課外活動団体の新入生を対象に、８月１日

(木)、学友会のメンバーとフレッシュマン in 

Summer 2024を実施しました。本活動は奉仕活動

を通して学生相互のコミュニケーションを図る

と共に、自らの意識を高め自律性と協調性を得

ることを目的に行われています。 

今回は、学友会体育部会・文化部会・同好

会・サークル、学友会の専門委員会から 310人が

参加し、野々市市内の保育所・認定こども園な

ど 19 ヵ所を訪問し、清掃活動を中心に取り組み

ました。 

主催する学生地域活動推進委員会は、開催日

までに野々市市子育て支援課と連携し、雨天時

の場合や熱中症対策を含めた調整を行いました。

また、参加学生に対して事前にオンラインで説

明会を行い、概要と作業内容のほか、開園中の

作業となるため、園児の安全を考慮することと、

学生自身にも事故や怪我がないよう注意を促し

ました。 

当日は快晴で気温も時間と共に上昇し、作業

するには厳しい条件の中、熱中症対策として学

友会から配られた飲料水で水分補給をしながら、

窓ふき、エアコンフィルターの清掃、草むしり

など各施設の要望に応え、様々な作業に汗を流

しました。 

意見やアイデアを発表する学生ら エアコンのフィルターを清掃する学生 
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また作業終了後、園児との交流を希望された

施設では、園児からの歌の披露やダンボールを

使った工作などの交流が行われ、各施設からは

多くの感謝の言葉をいただきました。 

 

 

 

 

能登半島地震・豪雨災害からの復興支援 

自主ボランティア組織「JAN2 ボランテ

ィアチーム」による復興支援活動 

令和６年能登半島地震で被災した地域の復興

に向け、本学の教職課程を履修する学生らによ

る支援物資の運搬や中学生の集団避難施設の清

掃などのボランティア活動を継続的に行ってい

ます。 

100 人以上のメンバーによる自主ボランティア

組織「JAN2 ボランティアチーム」は、「ニーズに

応えることが重要」とのアドバイスをもとに、

珠洲市と輪島市の中学生が集団避難した「白山

ろく少年自然の家」「医王山スポーツセンター」

の清掃やＪＡいしかわと協力した生鮮食料品の

提供を行いました。また、珠洲市の吉木教育長

からの要望により、被災地での教育ボランティ

アを引き受け、珠洲市立緑が丘中学校を中心に、

被災地の生徒を対象とした２泊３日の学習支援

プログラムを実施しました。 

珠洲市の大谷小中学校の児童生徒が立案した

「大谷ガチャ」は、大谷町の魅力を伝えるため

に、大谷町でしか作ることのできない商品をカ

プセルに入れ販売し、その利益を珠洲市や大谷

町の復興に貢献する取り組みです。これを工大

祭にブースを設けて設置し、実際に大谷町や珠

洲市の資源を使い、工大祭に訪れる多くの人た

ちに作ってもらう機会を設けるなど、学生自身

が被災地域のニーズをくみ取り、様々な支援活

動を展開しました。 

 

仮設住宅の環境改善のためのボランティ

ア活動を開始 

令和６年能登半島地震で被災した地域の復興

に向け、仮設住宅の環境改善に向けた椅子や棚

の製作に関するボランティア活動を開始してい

ます。 

被災地域や 1.5次避難所などでの支援活動を行

っている石川県リハビリテーションセンターに

よると、仮設住宅は高齢者・要支援者の居住を

前提としていないため、身体的負担を強いる課

題が生じているとのことでした。そこで、被災

された高齢者・要支援者の自立生活の再建・復

興に向けて、夢考房プロジェクトに参加する学

生を対象に仮設住宅・環境改善ボランティアへ

の参加を募集し、活動を開始しました。 

第１回目は仮設住宅の浴槽に沈める踏み台を

６台製作しました。製作した「浴槽内踏み台」

は、被災地域の各市町の担当者がサンプルとし

て持ち回り、仮設住宅入居者にヒアリングし、

活用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、夢考房プロジェクトの特色である

「多学科・他学年によるものづくり体制」の特

色を生かしながら活動を継続する予定です。 

 

清掃終了後に園児から歌を披露してもらう学生 

踏み台製作の様子 
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GAPPA noto (北陸建築学生仮設住宅環境

支援プロジェクトによる復興支援活動 

北陸三県の建築系学科のある７大学・１高専

の 20 研究室が連携した北陸建築学生仮設住宅環

境支援プロジェクト「GAPPA noto」（会長：本学

建築学部 竹内申一教授）は、能登復興支援に向

けて、被災地に建設された仮設住宅地における

居住者の方々の安らぎのある住環境と豊かなコ

ミュニティ形成を支援するため、令和６(2024)

年５月に発足しました。 

※GAPPA noto 参加大学・高専 

（７大学・１高専の 20研究室） 

■富山県： 富山大学、富山国際大学 

■石川県： 金沢大学、 金沢工業大学、 

金沢美術工芸大学、石川工業高等専門学校 

■福井県： 福井大学、福井工業大学 

 

11 月には、輪島市三井町第一団地集会所で、 

仮設住宅の限られたキッチンスペースを有効

に使えるようにする「まなピタ」の製作と、高

齢者の方々に大学生がスマホの楽しい使い方と

緊急時や復興関連情報の取得の仕方を伝授する

「スマホ教室」、居住者の皆さんと楽しくお話す

る「茶話会」を企画し実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後も、七尾市田鶴浜地区のコミュニティ

センターでの交流イベントや、珠洲市蛸島町の

元気の湯と蛸島町第２～４団地集会場でのワー

クショップの開催、能登町･上町公民館での炊き

出しと収納 BOX製作ワークショップを行うなど、

精力的に活動を展開しています。 

 

 

本学が有する教育資源等を活用した復興

支援の取組 

令和６年能登半島地震および９月の豪雨災害

は甚大な被害をもたらしました。発災後から本

学の学生・教職員による災害ボランティアへの

参加のほか、本学の持つ研究・教育資源を活用

して、令和６(2024)年度も様々な取組を行って

います。 

松林研究室では、「あきおベジタブルファーム

グループ」が能登町で経営する奥能登農場の復

興支援ボランティアに取り組みました。能登町

では被災により県内外へ避難中の農業関係者が

多く、収穫が危ぶまれる夏ジャガイモの収穫と

輸送を手伝いました。 

出原研究室では、のとじま水族館がオープン

できない間、いしかわ動物園に協力を仰ぎ、最

新の MRデバイス Meta Quest３を使って実空間に

仮想イメージが映し出せるバーチャル水族館を

作って応援しました。 

また、包括連携協定に基づく復興支援ボラン

ティアとして、土居研究室の有志が、被災した

北菱電興株式会社のアグレッシブ・アグリイチ

ゴの圃場(七尾市中島町)で、補修が終わったビ

ニールハウス内イチゴ高設栽培ベンチに培養土

を敷き込む作業を行いました。 

８月に「学友会」と「SDGs Global Youth 

Innovators」のメンバーが中心となり、織田信

長軍と激しい攻防を繰り広げた先人の遺徳を偲

ぶ「鳥越一向一揆まつり」の開催に協力し、例

年実施している１万本のキャンドルを灯す「鳥

越万灯華(とりごえまんとうか)」について、今

年度は「能登半島地震復興応援キャンドルプロ

ジェクト」と銘打って実施しました。 

また、継続的なボランティア活動を続けてい

る防災・減災プロジェクト SoRA が、金沢大学の

防災系サークル「ボランティアさぽーとステー

ション」と一緒に、輪島市の重蔵神社を中心に

倒壊した建物の瓦礫の撤収や分別作業などを行

いました。 

今後も、本学の持つ資源を活用しながら、能

登半島地震・豪雨災害からの復興支援に向けた

取り組みを推進していきます。 

 

「まなピタ」の設置や利用方法について 

利用者に説明するボランティアスタッフ 
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Ⅵ．自己点検・外部評価 

本学園は、教育プログラムの品質、研究プロポーザルと成果、法人経営の透明性や安定性などにつ

いて、高等教育機関として「社会から必要とされる大学」であるために、自己点検評価を図り、第三

者評価を受ける仕組みを設けています。これらは教職協働で取り組んでいます。 

 

令和６年度外部評価委員会を開催 

学外の有識者から成る外部評価委員を招き、

本学の三つのポリシーを踏まえた教育研究活動

全般の取組に対する評価・アドバイスを受ける

外部評価委員会を３月 19 日(水)に開催しました。

文部科学省の方針に鑑み、外部評価委員には令

和５(2023)年度に引き続き、産業界、官公庁、

大学及び高校、金融界から５人を選出しました。

令和６(2024)年度も対面と遠隔によるハイフレ

ックスで開催し、２人が会場である本学で、３

人がオンラインで参加しました。また、学内か

らは KIT評価向上委員会の委員の他、大学事務局

の部課長が参加しました。 

委員会に先立ち、司会進行を務める谷 正史大

学事務局長が本委員会の趣旨を説明し、学外の

有識者から直接ご意見をいただく貴重な機会で

あり、本学の発展において重要な会議体の一つ

である旨を述べました。 

本委員会では、前回に受けた指摘事項に対す

る取組や、学長方針の下で取り組んできた令和

５(2023)年度教育改革の内のカリキュラム編成、

入学教育の推進及び教育 DX の取り組み事例報告

並びに令和７(2025)年度の学部学科改組につい

て意見交換をしました。 

はじめに、大澤 敏学長が開催のあいさつをし、

外部評価委員の皆様の協力に対し、感謝の意を

述べました。 

続いて前回に指摘を受けた事項を振り返り、

変化の激しい時代に、社会課題の解決には技術

者だけではなく文系志向の考え方など様々な分

野を取り入れていく必要があるとの考えから、

文系・理系の枠を超え、社会で知識や技術を活

用することに視点を置いた社会実装型総合大学

へ変わることを表号して令和７年度から学部学

科を改組することを報告しました。本改組では、

本学が長年培ってきたプロジェクト型教育を実

践する中で、昨今の時代の変化から「情報に強

い」また専門性を兼ね備えた「専門人材」を育

成することを目的に、この３点に注力して大学

改革を推進する旨を報告しました。また、改組

にあたり、教育目標を「自ら考え行動する技術

者の育成」から「自ら考え行動する創造的探

究・実践人材の育成」に改めることを示し、人

間形成における主体性となる「自ら考え行動す

る」は堅持しつつ、ディプロマポリシーに定め

る能力との整合性をとった新たな教育目標を掲

げ、学修者本位の教育を実践していく旨を説明

しました。 

次に、青木 隆入試部長が人口減に伴い日本中

の大学がシフトチェンジの時期にある中で、本

学が取り組む KIT入学教育について、その狙い、

具体的な取り組み内容及びその評価を報告しま

した。 

続いて、Society5.0 時代に必要なイノベーシ

ョン力を身につけた人材育成を目標に令和５年

度から取り組んでいる教育改革のうち、多様性

と修学レベルに対応したカリキュラム編成につ

いて、この２年間の成果と不具合による更なる

改革の内容を、４つのポイント(修学レベルの広

がりへの対応、多様な幅広い志向への対応、こ

れから求められる教育の強化、本学の良い部分

を堅持＆進化)に基づき山口敦史教務部長が報告

しました。 

今回は新たに、山本知仁 DX 推進委員長が、本

学が推進している教育 DX の取り組み内容を紹介

しました。取組①(学生一人ひとりの学びに応じ

外部評価委員に報告をする大澤学長(奥) 
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た教育実践)では学生の修学ビッグデータを解析

し、それに基づいた教育支援を行っています。

取組②(時間と場所の制約を超えた学びの場の創

出)では VR技術等を用いて学びの場を創出してい

ます。取組③(PD 教育を軸とした社会実装型 PBL

活動の実践)では AI、データサイエンス等を活用

して PBLのクオリティーをより現代的なものにし

ます。本委員会では取組①及び取組②の具体的

な取り組み内容と、その他の取り組みとして令

和６(2024)年度に実施した DX ハイスクール応援

プログラムについて報告しました。 

本学からの報告を受け、外部評価委員の方々

から、期待や評価だけでなく貴重な意見やアド

バイス、課題などを頂きました。 

最後に大澤学長が総括として「キャンパスの

中に留まるのではなく、日本の教育の閉塞性の

一つである同年代の学び合いを、縦の繋がりに

広げることに注力していきたいと思う。大学の

役割は、社会の中にあって、文系・理系を問わ

ず、かつ年代も問わず、様々な職種の人が交わ

る、世代・分野・文化を超えた共創を通して生

涯学び続けることができる大学として本学が機

能していかなければいけないと改めて感じさせ

ていただいた。産・官・学・金の様々な方面の

外部評価委員から貴重なご意見をいただくこと

ができ、今後の教育研究活動の改善に活かして

いくよう努めたい」と述べました。 

次年度以降も改革・改善のための自己及び外

部点検評価を継続するため、外部評価委員の皆

様に引き続き本学の充実発展への協力をお願い

し、閉会しました。 

学生対応に関する研修を実施 

本学園は５月の「障がいのある学生の受け入

れと合理的配慮」に関する全学的な研修会に引

き続き、８月５日(月)に前富山大学保健管理セ

ンター准教授／アクセシビリティ・コミュニケ

ーション支援室長の西村優紀美(にしむらゆき

み)氏を講師に招き「発達障がいに伴う配慮を求

める学生への対応」と題する研修会を開催しま

した。さらに、９月３日(火)には筑波大学スチ

ューデントサポートセンター学生相談室の杉江 

征(すぎえまさし)氏を講師に招き「自殺危険の

ある学生への対応：教職員のゲートキーパー対

応」と題し講演いただきました。なお、８月５

日と９月３日の講演は、大学では全学部会(教育

フォーラム)として実施しました。 

 

◇８月５日(月)「発

達障がいに伴う配慮

を求める学生への対

応」研修会：西村優

紀美講師 

「障害を理由とす

る差別の解消の推進

に関する法律」(い

わゆる「障害者差

別解消法」)の改正

法が、令和６(2024)年４月１日(月)から施行さ

れ、合理的配慮の提供が私立大学でも義務化さ

れました。本学でも規則の見直しや申請から合

理的配慮の提供までのプロセスを整理し、４月

から新しい体制で対応を始めたところです。 

富山大学は、平成 20 (2008)年度から障害大学

生修学支援ネットワークの拠点校の一つとして

活動されていて、平成 21(2009)年にはアクセシ

ビリティ・コミュニケーション支援室を設置し、

身体障がいや発達障がい学生の支援を行ってい

ます。 

講演では、障害者差別解消法に関する法律の

説明や合理的配慮の提供方法、情報公開、また、

発達障がいごとの特性や対応について、具体的

な事例を挙げた分かりやすい説明を受けました。 

講演会終了後、西村氏と修学相談室・進路開

発センター・カウンセリングセンターの職員と

の座談会を実施し、実際に現場で抱えている問

題について意見交換を行いました。本学でも障

がいのある学生から合理的配慮を求める声が

発達障がい学生の対応 

について講演する西村講師 
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年々増加していて、障がいのある学生への対応

について、理解を深める貴重な機会となりまし

た。 

同じ種類に分類される障がいであっても個々

の特性には違いがあり、困難を感じる点や必要

とする支援内容は学生ごとに異なるため、学

生・父母等と教職員とのコミュニケーションが

重要であることを再認識する機会となりました。 

 

◇９月３日(火)「自殺危険のある学生への対

応：教職員のゲートキーパー対応」研修会：杉

江 征講師 

現状として、令和３(2021)年度全国の大学に

おける死亡学生は 636人となっており、そのうち

の約半数が自殺(疑いを含む)となっています。

本研修会では教職員に対し、学生の自殺者が発

生しやすい学期始めを前に、自殺危険のある学

生への対応について研修会を開催しました。 

講演で杉江講師は、全国大学の自殺した学生

の現状と自殺する学生の特徴や危険因子ついて

解説され、筑波大学の状況や支援体制、さらに

具体的な取り組みを交え、「つながる」・「つなげ

る」・「つながりあう」をキーワードに分かりや

すい説明を受け、今後の学生対応の助けになる

研修となりました。 

著作権等の取り扱いに関する研修を実施 

本学園の職員を対象とした SD 研修「著作権等

の取り扱いに関する研修」を令和６(2024)年 12

月 17 日(火)にライブラリーセンターで実施しま

した。 

昨今、情報発信の IT化が進み、生成 AIの登場

などにより、著作権の取り扱いが重要視されて

います。本学園でも各部署の業務を通して、多

種多様な資料などを作成する際、イラストや画

像、レポートといった他者の著作物を利用する

機会があります。企業や他大学でも著作権に関

する取り扱いのトラブルが増えていることを踏

まえ、業務における著作権の取り扱いに関する

モラルを高めることを目的として研修を行いま

した。 

今回は、課長クラスを中心に 52 人の職員が参

加しました。最初に村井好博法人本部長から

「今回の研修を通して、業務における他者の著

作物の取り扱いについて考えるきっかけとして

ほしい。本日学んだことはぜひ部署に持ち帰り、

部署内でも展開し、職員一人ひとりが意識でき

るようになってほしい」とあいさつしました。 

その後、著作権審査委員会の草野 舞委員(ライ

ブラリーセンター業務部業務課)が、文化庁が提

供している著作権の取り扱いに関する情報を基

に、著作権の基礎知識を深める情報提供を行い

ました。引き続き、業務における著作権の取り

扱い例を紹介しました。なお、今回は「学校そ

の他の教育機関における複製等」に関する取り

扱いは対象外としました。 

後半では業務別のグループに分かれ、各部署

の業務で行われている著作権の取り扱いについ

てお互いに紹介し合いました。各グループでは、

学生や地域、企業などに対して、チラシ、冊子、

自殺危険のある学生対応について講演する杉江講師 

草野氏の説明を真剣に聴く参加者 
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学生ポータル、ウェブサイト、メールなどを活

用して情報発信を行っている業務を対象に、話

し合いました。 

研修を通して著作権の理解を深め、業務にお

ける著作物の取り扱いについて再確認しました。 

今回の研修では、Microsoft 社の m365 のアプ

リとして提供されている、短文で発信でき、署

名なども不要な簡単なコミュニケーションツー

ルである「Teams」を活用しました。本学では

Zoom や Box などのクラウド型の情報共有システ

ムも有し、オンライン会議やファイルの共有を

行っていますが、業務目的のテキストコミュニ

ケーションはメールが主流であり、Teams はあま

り活用していません。そこで、部署間の効率的

なコミュニケーション・情報共有のツールの体

験学習として、主に受講者と運営側の情報伝達

と添付ファイルの共有等に Teamsを使いました。

また、資料を更新するたびに添付ファイルをメ

ール配信するのではなく、ExcelやPowerPointを

オンライン上で共有し、複数名が編集すること

で素早く資料を作成する体験もしました。m365

のアプリを使うことで、受講者側は運営からの

連絡も容易に受信し、ファイルのダウンロード

やアップロードも簡単に行うことができました。

共同作業の効率化を図る業務 DXに繋がる SD研修

になりました。 

Microsoft 365 Power Platform 研修を開

催 

本学では、令和３ (2021)年より Microsoft 

365(以下：m365)を導入し、クラウド型の Office

ツールを活用しています。m365 には従来、業務

で活用している Word、 Excel、 PowerPoint、

Outlook 以外にも、クラウド上で利用できる多種

多様なアプリケーションが用意されています。 

今回、大学事務局で業務の DX に向けて、m365

の活用を推進するために、３月 18 日(水)に大学

事務局職員 10 人を対象に、m365 で利用できる

「 Power Platform」の「 Power Automate」と

「PowerApps」の研修を行いました。 

Power Automate は、パソコン業務をノーコー

ドで自動化できるプログラミングツールで、ル

ール化されている単純なエクセル入力業務の自

動化や簡単な承認フロー、自動メール通知など

業務の効率化を図ることができます。また、

PowerApps もノーコードで業務アプリが開発でき

るツールであり、申請や報告等のフォームのカ

ス タ マ イ ズ が で き 、 m365 で 利 用 で き る

「SharePoint(リストやデータ管理が可能)」を

併用してデータの入力・管理を自動化できます。 

研修は㈱菱友システムズ(東京都)から講師を

派遣いただき実施しました。研修当日は、開始

前に谷 正史事務局長が「学生や教員向けに教育

DX やシステム化が推進されているが、大学事務

局内の業務の DX 化が遅れている。その一つが職

員の IT スキルが追い付いていないことである。

今回の研修を通して m365 の操作スキルを磨き、

業務の DX 化を推進してほしい」と参加者に向け

てあいさつしました。 

グループごとにディスカッションをする参加者 

業務の DX化推進のため m365を学ぶ参加者たち 
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各自のノートパソコンに導入されている m365

のアプリケーションを使って実践型で研修を行

いました。 

 

１．研修の内容 

○「Forms の応答があった際にメールに自動で送

信するフロー」の作成 

Forms の設問で「はい」または「いいえ」を選

択することによって、送信するメール文章を変

えるアクションについて、Power Automate にて

ノーコードでプログラミングする方法を学びま

した。 

 

○「自身と特定の人物の Outlookスケジュールの

空き時間を検索するアプリ」の作成 

PowerApps を使って、自身と特定の人物の

Outlook に登録された予定表からスケジュールの

空き時間を検索するアプリを作成しました。予

め講師が用意したプログラミングコードをコピ

ー＆ペーストをする形で PowerAppsにプログラム

を入力し、組織メンバーのユーザー情報と

Outlook の予定表データから、自身と特定の人物

の空き時間を検察するアプリの開発方法を学び

ました。 

 

○「備品持出申請アプリ」の作成 

PowerApps で申請書フォーマットを作成し、

Power Automate で貸し出しの申請受付及び承認

可否アクションを行い、可否によってメール内

容を分けるアクションのプログラミング方法を

学びました。PowerAppsでは、予めSharePointア

プリケーションで用意された備品リストからプ

ルダウン式で選択できる画面作成や、貸出期間

(開始日・返却日)等の情報を入力するフォーム

をカスタマイズに作成し、そのフォームで入力

されたデータを別の SharePoint のシートにデー

タ管理するプログラムを作成しました。主に講

師が用意したプログラミングコードをコピー＆

ペーストする形でプログラムの動作を確認しま

した。また、Power Automate では、予めアプリ

内の機能としてある「承認」機能を活用し、「申

請データが SharePoint リストに追加されると、

承認・可否の確認アクションを行うプログラム

を紐づける作業」を行いました。この結果、

PowerApps 画面から備品貸出申請処理のアクショ

ン がある と、管 理者宛 にメー ル ( または

Microsoft Teams)で承認可否のアクション依頼が

通知され、「承認」または「否認」のアクション

によって、その内容のメールを申請者に通知す

るプログラムを各自のパソコンで実行しました。 

本研修では、講師が用意したプログラムコー

ドをコピー＆ペーストをする形でアプリの機能

やプログラムの動きを確認しました。コードの

詳細を理解していなくても、普段利用している

パソコンで業務の一部を自動化できることがわ

かりました。なお、PowerApps や SharePoint は

大量データに対応していないため自動化できる

業務は限定されますが、IT スキルの向上に努め、

業務 DXを推進に寄与する研修会となりました。 

プログラミングを行う参加者 
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令和６年度 拯友会理事会を開催 

令和６(2024)年度拯友会理事会を４月 20 日

(土)午前 10 時から、前年度同様オンライン会議

ソフト「Zoom」を併用して、酒井メモリアルホ

ールで開催しました。全国各地から 21 人の理事

が来学し、５人の理事がオンラインで参加しま

した。遠方で来学できない理事に対しても参加

する機会を提供することができました。 

欠席の理事とオンライン参加の理事から 34 通

の委任状が提出され、理事総数 62 人に対して 21

人の会場参加理事と 34 通の委任状によって、拯

友会会則にある理事会定足数(過半数)に達しま

した。本学からは学長、副学長、各部長、事務

局長が出席し、会は拯友会長のあいさつから始

まりました。その後、学長あいさつ、学校側参

加者紹介、議案審議へと進みました。 

 

１.令和５年度 拯友会会務報告 

２.議案 

第１号議案：令和５年度収支決算報告 

第２号議案：令和６年度役員選出について 

第３号議案：令和６年度拯友会行事計画につい

て 

第４号議案：令和６年度収支予算案について 

３.その他 

保護者ポータルについて 

審議中は会長の中村城(なかむらじょう)氏が

議長となり、議案の説明は新井真二学務部長が

行った。各審議事項は会場出席者の同意で承認

される方式とした。 

オンラインで参加した理事にはチャット機能

で議事を配信し、質問やご意見をいただいた。 

令和５年度拯友会会務報告と第１号議案の令

和５年度収支決算報告で昨年度の実績を報告し、

第２号議案では令和６年度の新役員案を可決し

ました。第３号議案では令和６年度の行事予定

を説明し、審議し可決しました。第４号議案で

は、令和６年度の収支予算案を審議し、賛成多

数で可決しました。 

その他の項目では新井学務部長が保護者ポー

タルサイトへの登録数を報告し、さらに登録を

呼びかけている現状を報告しました。 

また、令和６年１月に発生した能登半島地震

の被害学生への対応、拯友会予算による各助成

金の使用状況などを報告しました。 

すべての議案審議のあと、参加理事に自由な

発言を求め、意見交換をしました。 

理事会終了後、希望された理事は LC の「工学

の曙文庫」や五十嵐威暢アーカイブ、SDGｓ推進

センターなどキャンパスを見学しました。シス

テム設計工学専攻２年次の陸田駿弥(むつだしゅ

んや)さんと、環境土木工学科４年次の石田慎吾

(いしだしんご)さんの２人が案内役を務めたほ

か、２人の学生が理事の誘導や受付の補助など

を務めました。 

審議進行する中村氏(右) 

「工学の曙文庫」を見学する理事 
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令和６年度拯友会定例総会を開催 

令和６(2024)年度拯友会定例総会を５月 25 日

(土)午前 10 時から、本学の６号館多目的ホール

で開催しました。総会の模様は、YouTube Live

と動画配信システム「AVIS Cloud」で会員にオン

ライン配信し、議事資料は来場者には冊子を、

中継視聴者には Webで配付しました。会場には中

村 城(なかむらじょう)会長以下 32人の拯友会役

員や、北は北海道から南は熊本まで 27 の地区か

ら理事が来学しました。大学からは学長、副学

長、学部長、教務部長、学生部長、進路部長、

教育点検評価部長、専門基礎教育部長、事務局

長、学務部長、庶務課長が出席しました。総会

は中村会長のあいさつで始まり、大澤学長のあ

いさつ、参加者紹介、議事審議へと進みました。 

 

[中村拯友会長あいさつ] 

本日はご多忙の中、

会場にお越しいただ

き、また Web でご視聴

いただきました事に、

厚くお礼申し上げま

す。 

金沢工業大学はこの

春、学部、大学院に約

1,600人の新入学生を迎

え入れ、また拯友会の

会員も新たになりまし

た。新会員の皆様よろしくお願いいたします。 

この金沢工業大学「拯友会」は「会員と大学

の連携を緊密にすることにより、充実し、かつ

円滑な学生生活の維持・向上に寄与」すること

を目標としている父母等の会です。 

学生たちの学生生活、学友会活動、県人会、

就職活動などを積極的に支援し、会員と大学と

を結ぶための活動を行っております。会員の皆

様にご理解とご協力をお願いいたします。 

本年度は昨年に引き続き地区交流会の開催を

予定しております。全国の開催地に教職員がお

もむき、大学の取り組みを説明し、情報交換が

できる貴重な機会です。また、参加いただいた

会員同士で情報交換ができるところも貴重な機

会と言えますので、ぜひご参加いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

本日の定例総会では、令和５(2023)年度の決

算報告、及び令和６年度の役員案、予算案など

が審議されます。また、今年１月に発生した能

登半島地震をはじめとする災害に対する助成や、

昨年度から始まった各種の助成金についてもお

はかりしたいと思っております。 

何とぞ慎重にご審議いただき、円滑に議事が

進行され、有意義な総会になりますようご協力

をお願い申し上げ、誠に簡単でございますが、

私のあいさつとさせていただきます。 

続いて、大澤学長があいさつと本学の教育研

究への取り組みについて説明しました。 

 

[大澤学長が本学の教育研究への取り組みについ

て説明] 

大澤学長より、あいさ

つと本学の取り組みにつ

いて会員に説明がありま

した。最初に日頃のご理

解とご協力について感謝

の言葉を述べ、続いて大

学の学びについて説明し

ました。本学の教育の特

徴であるプロジェクト型

教育とその社会実装について画像を提示して説

明しました。キーワードとして「デジタル(DX)」

と「グリーン(GX)」などこれからの社会に適応

した学びの必要性を説明し、さらに今後、文系

理系を融合した新しい学びを進めて行くことを

説明しました。また、コーオプ教育、学内イン

ターンに触れ、企業や学校で働きながら学ぶ取

り組みについて述べました。最後に、来年度に

行われる学部学科の改組について説明し、拯友

会会員にご理解とご協力をお願いしました。 

 

(令和７(2025)年度から学科名称変更) 

「航空システム工学科」→「航空宇宙工学科」 

「応用化学科」→「環境・応用化学科」 

「応用バイオ学科」→「生命・応用バイオ学科」 

※在学生を含めた全学生に適用 

 

[議案審議] 

続いて出席した大学教職員、拯友会役員の紹

介の後、中村拯友会長が議長となり議案審議に

移りました。 

なお、議案の説明は画像を投影して新井真二

大学事務局学務部長が行いました。 

 

１.令和５年度 拯友会会務報告 

中村会長 

大澤学長 
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２.議案 

第１号議案：令和５年度収支決算報告 

第２号議案：令和６年度役員選出について 

第３号議案：令和６年度拯友会行事計画につい

て 

第４号議案：令和６年度収支予算案について 

３.その他 

・保護者ポータルについて 

・能登半島地震の対応について 

・助成金についての報告等 

 

「令和５年度会務報告」と第１号議案「収支

決算報告」では昨年度の拯友会行事の報告と収

支決算が報告され、承認されました。 

第２号議案では令和６年度の役員案が審議さ

れ、承認されたことによって新会長である八田

有花(はったゆか)氏が中村氏と議長を交代しま

した。 

八田新会長は就任の

あいさつで「前会長の

在任中はコロナの収束

にともなった行事の再

開や大雨、能登に起こ

った２度の地震災害な

どの自然災害も多く発

生し、大変な期間でし

たが、職務を全うされ

ました。新役員も前役

員と同様努力してまいります」と述べました。 

第３号議案では令和６年度行事計画を詳細に

説明し、審議され、承認されました。 

第４号議案では令和６年度拯友会予算案につ

いて審議され、承認されました。 

その他の項目では、保護者ポータルサイトの

機能についての説明や登録の状況を事務局が報

告しました(令和６年５月現在の登録率約 80％)。

今後更なる登録数増加に向けて会員に協力を依

頼しました。更に、令和６年１月１日(月)に発

生した能登半島地震の被災学生に対する拯友会

からの見舞金、災害奨学金等の支援について報

告し、最後に昨年度実施した各種助成の活用状

況について報告がありました。 

質疑の中で、理事から「近年の物価上昇によ

って災害奨学金の金額見直しが必要ではないか」

との意見があり、令和６年度新役員で検討する

ことが決定しました。 

議案の審議はすべて承認され、定例総会は午

前 10時 50分頃終了しました。 

10 分の休憩をはさみ、11 時から講演として、

佐藤 進学生部長から現在の修学状況を説明し、

進路部長の徳永光晴教授は進路指導の状況や求

人状況の推移、インターンシップ、大学院進学

などについて講演しました。 

講演会終了後、会場を学内に移し、オプショ

ンプログラムを行いました。 

オプションプログラムとして学内見学と進路

キャリア開発室室長の二飯田一貴室長の講演会

の二つを用意し、最後に学食を体験していただ

きました。 

応募した家族約 250 人を 10 チームに分け、現

役学生を含む 10人が引率を担当しました。 

オプションプログラムは午後２時 10 分ごろ終

了し、すべての日程は無事終了しました。 

八田新会長 

学内を見学する参加者 
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令和６年度拯友会地区交流会を開催 

６月から７月にかけて令和６(2024)年度の拯

友会地区交流会を全国 54 会場で開催しました。

開催案内に力を入れ、保護者ポータルでも参加

者の応募を促しました。定例総会で正式に開催

日程を決定し、Web で参加希望を受け付けました。 

大分地区は参加希望がなく、能登地区は震災

から間もないため開催を見送りました。 

前年度同様、全体交流会と個別懇談を各地区

で実施しました。また、本年度は、KIT ブックセ

ンターで販売されている、能登の復興を願い石

川県産の食材を使用したお菓子を交流会のお土

産として参加者にふるまいました。 

全体交流会は地区理事のあいさつから始まり、

大学代表教員のあいさつ、大学からの出席者紹

介、同行した学生の大学生活の発表の後、交流

会と個別懇談を並行して実施しました。教員か

らの推薦を受けた学生を中心に延べ 109人の協力

学生が参加し、受付や学生生活の発表、交流会

での会員との会話など多岐にわたって活躍しま

した。また、延べ 273 人の教員と、延べ 95 人の

職員が今回の地区交流会に参加しました。参加

会員数は前年度と比べ 1.5倍に増加しました。 

令和６年度拯友会常任理事会を開催 

令和６(2024)年度拯友会常任理事会は、令和

７(2025)年１月 25日(土)午前 10時から１号館で

開催しました。会長をはじめとした常任理事と

監事９人に参加を呼びかけ、２人の参加と５通

の委任状を得て開催しました。 

拯友会役員からは、八田有花会長、横山 薫常

任理事の２人が出席しました。大学からは、大

澤 敏学長、谷 正史大学事務局長、新井真二学務

部長、鈴木節純庶務課長、石田侑吾庶務課副主

幹が出席しました。 

本会は八田拯友会長のあいさつから始まり、

大澤学長あいさつ、出席者紹介、議案審議、意

見交換と進みました。議案審議は次の順に行わ

れました。 

 

◇議案 

第１号議案 令和６年度 会務報告 

第２号議案 令和７年度 役員(案) 

第３号議案 令和７年度 行事計画(案) 

第４号議案 令和７年度 会則改正(案) 

第５号議案 その他 

・保護者ポータル登録状況の報告 

・学生の健康増進サポートを目的とした 100円朝

食の助成拡大、及び 100円夕食の新設について 

・報告事項 

 

議事の進行は八田拯友会長から指名された石

田副主幹が務めました。 

第１号議案から第４号議案までは資料を基に

説明を行い、審議の結果、承認されました。第

５号議案では令和７年１月 20 日(月)現在の保護

者ポータルサイト登録率が学部全体で約 80%と説

明しました。役員からは、現在 Webで運用してい

るポータルサイトのアプリへの変更、時間割が

確認できる機能や単位取得状況が一目で分かる

機能、父母等からの問い合わせ機能の追加など

の要望があり、今後の検討課題となりました。 

学生生活についての発表を聞く会員＝金沢会場 

拯友会役員(左列)と議案審議をする大学出席者(右列) 
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また、学友会助成の一部である 100円朝食につ

いて、拯友会事務局が学生の健康増進サポート

を目的とした助成拡大、及び 100円夕食の新設に

ついて提案し、承認されました。また、報告事

項として、令和６年能登半島地震に対する災害

見舞金の支給状況や、研究室助成金や学友会助

成金などの拯友会費利用について報告しました。 

議案審議の後、出席した役員を交えて意見交

換を行いました。役員からは、父母等や地域住

民、社会人、高校生向けの公開講座や体験型イ

ベントの創出等を通して大学をさらに認知して

もらう仕組み作りの重要性、令和７年４月から

の新学部学科体制の詳細、入試結果と修学状況

との関連性、ハラスメント対策の取り組み、ア

ルバイトの働き方や扶養と所得、税金などのお

金に関わる知識を学べる場の必要性など、幅広

い意見をいただき、大澤学長や谷大学事務局長

が主体となって一つひとつ丁寧に説明しました。

貴重なご意見をたくさんいただき、午前 11 時 40

分頃閉会しました。 
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Ⅶ．学生募集 

令和６(2024)年度も、KITオープンキャンパスを中心とした学生募集活動を行いました。 

対面でのオープンキャンパスは春（５/12[日]）、夏（７/15[土]、16[日]）、秋（10/22[日]）の３回

実施しました。 

また、自宅からスマホ・PC で参加できる「KIT オンライン説明会」を実施しました。進学説明会で

は、オンラインにて YouTube や Zoom を活用し、双方向性を活かして高校生や保護者の方々へ説明から

質疑までを生中継するインターネットを活用して実施しました。  

このほか、入学試験や大学の特徴など、ステークホルダーの相談や質問に職員が個別にお答えする

「オンライン個別相談」を平日に受け付けています。 

 

学生募集活動 

KIT 春のオープンキャンパス’24 を開催 

高校生とその保護者を主な対象とした、「KIT

春のオープンキャンパス'24」を５月 12日(日)に

開催し、北海道から沖縄まで 35 の都道府県から

高校生 402 人(前年 546 人)、保護者・その他 417

人(前年 531人)、合わせて 819人(前年 1,077人)

が参加しました。 

今回のオープンキャンパスは、令和７(2025)

年度に文系と理系の枠を超えた社会実装型総合

大学として、６学部 17 学科体制に大きく進化す

ることを公表する初のイベントであり、参加し

た高校生が学科の学び・研究を理解できるよう

に努めました。 

参加者はまず、各学科教室に分かれて、大澤 

敏学長による「成長分野(デジタル・グリーン)

をリードする情報に強い人材育成」と題した教

育や学科などの説明を聴講しました。 

その後は、高校生向けプログラムと保護者向

けプログラムに分けて実施しました。今回のオ

ープンキャンパスのキャッチコピーは「文理の

枠を超えた、もっとその先へ。」とし、文理探究

学部として新設した「情報デザイン学部」と

「メディア情報学部」の２学部の他、情報に強

い金沢工業大学として、同じく新設の「情報理

工学部」を主軸に学科での学びを比較できるプ

ログラムスケジュールとしました。 

          

      
                     
                    

      

          

      
                                      
                                    

        

          

      
                                        
       

     

          

                     
                     
                     

        

                     
                     
                 

        

                                

      
                                   
                        

     

           

                              

      
                      

              

           

                 
                 
                 

       

      
                 
                    
                 

    

        
ロボットを操作する来場者 

夢考房を見学する来場者 
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KIT 夏のオープンキャンパス'24 を開催 

「KIT 夏のオープンキャンパス'24」を開催し、

７月 13 日(土)と 14 日(日)の２日間で 39 の都道

府県から高校生 1,363 人（前年 1,206 人）、保護

者・その他 1,197 人（前年 960 人）を合わせて

2,560人（前年 2,166人）の参加がありました。 

今回のオープンキャンパスは、文部科学省に

設置認可の届出を行っていた学部学科改組が、

正式に受理されたことを受け、令和７(2025)年

度の学生募集を進めることが可能となった最初

のイベントとなりました。文系と理系の学生が

共に学ぶ、６学部 17 学科体制へ大きく進化する

ことを伝えるべく、キャッチコピーを「進メ、

化ケロ。」としました。参加した高校生には、本

学に進学し４年後に社会人として活躍できる自

身の成長過程がイメージできるよう、学問の理

解を深めるマッチングを図る学科紹介、社会課

題を実践的に学ぶプロジェクトデザインⅢの研 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

究や実験を体験する学科体験をメーンとして

実施し来場者に満足感を与えられるように努め

ました。 

学科紹介並びに学科体験の実施時間は定めず

午前 10 時 40 分～午後３時 30 分の時間帯で各学

科自由なプログラムで実施しました。 

このほか、終日イベントとして「なんでも相

談」「就職・進路紹介」「資格取得紹介」「部活

動・サークル紹介」「学生アパート紹介」「留学

紹介」「英語教育紹介」「夢考房プロジェクト紹

介」「クラスター研究室紹介」「 SDGs Global 

Youth Innovatorsプロジェクト活動紹介」「サイ

コロジェクトプロジェクト活動紹介」「防災・減

災プロジェクト『SoRA』プロジェクト活動紹介」

「キャンパス案内」を設けて、参加者への紹介

や相談対応を行いました。 

高校生や保護者はそれぞれ希望の学科や各ブ

ースで情報収集し、予定した全プログラムは午

後４時に終了しました。 

 

 〇７月13日（土）学科別開催内容 

〇７月 14日（日）学科別開催内容 

来場者で賑わう受付の様子 

研究施設見学の様子 
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KIT 秋のオープンキャンパス'24 を開催 

「KIT 秋のオープンキャンパス'24」を９月 22

日(日)に開催しました。メーン会場を８号館に

23号館及び 24号館などを使用しました。39の都

道府県から高校生 640 人（前年 493 人）、保護

者・その他 666人（前年 495人）、合わせて 1,306

人（前年 988人）が参加しました。 

今回のオープンキャンパスは、例年実施して

いた 10 月から１ヶ月前倒しして開催しました。

変更理由として、令和７(2025)年度から学部学

科改組により６学部 17 学科体制へ大きく進化す

ることを、少しでも多くの高校生に周知できる

よう、募集定員が一番多い一般選抜対象者のみ

ならず、総合型選抜や学校推薦型選抜を受験す

る対象者まで網羅するためです。 

主たる構成としては、本学に進学し４年後に社

会人として活躍できる自身の成長過程がイメー

ジできるよう、学問の理解を深めるマッチング

を図る学科紹介、社会課題を実践的に学ぶプロ

ジェクトデザインⅢの研究や実験を体験する学

科体験を実施し、来場者に満足感を得られるよ

う努めました。 

学科紹介並びに学科体験の実施時間を定めず、

午前 10 時 40 分～午後３時 30 分の時間帯で各学

科自由なプログラムで実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、一般選抜の「大学入学共通テスト利用」

を受験する高校生向けに、特別プログラム「駿

台予備学校講師による「大学入学共通テスト対

策講座」」を実施しました。午後１時から２時 10

分の 70 分間で高谷唯人(たかたに・ゆいと)氏に

よる【数学】を、午後２時 20分から３時 30分の

70 分間で鈴木貴之(すずき・たかゆき)氏による

【英語】が行われ、傾向と対策を基にしたオリ

ジナルの問題集を使用し受講者に対して丁寧に

分かりやすく解説されました。 

保護者向けプログラムとしては、保護者に本

学の教育内容や教育サポート、修学サポートの

仕組みなどを理解いただくための「保護者説明

会」や、昨年に続き「保護者のためのキャリア

支援説明会」を実施し、コーオプ教育やキャリ

ア支援及び最近のインターシップ事情に関する

説明をした他、協力学生によるキャリアパスを

題材としたプレゼンテーションも併せて行いま

した。 

学科体験プログラム一覧 
学科体験プログラムの様子 
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Ⅰ．教育・研究の取り組み 

「グローバルイノベーターの育成」のための教育システム 

アドミッション・ポリシー 

国際高等専門学校（以下、本校）は、建学の綱領に掲げ

る「高邁な人間形成」、「深遠な技術革新」、「雄大な産学協

同」の理念に基づき、新たな価値の創出、先進的な工学教

育の導入、社会において活躍できる「グローバルイノベー

ターの育成」を教育の目標としています。 

グローバルイノベーターの素養をしっかりと身につけ

るため、１学年・２学年は全寮制教育により自らが持つ資

質や多様な能力の向上を目指し、３学年は１年間の海外留

学を義務づけています。４学年・５学年は、金沢工業大学

と専門分野やプロジェクト活動において連携することで、

最大の成果を生む教育を実践し、世界で活躍できる「リー

ダーの育成」を目指します。 

さらには、「学園共同体が共有する価値」に基づく、行

動規範である KIT－IDEALS に共感し、自らの自己実現を目

指す者の入学を求めています。 

【求める学生像】 

① 自ら学ぼうとする意欲・基礎学力を持ち、科学技術や

デザインシンキング（課題の発見・解決、ものづくり

等）、イノベーション（新しい価値の創造）に関心を持

つ人 

② グローバル社会での活躍に強い関心と探求心を持ち、

英語コミュニケーション能力を高めようとする人 

③ 多様な価値観を理解し、社会や地域の課題解決に意欲

を持ち、主体的に行動する人 

【入学までに身につけておく能力】 

中学校卒業までに学ぶ基礎学力（数学、理科、英語、国

語、社会、美術、技術等）を幅広く学習していることが必

要です。 

【入学者選抜における基本方針】 

 入学試験は、多様な学生を募集するため「グローバル入

試」、「一般入試」、「自己推薦入試」を実施します。 

 中学校等の課程で学習する知識・技能を重視し、学習の

達成度を測るとともに表現力、コミュニケーション力等主

体性を持って学ぶ姿勢について、多面的・総合的に評価し

ます。 

 「面接試験（主に対話）」は、英語及び日本語によりコ

ミュニケーション力等の能力を総合的に評価します。 

 「学力試験」は、中学校等の課程における数学及び英語

の基礎学力を筆記試験（記述）により評価します。 

カリキュラム・ポリシー 

本校は、グローバルイノベーターの素養をしっかりと身

につけさせるために、下記を特色とする「CDIO イニシア

チブ」の理念をカリキュラムに織り込み、学生の主体的な

体験を重視するカリキュラムを編成しています。また、学

修成果の評価については、成果物や試験以外に、活動プロ

セスや協働状況を評価するために LMS（学習管理システム）

を活用しています。 

① 課題発見・解決力を高める。 

入学時から、Open-ended、即ち決まった答えのない問

題について解決策を探るプロジェクトを早い段階でス

タートさせる。継続的にデザインシンキングを実践す

る機会を設けて、課題を発見・定義する経験を繰り返

し、幅広い研究成果や調査技術を駆使し、課題の解決

へと結びつける力を養っていく。 

② 科学的思考力、コミュニケーション能力を鍛える。 

他者と協働しながらアカデミックな探究の精神を養う

こと、批判的・分析的思考の技術を磨くこと、ディス

カッションやディベートを含む効果的なコミュニケー

ション能力を育成することに努める。 

③ よりよい社会づくりに積極的に参画する態度を養う。 

地域とのふれあいを意識し、地域社会や自然・環境を

調査・研究対象としたプロジェクトを行い、地域貢献

を通じて社会の一員としての自覚を醸成する。 

④ グローバルに活躍できる英語力を培う。 

特に数学、科学、工学における教育伝達の手段として

ほとんどの授業を英語で行う。 

⑤ 異なる文化や、多様な価値観を持つ人々と協働する力

を身につける。 

文学と芸術に触れる機会や、世界の人々と協働する体

験を通じ、創造性と、自身や社会並びに世界に対する

深い理解を育む。 
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ディプロマ・ポリシー 

本校は、グローバルに活躍するイノベーターの素養を身

につけた実践的・創造的技術者を養成しています。 

グローバルイノベーターとは、課題を発見する科学的思

考力を持ち、最新の工学知識や洞察力を身につけ、創造的

な解決策を用いて新しい価値を生み出す人材です。さらに、

さまざまな分野の専門家たちと協働し、文化や価値観の多

様性を受け入れ、グローバル社会で活躍する力を持ったプ

ロフェッショナルでもあります。 

新しい価値の発見者“イノベーター”は、工学原理、工

学実践を幅広く理解していなければなりません。つまり、

工学教育改革を目指す国際的組織「CDIO イニシアチブ」

の「Conceive、Design、Implement、Operate」というそれ

ぞれの段階を理解し実践する者です。 

具体的には、次の能力及び行動規範を身につけることが

求められます。 

Ⅰ．社会に貢献するリーダーとしての人間力 

① 革新への挑戦 

信念(高い志・強靭な意志)を持って行動し、失敗に臆

することなく粘り強く挑戦し続け、自身やチームを成

功へと導くことができる。 

② 社会的使命感 

地域社会や自然環境に関心を持ち、社会的な課題の解

決に使命感を持っている。 

③ リーダーとしての高潔 

グローバルな環境でリーダーシップを発揮する一方で、

謙虚さや他者への尊敬、思いやりを持ち、信頼される

人格を備えている。 

 

Ⅱ．グローバルに活躍できるコミュニケーション能力 

① コラボレーション 

チームで目標を達成するために、自分の役割と提供で

きる価値を認識し、積極的に貢献する。 

② 多様性とアイデンティティ 

多様な文化や価値観を持つ人々と協働するための教養

を備えつつ、自身の考えを持っている。 

③ 心を動かす力 

自身の考えを論理的にまとめたうえで、相手の立場や

気持ちを考慮しながら効果的に伝えることができる。 

 

Ⅲ．イノベーターに相応しい卓越した科学技術力 

① 価値創出 

幅広い学問領域の探求とデザイン思考の実践により、

これまでにない価値を創出することができる。 

② 自然・社会・産業と結びつけた科学的思考 

科学技術を自然・社会・産業の面から理解・分析し、

自分の考えを述べることができる。 

③ 常に学び続ける姿勢 

科学・工学の基礎を土台として、常に新しい知識・技

術を獲得する姿勢を持っている。 

 

これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って

設定された授業科目や教育プログラムを履修し、基準とな

る単位数を取得することが卒業の要件です。 

 

 

国際高専 2025 In Sight 

本校は、我が国の先駆となる理工学教育を着実に成功へと導き、KITスクールシステムを基盤とし更

なる発展を遂げることを目的に「国際高専 2025 In Sight」を策定しています。 

国際高専 2025 In Sight は、https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/2025-in-sight/ で紹介して

います。  
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グローバルイノベーターを目指す高専から大学院までの５＋４の 9 年間一貫教育 

（４つの学びのステージ） 

 

＜ステージ 1：白山麓キャンパスでの学び＞ 

「白山麓キャンパス」は１年生・2 年生の学生、教

員、スタッフ、さらに地元の方々と交流する「英語

によるラーニングコミュニティ」です。ここでは、

徹底した英語スキルの取得を、英語科目だけではな

く、数学、理科、共創科目を含め、白山麓キャンパ

ス全体の中で展開していきます。確かな学力を身に

つけるエンジニアリングデザイン教育を通して地域

社会の多様な課題にチャレンジすることで、様々な

価値観を尊重し柔軟な思考を育みます。さらに、豊

かな自然環境の下、学生と教員が寝食を共にする全

寮制による集団生活や地域の方々との交流を通して、

思いやりの心、リーダーシップ、アイデンティティ

などを育み、強靭な人間形成に努めていきます。 

 

 

 

学びの特色 

理工系リベラルアーツ教育 
世界のイノベーションシーンの教育実践としてデザインシンキ

ングや「CDIO」を取り入れた『エンジニアリングデザイン教育』

です。予測困難な時代にあっても自分を活かしていける、自律性、

チャレンジ精神、リーダーシップ、チームワークといった人間力

と、新たな知識を獲得し、それを活用して多様な課題を解決して

いく力を身につけます。 

理工学的思考力を身に付ける「STEM教育」 
従来型の教育で別々に捉えていた数学、物理、化学といった理系

科目を総合的に学ぶことで、理工学的思考力を身につける新しい

教育の方法です。 

夜の学校 
月曜日～金曜日の 19 時 30 分～21時 30 分には、ラーニングセッ

ションが行われます。学習内容の確実な定着と次回授業に積極的

に参加するうえでの重要な課外学習です。もちろん担当教員がい

ますが、学生同士が教え合う場でもあります。また、英語で行わ

れる授業も多いことから英語のサポートも各自の習熟度に合わ

せて行います。さらに、授業以外で行わるプロジェクト活動を学

生自らが発案し、活動していく時間にもなります。 
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＜ステージ 2：ニュージーランドへ留学＞ 

3 年生は全員がニュージーランド・ダニーデン市

にある国立オタゴポリテクニクへ留学し、世界中か

ら若者が集まる環境で学びます。 

現地での生活は地元の家庭にホームステイします。

企業でのインターンやプロジェクト活動など様々な

プログラムが準備されています。 

学びの特色 

オタゴポリテクニク 
ニュージーランドで最も歴史のある国立の高等教育機関で、国際

高等専門学校（以下、本校）とは 2002 年から協力協定を結んで

います。ポリテクニクとは実社会で即戦力となる知識と技術の修

得に重点を置いた学校で、企業からの高い評価を得ています。オ

タゴポリテクニクでは、約 4,000 名の学生が在籍し、世界 27 カ

国から約 230 名の留学生が学んでいます。 

留学スケジュール 

4 月 白山麓キャンパスで留学前集中講義「グローバル

スタディーズ」を履修し、海外での学修や生活をし

ていくための準備を行います。留学中は、地元の家

庭にホームステイします。 

5 月 

6 月 

オタゴポリテクニクに到着後 2 カ月間は、「ファン

クショナルイングリッシュ」及び「工学基礎実技」

を履修します。これは通常の授業に入るための事

前学修となります。 

7 月～ オタゴポリテクニクの学生たちと一緒に、「テクニ

カルイングリッシュ」と、実技中心の専門科目を選

択し履修します。 

12 月～ 本校の学生のために設けられた「エンジニアリン

グデザインⅢ」にて、1カ月程度のインターンシッ

プあるいはプロジェクト活動を行い、その後 1 年

間の成果を論文にまとめ、プレゼンテーションを

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ステージ 3：大学生と共に学ぶ＞ 

4 年生・5 年生はより高度な English・STEM を学び

ます。また、金沢工業大学（以下、金沢工大）の学

生と連携した研究やプロジェクト活動を行います。 

学びの特色 

世代・分野・文化を超えた共創教育 
金沢工大はプロジェクトデザイン教育を軸として「世代・分野・

文化を超えた共創教育」を実践しています。本校の 4 年生・5 年

生では金沢工大の学部 4 年生や大学院生と連携した「高専・大学

クラスター研究プロジェクト」に取り組み、Society 5.0 の基盤

となる AI や IoT、ロボティクスなどの専門分野の実践力を高め

ます。 

世界の舞台で活躍できる能力を育む「アクティブでオープンな夢

考房キャンパス」を実現し、学生はそれぞれの夢やビジョンの実

現を目指してアクティブに知的創造活動に取り組みます。 

Challenge Lab 
高専・大学クラスター研究プロジェクトの拠点 
Challenge Labは「高専・大学クラスター研究プロジェクト」の

活動拠点の一つです。社会性の高い研究テーマに、学部・学科を

超えて学生や教職員が集まり、新しい技術に挑戦しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ステージ４：企業や地域との共創＞ 

企業や地域との共創（研究夢考房活動） 
高度な研究環境で、最先端のイノベーションプロジェクト

に取り組む 
本校卒業後は金沢工大 3 年次に編入、さらに大学院へ進み、高度

な研究環境で最先端のイノベーションプロジェクトに取り組む

ことができます。大学院では、ロチェスター工科大学への留学プ

ログラムがあります。ロチェスター工科大学とはデュアルディグ

リープログラムも用意されています。また、WACE（世界産学連携

教育協会本部:米国ボストン）にも加盟し、国際 COOP 教育を実施

しています。 
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正課・課外教育プログラムの充実と実施 

エンジニアリングデザイン I（１年生）の

最終発表会を開催 

人に役立つものづくりを目標に１年間取り組

んできた１年生の授業「エンジニアリングデザイ

ン I」の「最終成果発表」を令和７(2025)年１月

24日(金)に行いました。各チームはターゲットユ

ーザーへのインタビュー調査などを通して、そこ

に潜む問題や要望を発見・把握し、それらを解決

する装置等を製作して、プレゼンテーションに臨

みました。 

 

【温泉施設「比咩(ひめ)の湯」Ａチーム】 

本チームは温泉

従業員（以下、温泉

スタッフ）をサポ

ートする「温泉施

設英語案内システ

ム」を製作しまし

た。本校敷地内に

は「比咩の湯」とい

う温泉施設があり

ます。学生や地元

住民の他、観光客

も利用する施設で

す。本チームは温

泉スタッフへのイ

ンタビューを通して、初めて「比咩の湯」を訪れ

る外国人のお客様の中に、利用料金やチケットの

購入方法、温泉の使い方やルールが分からない方

が多く、英語で説明するのが困難だという点に着

目しました。そこで、海外からのお客様向けに入

浴料の支払い方や温泉の入り方などを英語の音

声・字幕付きの動画で説明するシステムを制作し

ました。アプリが動作するタブレットの周囲をか

わいらしく飾り付け、人が近付くのを検知して音

声案内するプログラムも組み込みました。動画に

はタイからの留学生が出演し、国際色豊かなプロ

ジェクトになりました。 

 

【温泉施設「比咩の湯」Ｂチーム】 

本チームは「温泉情報ガイドマスコット」を製

作しました。Ａチームと同様に本チームも温泉ス

タッフを手伝う製品を製作しました。温泉スタッ

フは、お客様に

「比咩の湯」温

泉について説明

する機会が頻繁

にあります。本

チームはインタ

ビ ューを 通し

て、温泉スタッ

フが外国人のお

客様へ「比咩の

湯」の魅力の伝え方やコミュニケーションに苦労

している場面があることが分かりました。 

そこで本チームは「温泉情報ガイドマスコット」

を制作しました。マスコットには白山に生息して

いる「オコジョ」をモデルに採用し、手に抱えて

いる桶のなかにパンフレットやグッズを入れる

ことができます。マスコットにはスピーカを内蔵

し、あらかじめ学生による英語と日本語で録音し

た温泉紹介メッセージを流します。当初は温泉施

設内を移動するロボットを製作する予定でした

が、都合により設置するタイプに変更しました。 

 

【体育館チーム】 

本チームは、体

育館の片付けを

サポートする「バ

ドミントンのシ

ャトル回収ロボ

ット」を製作しま

した。体育館をよ

く使用する先生

方にインタビュ

ーしたところ、体

育館をもっと綺麗に保ちたいとの声がありまし

た。バドミントン部が放課後の練習後に体育館に

散らばったシャトルコックを回収してケースに

入れて片付けるのが大変ということで、シャトル

コックを適当に投げ入れるとケースに自動的に

収めるロボットの製作に挑戦しました。自動でケ

ースに収めるのは難しく実現できませんでした

が、自動でものを運ぶことの難しさを学ぶことが

できました。特にシャトルコックの羽根の部分は

自動搬送の難易度が高い形状であり、実現できな

温泉施設英語案内システム 

温泉情報ガイドマスコット 

を紹介する学生 

シャトル回収ロボットを 

体験する教員 
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かったことをしっかり見直して、分析する大切さ

も学びました。 

 

【メーカースタジオチーム】 

本チームは「片付け

時間お知らせロボッ

ト」を製作しました。

本校にはメーカースタ

ジオと呼ばれるモノづ

くりのための施設があ

ります。放課後はいつ

もモノづくりが好きな

学生たちで賑わってい

ます。ただ、活動に集

中していると、メーカ

ースタジオを管理して

いる教員が学生たちに

片付けの時間を促しても、片付けに取り掛からな

かったり、夕食の時間が過ぎてしまい食事を摂り

忘れたりすることがしばしばあるようです。そこ

で、メーカースタジオチームは、片付け時間が近

づくと、現在時刻を表示しながら音声案内をして

スタジオ内を移動するロボットを製作しました。

大きな時刻表示と、ちょっとうるさいくらいの音

声案内が素敵なロボットになりました。本チーム

には NHK高専ロボコンに参加した学生が何人かい

ることもあり、タイヤによる移動、時刻表示など

の複数の機能がきちんと動作するロボットを製

作することができました。 

発表は全チーム英語で行い、外国人教員との質

疑応答も英語で行いました。日本の中学校に通っ

ていた学生たちは、英単語が出てこないこともあ

りましたが、入学からの１年間の生活で身に付い

た英語力を使い、自ら製作した製品のプレゼンテ

ーションを立派にこなしました。 

４・５年生のエンジニアリングデザイン

最終発表会を開催 

金沢キャンパスに通う国際高専４・５年生のエ

ンジニアリングデザイン最終発表会を１月 22 日

(水)に開催し、学生たちが研究成果を披露しまし

た。５年生はポスターセッション形式、４年生は

プレゼンテーション形式で、それぞれ英語で行い

ました。 

 

■５年生 

Development of Scratch Programming 

Materials to Control Spherical Robots by 

Image Recognition 

必修化した小中学校でのプログラミング教育

に対応する基礎的なプログラミング技術と画像

認識の教材を開発しました。使用するのは

Scratch の拡張機能とブロックプログラミングで、

Sphero(スフィロ)と呼ばれる球体のボールを操

作します。例として開発したのは鬼ごっこゲーム

で、Spheroを指で操作して鬼から逃げます。 

若いうちに Scratchに触れるハンズオン教育を

行うことで「難し

そう」というハー

ドルを取り払い、

プログラミング

や画像認識の基

礎知識のみなら

ず課題解決力を

楽しみながら伸

ばしました。 

 

Development of a Learning Website to 

Improve Secure Coding Skills by Fixing AI-

Generated Vulnerable Code 

サイバー攻撃が増加傾向にある現在、安全性の

高いプログラミングコードを書ける人材が求め

られています。この需要を満たすべく開発したの

は AI を活用してプログラミングの練習ができる

ウェブサイトです。５つのプログラミング言語に

対応した本サイトは ChatGPT を使って生成した

「脆弱性が高いコード」を、練習問題を解く要領

で修正することで、スキルを磨くことができます。

書いたコードは AI が評価し、的確にフィードバ

ックするなどアフターケアも充実していました。 

 

片付け時間お知らせ 

ロボットを操作する学生 

 

開発したウェブサイトを 

実際に使用する学生 
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The Effect of Music on Concentration while 

Studying 

勉強中に音楽を聴くことで効率が上がるのか

研究しました。使用した機材は脳波(EEG)を測定

する EMOTIV社のヘッドセット「Insight」で、様々

なジャンルの音楽をかけて脳波を記録しました。

平均的には５人の被験者が最も集中できたジャ

ンルはクラシック音楽という結果になりました

が、残念ながら個人差が大きく結論を導き出すに

は不十分でした。「音楽が集中に何らかの影響を

及ぼしていることは確認できたが、ジャンルその

ものより被験者の好みが想定以上に影響してい

る」と感想を述べました。 

 

Development of a Scrap Material Management 

System 

レーザー加工機は国際高専で最も使用頻度が

高い機械ですが、便利である反面、加工したアク

リルや木材の端材が残ってしまう場合がありま

す。余った端材を画像データとして取り込み、ユ

ーザーが切ろうとしている図形を自動的に配置

するシステムを開発しました。撮影ブースに端材

を設置するとアルゴリズムが図形を自動的に回

転・配置します。課題として計算に時間がかかっ

てしまう場合があり、回転の角度を調整するなど

の改善点があげられました。 

 

Predicting Stock Price Using Machine 

Learning 

投資で資産運用したい人のために機械学習に

よって株価の動きを予測するシステムを開発し

ました。日経平均株価、スペシフィック・リター

ン、RSI 14、ドルと円の為替レートのデータを元

に、グレンジャー因果性検定、ファクターモデル、

LightGBMで分析を行います。残念ながら明確な結

論にはたどり着けませんでしたが、改善すれば老

後の経済的安定を実現できると考えています。 

 

Development of a Simulator Considering 

Airflow for Safe Navigation of Small UAV in 

Mountainous Areas 

現在、中山間地域での配達員不足の解決策とし

てドローンによる荷物の搬送に期待が寄せられ

ています。課題は山岳地域の複雑な気流で、これ

に対処すべく中山間地域の気流をシミュレート

するプログラムを作りました。流体力学で用いら

れるナビエ–ストークス方程式で気流を予測し、

ラージエディシ

ミュレーション

で乱流を計算し

ます。プログラ

ムに現在の風の

状況を入力する

と色分けされた

地図が表示され

ます。 

現在は数百メートル四方しか計算できません

が、能登半島地震のような災害時に孤立集落へ物

資を届ける場合はピンポイントに地域を絞れる

ため、活躍の場があると考えています。 

 

Development of an ADHD Brain Training Game 

System 

ADHD(注意欠如・多

動症)患者が注意力を

鍛えることができる

脳トレーニングゲー

ムを開発しました。プ

レイヤーは画面に映

る図形をボクシング

の要領でパンチし、

Kinect がその動きを

読み取ります。装着し

た EEGヘッドセットが

AF4(右前頭部)と AF3(左前頭部)の脳波を計測し、

注意力を示す TBR(シータ／ベータ比)を算出して

効力を測りました。残念ながら今回の実験では

TBR に有効な変化が見られませんでしたが、計測

改善のヒントを得られました。 

 

Serious Game for Fire Extinguisher Training 

日本は低い火災件数に対して死亡率が高い。こ

れは避難が遅れがちな高齢者が多いことと、初期

消火の訓練が少ないことが原因です。低コストか

つ正しい初期消火の知識を身に付けられる教育

用ゲームを Unity で開発しました。Blender で作

った 3Dモデルに UVマッピングでテクスチャを付

け、ピンを抜くなどの正しい手順や火の根本を狙

う必要があるなど本格的な作りに仕上げました。

ブースでは開発したゲームを実際に遊ぶことが

可能で、発表を聞いた参加者が試遊しました。 

  

研究内容を説明する学生 

学生(奥)が作ったゲームを 

体験する教員(手前) 
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■４年生 

XR Display Research 

リモート会議・授業中の人間の目線を研究対象

にしました。２Ｄ画面上の人間の顔は、角度が変

わっても目が合っているように感じる「モナ・リ

ザ効果」が存在し、それによって情報が正しく伝

達されないと考えました。現実世界とは違う人間

の目線が視聴者に与える影響を調べ、コロナ禍が

収まっても普及し続けるバーチャル環境を、より

リアルに近づける方法を探りました。発表では３

Ｄスキャナーで取り込んだマネキンの頭部でモ

ナ・リザ効果のデモンストレーションを行いまし

た。 

 

Bee-hive Management System 

養蜂家が悩ま

されているミツ

バチのダニ被害

を解決する研究

を発表しました。

損害は甚大で、巣

箱のミツバチが

全滅することも

あります。ダニは高温多湿を好み、養蜂で用いら

れるミツバチは西洋生まれなため、日本の高い湿

度には羽で換気を行う程度しか対抗手段を持ち

ません。そこで巣箱を除湿するシステムを考案し、

その第一歩として巣箱の湿度を測定する装置を

開発しました。 

使用したのは Raspberry Pi、Env3 センサ、

Pa.HUBハブユニット、M5stackマイクロコントロ

ーラで、複数のセンサが感知した湿度をグラフで

表示し、平均値が高ければ空調ファンを動かしま

す。今後の課題は正確性と電源の確保です。 

 

Live Motion Capture Streaming 

31 号館に導入されたばかりのモーションキャ

プチャーを利用して、ライブ動画配信サービスで

３Ｄモデルをリアルタイムで動かすシステムの

構築を目指しました。使用したソフトは

OptiTrack、Motive、Unreal Engineで、被写体の

動きをモーションキャプチャーで取り込んで３

Ｄのキャラクターを動かし、それをライブ配信し

ます。AIにオリジナルのキャラクターを描いても

らい、Meshy.ai で３Ｄモデル化します。これを

Unreal Engineに取り込みスケルトンを設定しま

した。その後は OBS上に様々な学校の背景を映し

て、バーチャル学校案内のライブ配信を試みまし

た。 

 

ED 4 Part 2 

エンジニアリングデザイン IV の活動として２

人の学生で高専ロボコンに出場しました。2024年

の高専ロボコンは２台のロボットを製作し、ロボ

ット１に投げ飛ばされたロボット２がボールや

箱を回収する競技でした。二つのエリアの間には

「川」があり、ロボット２は川を乗り越えて戻っ

てくる必要があります。 

少人数チームなため試作機を複数作れないと

判断し、ロボット２はあえて本番機で一発勝負す

る決断を下しました。その代わり、ロボット１は

様々な投てき方法を試しながら５台の試作機を

製作し、バネで強化した平衡錘投石型の機構が完

成しました。投げ飛ばされたロボット２は着地の

衝撃をエアバッグで吸収し、箱を回収したあとア

ームを伸ばして「川越え」する作戦をとりました。 

しかし、やはり人数不足で時間に追われたため

ロボット２の調整が完璧ではなく、当日に急遽義

務付けられた改造に対してエアバッグのサイズ

が大きすぎたため、本番でひっかかってしまいま

した。それでもその独自性とサイズの大きいロボ

ットを飛ばすチャレンジ精神が評価され「デンソ

ー特別賞」を受賞しました。 

除湿システムをプレゼンする学生 
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STEM Fair2024 を開催 

国際高専白山麓キャンパスで９月 18 日(水)・

25日(水)の２日間に１年生と２年生の STEM Fair

を開催しました。本校では夏季休暇中の宿題とし

て、授業の内容にとらわれない STEM プロジェク

トを課しており、その成果発表の場として STEM 

Fair を開催しています。STEM プロジェクトは自

分の興味あるテーマについて、実験や製作を通し

てより知識と技能を深めてほしいと期待してい

ます。 

STEM Fairでは、学生は自分のテーマとその成

果についてポスターを英語で製作し、ポスターセ

ッションの形式で発表します。ネイティブの教員

には英語で説明しなければならず、発表の準備に

も時間がかかるため、学生にとってはかなり大変

な発表会です。 

評価については、国際理工学科の理科科目教員

が審査員を務め、本校の全教員を招待し、発表を

聞くことができます。「研究内容」「ポスターの出

来」「発表態度(英語含む)」を総合して評価し、優

秀な評価を得た学生には賞状と副賞を贈ります。 

【２年生の受賞者】 

Best STEM Project Award 1st Place：太田光貴

(おおたみつき)さん 

Best STEM Project Award 1st Place：安田 萱(や

すだかや)さん 

SDG’s Award：中澤琉月(なかざわるうな)さん 

Special Award：青山貴恵斗(あおやまきえと)さ

ん 

Special Award：石田ゆら(いしだゆら)さん 

Special Award：江口太一(えぐちたいち)さん 

Special Award：村井優風香(むらいゆうか)さん 

 

【１年生の受賞者】 

Best STEM Project Award 1st Place：五百蔵蒼

天(いおろいそうま)さん 

Best STEM Project Award 1st Place：万江琴莉

(まえことり)さん 

SDG’s Award：ラパナンラット・パンタワットさ

ん 

Special Award：中澤円香(なかざわまどか)さん 

 

１年生は自分の興味を追求したユニークで多

様なプロジェクトが多く、もう少し踏み込んだ実

験や考察があるとより良くなる発表が多く見ら

れました。２年生はより科学的なテーマとなり、

データの取得とグラフ化がしっかりできていま

した。令和６(2024)年度は、海外英語研修に参加

した学生は STEM Fairではなく、成果報告会で発

表を行ったので、STEM Fair に参加した人数は少

なかったですが、全体的に非常に良くできていま

した。また、ほとんどの学生が前年度のプロジェ

クトと比べると、内容、発表ともにレベルアップ

している様子が窺えました。将来の高専５年生・

大学での研究活動のための第一歩として十分な

成果でした。 

自作の風洞実験装置のデモンストレーションを 

行って発表する太田さん(左) 
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ICT Startup Competition 2025 を開催 

本校はグローバルイノベーターの育成を目指

し、白山麓キャンパスと金沢キャンパスにビジネ

スアイデアを形にするためのメーカースタジオ

の環境整備を進め、更にはイノベーション基礎や

ビジネスマネジメント基礎という科目を整備し、

ビジネスマインドの醸成にも力を入れています。 

２月 21 日(金)に第２回となる ICT Startup 

Competition 2025 を金沢工業大学のイノベーシ

ョンホールで開催しました。なお、同イベントは

全て英語で行い、質疑応答も英語で実施しました。 

当日は、パネルディスカッションを午前中に行

い、講師として北陸先端科学技術大学院大学未来

創造イノベーション推進本部特任教授の内田史

彦教授、タイ王国のスタートアップ支援機関であ

るナレッジ・エクスチェンジよりマタス・ダニエ

ラビシャス氏、TSFC Securities Public Company 

Ltd.副社長のキッティナンド・ピタヤプリチャン

グ氏、スタートアップ・ウィークエンド金沢リー

ドオーガナイザーの増井大樹氏が登壇し、海外の

スタートアップ事情並びに、日本のスタートアッ

プ事情について活発なディスカッションを行い

ました。 

特に、日本ではスタートアップ事業は始まった

ばかりで、近年日本政府も５ヵ年計画を打ち出し、

国内におけるスタートアップの創出に対し多額

の資金援助を含め活発な動きがあることが紹介

されました。 

また、午後のセッションでは、ベトナム、マレ

ーシア、タイ、日本の各大学や高専の学生による

ピッチングイベントを開催しました。今回はアジ

ア地域の学生も参加し、オンラインと対面両方を

活用したイベントとなりました。 

ピッチングでは、３分間の発表と、９分間の質

疑応答を行い、パネラーを務めた各講師による鋭

い質問に対し、発表者が戸惑いながらも真剣に受

け答えしました。 

本校からも３チームが登壇し、それぞれ緊張し

ながらも堂々と発表し、審査員からも高い評価を

得ることができました。 

第２回目となる今回は、海外からの学生も参加

した初めての国際的なイベントとなりました。各

国の学生たちは自国の抱える社会的問題をどう

解決するかといったビジネスアイデアを紹介す

るチームも多く、魅力的なピッチングが多く披露

されました。 

学生たちにとっては、このようなピッチングイ

ベントを通じて、自身のアイデアがどのような社

会価値を生み出そうとしているのか、これまであ

まり考えた事のない、リアルな視点で物事を考え

るきっかけになりました。 

本校では、今後も高度な技術力を身に付けつつ、

その力をどう社会に生かしていくかといったビ

ジネスマインドも兼ね備えた、グローバルイノベ

ーターの育成を推進します。 

笑顔で記念写真に納まる講師と学生たち 

笑顔で記念写真に納まる講師と学生たち 
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「第２回高専起業家サミット」に国際高

専から２チームが出場 

独立行政法人国立高等専門学校機構と月刊高

専が主催する、第２回高専起業家サミットが２月

24 日(月・祝)と 25 日(火)の２日間に亘り東京の

一橋講堂で開催され、本校の２チームを含む全国

の高専生 36チームが参加しました。 

本サミットは、起業を目指す全国の高専生が一

堂に会し、ビジネスプランの発表や相互交流を行

う場で、令和５(2023)年度に始まりました。本校

は２年連続の出場となりました。 

多様な社会課題に挑み、地域コミュニティのよ

り良い未来を築くアイデアを発掘・支援する「ソ

ーシャルドクター部門」に“PlayGround”という

チーム名で１年生の Lapananrat Pantawat(ラパ

ナンラット・パンタワット)さんをリーダーに、２

年生の中山 尚(なかやましょう)さんと村井優風

香(むらいゆうか)さんの３人が出場しました。ま

た、既存組織の枠組みを越えて新たな事業や価値

を創出する人材を発掘・支援する「イントラプレ

ナー部門」に“キウイ同好会”というチーム名で、

１年生の万江琴莉(まえ・ことり)さんをリーダー

に中澤円香(なかざわ・まどか)さんの２人が出場

しました。 

事前に各チームとも主催者側が選任した社会

人メンターによるオンラインメンタリングを２

回受け、そのアドバイスをもとに、Tossa Mebusaya

准教授、 Sangenchai Apirak 助手、 Rattiya 

Mebusaya 氏から発表内容やプレゼンテーション

に関する指導を受けて当日に臨みました。 

初日の 24 日

(月・祝)は翌日の

発表準備やポス

ターの掲示のあ

とに開会式と交

流会が行われま

した。交流会では

全国から参加し

ている高専生同

士で連絡先を交換するなど、積極的にコミュニケ

ーションを取りました。 

25 日(火)に部門ごとに分かれて各チームがプ

レゼンテーションを行いました。プレゼンテーシ

ョンは、３分間のピッチと審査員による６分間の

質疑応答の合計９分間で行われました。また、並

行して別会場で開催されたポスターセッション

では発表内容に関する様々な質問に丁寧に回答

しました。 

 “PlayGround”チ

ームの Lapananrat 

Pantawat さんは英

語でプレゼンテーシ

ョンし、タイからの

留学生として日本の

生活で感じた実体験

をもとに海外から日

本に来た外国人が安

心して日本のコミュニティに参加できるビジネ

スプランを提案しました。質疑応答は中山さんが

担当しました。 

“キウイ同好会”チームの万江さんは、ニュー

ジーランドに留学をしている本校の３年生が感

じている課題をもとにニーズを確認し、香りのお

守りというビジネスプランについて発表しまし

た。 

両チームとも表彰には至りませんでしたが、他

校の発表内容に大いに刺激を受けました。 

記念写真に納まる参加学生 (左から)万江さん、中澤さん、 

パンタワットさん、村井さん、中山さん 

他校の学生と交流する本校生 

ポスターセッション会場で 

来場者に対応する中山さん 
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高専ロボコン 2024 東海北陸地区大会で

「デンソー特別賞」と「マブチモーター特

別賞」を受賞 

アイデア対決・全国高等専門学校

ロボットコンテスト 2024 東海北陸

地区大会が 10 月５日(土)、６日

(日)に静岡県沼津市で開催され、金

沢キャンパスのＡチーム「ХАЙР

ТАЙ ШҮҮ ３k」(読みはハイリタ

イシュウサンゼン)と、白山麓キャ

ンパスのＢチーム「飛び砲台」が参

加しました。 

片道８時間のバスでの長旅とな

りましたが、参加した学生たちは移

動の疲れを見せることなく、現地で

も精力的にロボットの調整に取り

組みました。今回の大会のテーマは

「ロボたちの帰還」で、ロボットが

ロボットを飛ばし、飛ばされたロボ

ットがオブジェクトを回収して帰還するという、

難易度の高いものでした。特に、飛ばされたロボ

ットが着地の衝撃で壊れることが、練習中や本番

でも多く発生しました。両チームの学生は、ロボ

ットが壊れる度に修理し、不具合を改善し、より

良いロボットとなるように製作に取り組んでき

ました。 

Ａチームは衝撃吸収にエアバッグを用い、帰還

時にはクレーン車のようなアームを伸ばす仕組

みのロボットを製作しました。ただ、メンバーが

３人と少ないこともあり、ロボットの調整をしっ

かりと最後まで行うことができませんでした。大

会当日も会場で調整作業を進めましたが、惜しく

もエアバッグをつかってロボットがふんわり着

地する様子を見せることはできず、予選リーグ２

敗という結果となりました。しかし、少ない人数

での活動にも関わらず、ロボットに様々な工夫を

取り入れたことを評価され「デンソー特別賞」を

受賞しました。 

Ｂチームのロボットは着地で上下が逆さまと

なっても、ロボット

が動作を継続できる

ように構造を工夫

し、試合でもその様

子を見せることがで

きました。予選リー

グでは１勝１敗の成

績となり、決勝トーナ

メントへの進出は逃したものの、若い学生たちの

取り組みが評価され「マブチモーター特別賞」を

受賞しました。 

両チームともに全国大会への進出は叶いませ

んでしたが、日頃の活動の成果を十分に発揮でき

ました。 

横断幕を手に駆け付けた鹿田校長(左上)と国際高専応援団 

「デンソー特別賞」を受賞したＡチーム 「マブチモーター特別賞」を受賞したＢチーム 

真剣に試合に臨むＡチーム 
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全国高専プロコンで敢闘賞を受賞 

全国高専プログラミングコンテストが 10 月 19

日(土)から 20日(日)に行われました。第 35回を

迎えた今回は奈良高専が主管し、「なら 100 年会

館」で大会が開催されました。本校からは、課題

部門に１チームが参加しました。２年生の江口太

一(えぐちたいち)さん、角 隼(すみはやと)さん、

中澤琉月(なかざわるうな)さん、１年生の五百蔵

蒼天(いおろいそうま)さん、藤原聖也(ふじわら

せいや)さんによる学年混合のチームでした。 

今回の課題部門は「ICT を活用した環境問題の

解決」というテーマで行われました。本校のチー

ムは「だすぽす -農家と家庭をつなげる堆肥共有

プラットフォーム-」という作品で出場しました。

「だすぽす」は、スマートコンポスターとモバイ

ルアプリケーションで構成されるシステムで、ス

マートコンポスターは自動化により生ごみを堆

肥化する手間を省き、モバイルアプリはコンポス

ターとの同期を行う他、作られた堆肥を必要とす

る農家や家庭菜園を行う人と、コンポスターユー

ザーをつなぐ、情報・物々交換のためのプラット

フォームとなるシステムです。一般家庭が生ゴミ

を簡単にコンポストにできるようにし、それを流

通させることで、本来捨てられるものであった生

ごみを気軽に有効活用できるようにし、家庭から

環境問題に取り組めるようにしたものです。 

本選では、初日にプレゼンテーション審査、２

日目に３回のデモンストレーション審査とマニ

ュアル審査が行われ、本校は敢闘賞を受賞しまし

た。 

他校の参加作品の完成度・技術レベルが非常に

高い中でも、本校の作品は審査員から良い評価を

得られましたが、実際の運用試験等までは行えて

いなかったことが惜しいポイントとなりました。

しかし、今回の作品はちゃんと動くコンポスター

とモバイルアプリケーションの完成まで持って

いけたので、学生たちは非常に良くやったといえ

ます。また、多くの企業人と意見交換できたこと

が学生にとって良い刺激になりました。 

 

ポスターを使って「だすぽす」の説明をする学生 

プレゼンテーションをする学生 

会場前で記念写真に納まる学生 
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国際高専が京都の e-kagaku 国際科学教

育協会と連携協定 

本校は、令和６(2024)年５月７日(火)に一般社

団法人e-kagaku国際科学教育協会(京都市伏見区、

代表理事：北原達正)及び株式会社サイエンス・ラ

ボ(京都市伏見区、代表取締役：北原達正)との連

携協定調印式を金沢キャンパスの校長室で執り

行いました。 

 e-kagakuは「科学を通じた人間教育」を目指し

て、AI・データサイエンス、ICT、IoT、科学コン

テスト等の開催や国内外の科学教育団体・ロボッ

ト関連団体との協力、交流事業を実施しています。

なかでも世界初のジュニア衛星プロジェクト

「Space Satellite Project」は、超小型衛星に世

界で初めてレーザー反射装置を搭載し、世界のレ

ーザーサイトと協力して正確な軌道を求める、中

高生が主体のクラブ活動で、令和7（2025）年に打

ち上げが予定されています。また、サイエンス・

ラボは各地の科学教室のコンサルタントや教材

開発に取り組む企業です。本プロジェクトに取り

組んできた山本叶夢(やまもと・かなむ)さんが

2023年に本校に入学し、引き続き本プロジェクト

の設計開発メンバーに選出されたことがきっか

けとなり、今回の協定締結に至りました。 

◇協定の趣旨および今後の展望 

スポーツでは13歳、14歳でもオリンピックの選

手が出たり、金メダルを獲得したりしています。

なぜスポーツでそれができるかというと、最初か

ら大人と同じものを使って、同じゴールに向かい、

年齢に関係のない予選があるからです。一方、科

学は残念ながらそうはなっていません。スマート

フォンはリチウムイオン電池やセンサ、カメラ認

識等の技術で構成されていますが、海外では子ど

もの頃からそういう技術を使って開発をしてい

ます。３Ｄプリンターを当たり前に使っている海

外と、特殊な人が使うと思われている日本ではそ

もそもスタートラインが異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 山本さんが使うシミュレーションソフト

MATLABは世界の自動運転企業の70％に採用され

ていて、これらの企業が集まるシンポジウムで山

本さんは賞をとり、その後、国際高専に進学しま

した。中学生のときにそういう実績を持った子を

更に伸ばしたり、ステージを上げたりするため、 

e-kagakuと連携協定を締結しました。 

 小学生から、自動車メーカーや宇宙航空研究開

発機構（JAXA）でも採用されているソフトウェア

を使ってJAXAと共同研究し、中高生主体で衛星を

打ち上げるプロジェクトを実施している e-

kagaku と連携することにより、山本君だけでは

なく国際的に活躍する人材を伸ばしていきたい

と期待しています。 

 本協定を基に、10月27日(日)に金沢キャンパス

にて、小学3年生から中学2年生までを対象に「ス

ペースロボットを体験ここにしかないチャレン

ジ宇宙探査ローバーを作ろう」と題し、自由な発

想で本物の宇宙探査ロボットと同じロボット作

りを行うイベントを開催しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協定書にサインする鹿田校長(左)と北原氏 

協定書を持って記念写真に納まる 

鹿田校長(左)と北原氏 
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「知的財産に関する講話」実施 

金沢キャンパスで、７月５日(金)午後３時10分

から４・５年生を対象として「知的財産に関する

講話」が実施されました。講師にはINPIT石川県知

財総合支援窓口の弁理士である橋爪慎哉(はしづめ・

しんや)氏をお招きし「知的創造活動と知的財産～

私たちの暮らしを支えるために～」と題して講演

をいただきました。 

前半は資料とパワーポイントに基づいて、知的

財産制度の概要と知的財産の種類についての説

明がありました。知的財産には経済産業省が管轄

する「特許・実用新案」「意匠」「商標」と文部科

学省が管轄する「著作権」があり、それぞれ法律

により保護されていることが述べられました。一

言に知的財産といっても種類があり、申請方法や、

権利が保護される期間も異なり、学生たちも話し

に聞き入っている様子でした。 

後半はWEBサイトを利用して実演を交えての講

演となりました。利用した特許情報プラットフォ

ーム「J-PlatPat」は、特許・実用新案、意匠、商

標の情報を検索・閲覧できるサービスです。こち

らをもとに実際に登録されている情報を検索に

よって絞り込み、自分が検討している特許に関連

する先行事例をみつけ、確認、比較検討する方法

を実演されました。 

今回の講演が、日頃学生が自ら創造したものの

価値を確認・認識し、その権利を守ることにつな

がるとともに、学生による知的財産申請が増加す

ることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山麓キャンパスでスポーツフェスティ

バルを開催 

白山麓キャンパスで１、２、４、５年生合同の

「スポーツフェスティバル」を６月22日(土)に開

催しました。例年、スポーツフェスティバルは金

沢キャンパスで行っていましたが、今回は初めて

白山麓キャンパスで開催しました。４、５年生に

とっては、久しぶりに白山麓キャンパスに戻り、

１、２年生とスポーツを楽しむ良い機会となりま

した。当初は、50人近い学生がバスケットボール・

バレーボールコート１面とバドミントンコート

３面だけで全員が競技に参加できるのか心配で

したが、全員プレーできるように学生会が工夫し

ました。 

午前は室内でバスケットボール大会、外では鬼

ごっこを楽しみました。芝生のグランドで鬼役の

教員たちは学生たちを追いかけました。学生たち

の逃げ足に追いつくのは大変でした。体育館で行

われたバスケットボールは激しい試合となり、下

級生が先輩に挑戦する姿が印象的でした。 

午後は、まずバドミントンの試合が行われまし

た。今年は例年以上に白熱した戦いが繰り広げら

れました。多くの１、２年生は放課後にバトミン

トンの練習に励みました。練習の成果が実を結び、

４、５年生よりも強いことを証明しました。 

最後にバレーボール大会が開催されました。ま

ずは学生チーム同士が試合し、優勝した学生チー

ムは教員チームと対決し、楽しい試合が繰り広げ

られました。 

この素晴しいスポーツフェスティバルを計画

してくれた学生会、そしてベストを尽くしてくれ

た学生たちのおかげで、参加者全員が競技を楽し

むことができた一日となりました。 

白熱した試合をする学生 

知的財産について講話する橋爪氏 
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スポーツフェスティバル第 1 回駅伝大会

を開催 

令和６(2024)年度スポーツフェスティバル第

１回駅伝競技大会が、11月９日(土)に白山麓キャ

ンパスランニングコースで開催されました。これ

は、白山麓キャンパスの１、２年生と、金沢キャ

ンパスの４、５年生をミックスし、教職員も含め

た１チーム15人でチームを構成して、両キャンパ

スの交流を図ることを目的に企画されました。 

ルールは１周700メートルのコースを、１チー

ム合計30周をタスキで繋ぐというものです。また、

一人必ず１周は走り(15周分)残りはチームで相

談をして分担します。 

当日は、天候にも恵まれ、学生・教職員共に素

晴らしい走りでとても盛り上がりました。特にタ

スキを繋ぐ場面では、多くの激励の声が上がり、

各チームのランナーの走りにも一層力が入りま

した。初めての試みでしたが、大きなトラブルも

なく無事終了することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山麓キャンパスでハロウィンイベント

を開催 

毎年ハロウィンが近づくと、白山麓キャンパス

の校舎内は、学生たちとラーニングメンターたち

によって、ハロウィン仕様に飾り付けが行われま

す。学生たちとラーニングメンターたちは、大階

段をハロウィン仕様に可愛らしく装飾したり、床

から吹き出ているエアコンの吹き出し口に絵が

描かれたビニール袋を貼り付けたりしました。ビ

ニール袋には、可愛いオバケなどが描かれました。

ビニール袋が風でユラユラとオバケのように揺

れる姿がとても可愛らしく、教職員からも大好評

でした。 

英語科目担当のイアン・スティーブンソン先生

主催の「ジャック・オー・ランタン」作りが10月

24日(木)に開催されました。今年は天候と野生猿

の影響により、イアン先生の庭でパンプキンを収

穫することができなかったため、今年のジャッ

ク・オー・ランタンは全てペーパーマシェと呼ば

れる紙粘土の素材を使って製作することになり

ました。 

１年生の万江琴莉(まえ・ことり)さん、中澤円香(な

かざわ・まどか)さん、伊藤綾音(いとう・あやね)さん、

村山 毅(むらやま・たけし)さん、そして、ラーニング

メンターのシャーデー・モーア先生がそれぞれの

ジャック・オー・ランタンを作り、仕上がったジ

ャック・オー・ランタンの中にライトを入れ、校

舎の向こう側にある「道の駅 瀬女」から見える位

置に吊るしました。中澤さんは、牙を切り出して

星の目をしたモンスターを作り、万江さんは緑の

髪の毛のジャック・オー・ランタン、伊藤さんは

「カボカボ」というオリジナルのパンプキンキャ

ラクター、村山さんのパンプキンはコウモリへと

姿を変えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素晴しい走りを見せる学生と教員 

ジャック・オー・ランタン作りに

夢中になる学生と先生 
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10月25日(金)のラーニングセッション(夜の学

校)オプショナルの日には「校内かくれんぼ」が開

催されました。かくれんぼは４ラウンド行い、隠

れる学生たちは校舎棟の中に身を潜め、探す学生

は第１ラウンドでは５分間、第２～４ラウンドで

は10分間で隠れている学生たちを探し出しまし

た。探し出す学生の人数は各ラウンドにつき３～

６人で、制限時間内に見つけ出すのがルールでし

た。 

普段とは違う静かで真っ暗な学校の雰囲気が、

より一層スリルを加え、学生たちはとても楽しみ、

当初、３ラウンドでかくれんぼを終了する予定で

したが、追加するほど盛り上がりました。制限時

間内に見つからなかった学生たちにはラーニン

グメンターからお菓子がプレゼントされました。 

10月31日(木)は、白山麓キャンパスでは教職員

や学生たちがハロウィンの仮装をして授業を行

い、キャンパス全体がハロウィンムード一色に染

まりました。学生たちはキャラクターや映画の主

人公の衣装、教職員はメイド服やホットドッグな

どの衣装を身にまとい、ユニークなスタイルで授

業をしました。 

さらに、昼食には、ハロウィンスペシャルメニ

ューが提供されました。可愛いオバケの形をした

サラダや、焼き立てのパンやクッキーが７種類も

並び、学生たちは楽しそうに好きなお菓子を選び

ながらハロウィン気分を満喫しました。 

授業終了後「ハロウィンコスチュームパレード」

が開催されました。学生と教員はステージを歩き、

観客の前でポージングを決め、自分たちで考えた

演劇などを披露しました。中でも、１年生の伊藤

さん、中澤さん、万江さんは映画「キョンシー」

の主人公の衣装をお揃いで着用し、音楽に合わせ

てダンスを披露しました。その瞬間、会場からは

「可愛いー！」と歓声が上がり、大いに盛り上が

りました。また、授業中には仮装を身に付けてい

なかった１年生のパンタワット・ラパナンラット

さんは、ハロウィンコスチュームパレード開催直

前に巨大な恐竜の衣装を身に付けて登場し、会場

は驚きと笑いに包まれました。 

ハロウィンコスチュームパレード終了後「最も

面白い」「最も怖い」「最も可愛い」「最もクリエイ

ティブ」で賞のコスチュームを決めるコンテスト

が行われました。 

最後に、ピニャータが行われました。ピニャー

タとは、メキシコのお祝い事で有名な行事で、く

す玉を叩いて割るゲームです。目隠しした学生は

周囲の声を参考にしながら前後左右に進み、くす

玉を叩き割りました。くす玉に入ったお菓子が飛

び散る瞬間は歓声が上がりました。 

10月の白山麓キャンパスは、ハロウィンムード

一色となり、楽しい雰囲気に包まれました。本校

ならではのハロウィンイベントであり、学生たち

にとっても特別なひと時になりました。 

 

メキシコの行事「ピニャータ」で盛り上がる学生たち 

色々な仮装をして記念写真に納まる学生と教職員 

仮装をしながら授業をする先生と学生 
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クリスマスパーティーを開催 

【金沢キャンパス】 

金沢キャンパスのクリスマスパーティーを12

月24日(火)に31号館１階で開催し、４～５年生と

教職員が美味しい食事と楽しい時間を共有しま

した。部屋はツリーを含みクリスマス色に飾り付

けされ、テーブルにはピザ、サラダ、チキン、ク

ッキー、ポテトチップスやポップコーンなどのス

ナック菓子とドリンクが並びました。 

食事の後は各ブースで、ボードゲームで遊んだ

り、談笑を楽しんだりしました。参加者が全員揃

ってからは、プレゼントを購入した者同士でシー

クレットサンタのプレゼント交換会をしました。

クリスマスツリーの下にプレゼントを並べて、く

じで引いた番号をそれぞれ開けました。ユニーク

なプレゼントが沢山ありましたが、不思議とそれ

が似合う者が手にし、喜びと笑いが溢れました。

最後に皆でチョコレートケーキを食べてパーテ

ィーは解散となりました。 

【白山麓キャンパス】 

リビングコモンズで11月29日(金)の放課後に、

学生と教員とで協力してクリスマスツリーを飾

り付けました。ツリーの組み立てからスタートし、

学生と教員は色とりどりのオーナメントやキラ

キラ輝くライトを次々と飾り付けました。そんな

中、学生とドミソン・アブワン先生がクリスマス

ソングに合わせて踊ったり、学生をクリスマスツ

リーに見立ててオーナメントを飾ったりといっ

たユニークな場面もありました。学生と教員は階

段や自動ドアにもデコレーションし、校内全体が

クリスマスムードに包まれました。 

12月24日(火)、クリスマスを祝うため、希望者

を対象とした教職員と学生でプレゼント交換会

を開きました。まず初めに教職員で「ホワイト・

エレファント・プレゼント交換」をしました。こ

のプレゼント交換は、自分が用意したプレゼント

が誰に届くか分からないので、全ての性別や年代

にも贈ることができるプレゼント選びが必要と

なります。参加する教職員は、番号が書かれた紙

を引いて、引いた番号のプレゼントを受け取りま

す。全員が番号を引き、プレゼントが行き渡った

ところでプレゼントを開きました。どのプレゼン

トも冬の季節に適した素晴しい物ばかりでした。 

また、ラーニングセッションの時間に学生たち

へのクリスマスプレゼント交換を開催しました。

パーティーをより楽しむために、ラーニングメン

ターたちはプレゼントを隠して学生に見つけ出

してもらうことにしました。プレゼントを見つけ

た学生は中央に来て、プレゼントを開きました。

どの学生もワクワクしながらプレゼントを開け

ました。プレゼント交換の後は、ラーニングメン

ターがパーティーのためにお菓子を用意しまし

た。寒い日に最適なホットココア、クッキー、チ

ョコレート、ポップコーンなどを食べて楽しい時

間を過ごしました。学生みんなが楽しんでくれた

クリスマスパーティーとプレゼント交換会でし

た。 

交換したプレゼントを開ける学生 

プレゼントを手にクリスマスツリーを囲み 

写真に納まる学生と教員 
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国際会議 IWMCA2024 でラーニングメン

ターのアピラク・サンゲンチャイ先生が

最優秀論文賞を受賞 

本校のラーニングメンターのアピラク・サンゲ

ンチャイ先生が８月 11日(日)から 13日(火)にか

けて北海道大学で開催された、国際会議 The 

first International Workshop on Mobile 

Communications and Applications (IWMCA2024)

で「最優秀論文賞(Best Paper Award)」を受賞し

ました。 

同賞は本会議で行われた 41件の発表の中から、

最も優秀であると認められた４件の論文に対し

て送られました。 

アピラク先生は現在、ラーニングメンターとし

て課外における STEM 科目を担当する傍ら、併設

校の金沢工業大学大学院工学研究科博士前期課

程(修士課程)情報工学専攻２年次に在籍し、研究

指導担当教員の中沢 実教授のもとで修士論文に

取り組みました。 

 

発表タイトル:Real-time Forklift and Worker 

Detection in the Warehouse for Work Zone 

Safety 

著 者 ： Apirak Sang-ngenchai 、 Minoru 

Nakazawa(Kanazawa Institute of Technology) 

 

【受賞したアピラク先生の研究について】 

製造現場における工場内のフォークリフトと

作業員の安全確保は極めて重要です。この研究は、

高度なディープラーニング手法を使用して、危険

区域内のフォークリフトと作業員を迅速に検出

するフレームワークを提案しています。このプロ

セスは、管理者や監督者が潜在的に危険な傾向や

パターンを早期に特定することを支援するため

に、工場内に設置されたカメラからフォークリフ

ト作業者をリアルタイムで監視することを目的

としています。これを達成するために、研究プロ

ジェクトは、畳み込みニューラルネットワークを

用いました。特に物体検出のための“You Only 

Look Once(YOLO) "アーキテクチャの活用と改善

の提案をしています。研究の結果、本アプローチ

は 85％以上の検出精度を達成することがわかり

ました。この研究プロジェクトは、工場内の安全

基準と作業効率を大幅に向上させる可能性があ

ります。 

 

中沢教授(左から３人目)と共に 

写真に納まるアピラク先生(左から２人目) 

アピラク・ 

サンゲンチャイ先生 
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Ⅱ．グローバル化への取り組み 

3 年生 17 人がニュージーランドへ出発 

国際高専３年生 17 人がニュージーランドのダ

ニーデンに向けて 19時 45分発ニュージーランド

航空 90 便に搭乗し、４月４日(木)成田空港から

出発しました。 

空港では本学教員の津田明洋准教授、留学支援

課の小沢香澄、及び保護者の方々の見送りを受け、

学生たちは留学への期待を胸に笑顔で留学をス

タートさせました。途中オークランドで乗り継ぎ

を行い、現地時刻で４月５日(金)午後２時 30 分

に無事にダニーデン空港に到着しました。オタゴ

ポリテク職員の温かい歓迎を受け、キャンパスへ

向かいました。道中、長閑なニュージーランドの

風景を目の当たりにして、感動の声が聞こえてき

ました。キャンパスに到着すると、いよいよホス

トファミリーとの対面、期待と緊張の様子でホス

トファミリーと初顔合わせをし、学生がお互いに

エールを掛け合って各家庭へと向かっていきま

した。 

ホストファミリーと過ごした週末の後、４月８

日(月)は初めての登校となり、オタゴポリテクの

歓迎式に参加しました。歓迎式(ミヒ フアカタ

ウ)は、ニュージーランドのマオリ族の伝統的な

形式で行われ、オタゴポリテクニク代表者からの

マオリ語と英語での温かい言葉と美しい歌声の

歓迎を受け、学生代表の出口天仁(でぐち･てんじ

ん)さんがお礼の言葉を述べた後、学生全員で

GReeeN の「キセキ」の合唱を贈りました。この歌

は、人生の中で出会った人や、起こることは奇跡

的で、それを大切にしたいという想いで、出発前

に学生たちが選び、練習していた曲です。気持ち

を込めた双方の歌声に、学生は感銘を受け、また

オタゴポリテクニクの関係者からも「感動し学生

の団結力を感じた」との言葉をいただきました。 

初めの 1 週間はオリエンテーションが行われ、

オタゴの担当者から学校生活及びニュージーラ

ンドでの生活についての説明がありました。日本

とは異なる事も多々あるが、それを受け入れて馴

染んでいくことが異文化体験になり、そこから多

くのことを学ぶことと感じました。 

これから様々な異国での体験が待ち受けてい

ます。嬉しいことや楽しいこともあるが、辛いこ

とや苦しいことにも立ち向かい、乗り越えること

で、学生自身が強くなり大きな成長に繋がるはず

です。 

学生はこの度の留学までに、保護者や高専の教

職員、オタゴポリテクニクの関係者やホストファ

ミリー等、沢山のサポートがあって実現している

ことに感謝し、一日一日を大切に自らが異国の地

で頑張ることで、その恩に報いることになります。 
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ダニーデン空港に到着した学生たち 

ダニーデン空港にて記念写真に納まる学生たち 

オリエンテーションで学生生活について説明を受ける学生たち 

オタゴポリテクニク前での記念撮影 
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オタゴポリテク留学を終えた学生たちが

帰国 

16人の学生が、午後５時着のニュージーランド

航空 99便で、３月 17日(月)に無事帰国しました。

成田空港には保護者をはじめ、本校から向井 守

副校長と留学支援課の小沢が出迎えました。久し

ぶりの保護者との対面は、笑顔と涙があふれる感

動的な場面が見られ、心温まるひとときとなりま

した。ある学生の妹さんが「推し活」に使うよう

なうちわを作成し、お兄さんの帰国を喜んでいる

微笑ましい場面も見られました。家族の温かい歓

迎に、学生たちも再会の喜びを分かち合いました。 

背丈がひと回り大きく成長した学生や、髪が伸

びてイメージチェンジした学生もおり、外見の変

化があったと同時に、様々な経験を通じて内面的

にも成長している様子が感じられました。学生か

らは「やっぱり日本がいいな」「早速かつ丼が食べ

たい」「お茶づけでもいいや」といった声が聞かれ

ました。また、留学中に変わった新札を手にして

感動している学生もいました。異国での生活を通

じて、日本の良さを改めて実感した学生も多く、

帰国後の日本の食事や文化に対する愛着が一層

深まったようでした。 

留学中、学生は現地のホストファミリーやオタ

ゴポリテクニクのスタッフ、地元の方々の温かい

サポートを受け、充実した忘れられない経験を積

みました。具体的には、日々の生活の中で自然豊

かなダニーデンの街を散策してリラックスし、近

くのセントクレアビーチで釣りを楽しんだ学生

もいました。学校の体育館で運動を通じて現地の

学生と仲良くなり、日本に関しても興味を持って

もらい、良い国際交流の機会があったという経験

も印象的です。良いことばかりでなく、苦しく辛

いことも乗り越えました。この１年間の経験は、

彼らにとって将来に繋がる貴重なものになった

はずです。学生たちは、現地での様々な経験を通

じて、自分自身を見つめ直し、成長する機会を得

たようです。 

また、日本の地でいつも温かく見守ってくれて

いた保護者にも深い感謝の気持ちを抱いている

ことと思います。保護者の支えがあったからこそ、

この留学が実現し、貴重な経験を積むことができ

ました。遠く離れた地での生活に不安を感じるこ

ともあったかもしれませんが、保護者の励ましや

愛情が学生たちの心の支えとなり、困難を乗り越

える力となりました。ニュージーランド・ダニー

デンを第二の故郷として、将来再度訪れる学生も

いるかもしれません。学生たちがオタゴポリテク

ニク留学で得た知識やスキル、そして人間として

の成長を大切にし、その経験を未来へと繋げてい

ってほしいと心から願うばかりです。この１年間

の努力と学びが、彼らの人生において輝かしい未

来を築く礎となることを期待したいと思います。 

様々な経験を経て無事に帰国した学生たち 

成田空港到着ロビーで写真に納まる３年生 



国際高等専門学校 Ⅱ．グローバル化への取り組み 

 

112 

在日アイルランド大使のデミアン･コー

ル氏が白山麓キャンパスに来校 

紫陽花の色が美しく映える候、スポーツフェス

ティバルで活気溢れる白山麓キャンパスに、令和

６年(2024)年６月 22 日(土)在日アイルランド大

使デミアン･コール氏が来校しました。この度は

石川県で行われた英語スピーチコンテスト「第 1

回エヒュコーション･イン･アイルランド杯」観覧

のため、金沢に来訪したのを機に、是非とも国際

高専を来訪したいとのお声をいただき千載一遇

の機会となりました。アイルランド側はコール駐

日大使をはじめ、ニール･クーニー氏(アイルラン

ド政府商務庁日本代表)ジョナサン･ケリー氏(ア

イルランド政府商務庁･マーケットエグゼクティ

ブ)、マイケル･スチュアート氏(グリフィス大学･

留学生募集マネージャー)の４人が来校しました。

国際高専側は泉屋吉郎理事長、村井好博常務、鹿

田正昭校長をはじめ、教職員と学生で温かく歓迎

しました。本校では昨年度からアイルランドとの

交流が始まり、アイルランド関係者が数回来校し

たり、鹿田校長と向井副校長がアイルランド大使

館での式典に参加したりとお互いの親睦を深め

ている中での更なる関係を紡ぐ機会となりまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歓迎式では鹿田校長から「アイルランドとの親

交が深まり、将来的に本校の学生が貴国において

学ぶ機会が訪れることを願う」との言葉があり、

学生代表の泉屋匠吾(いずみや･しょうご)さんが

「古い歴史や文化を有する、自然豊かなアイルラ

ンドにいつか行ってみたい。ダブリン大学トリニ

ティ･カレッジ図書館にある the book of kells

を見てみたい」と大使に向けてのメッセージを贈

りました。コール大使からはアイルランドの紹介

と共に国際高専とのこれまでの交流に関して話

があり「この度の温かい歓迎に感謝する。是非ア

イルランドを訪れてください」との光栄な言葉を

いただきました。キャンパス見学の際には、整っ

た施設や白山の木を利用したぬくもりを感じる

学びの場、温泉施設も完備していることに感動し

ている様子でした。スポーツフェスティバルの会

場にも足を運び、活気あるバドミントン競技の様

子を観覧されていました。その中で 2年生の中澤

流月(なかざわ･るうな)さんが勇気を出してコー

ル大使に話かけた際は、それに対して笑顔で温か

い言葉を返してくださり、優しい人柄を垣間見る

ことができました。中澤さん自身もアイルランド

のことに関してもっと知りたいとのことで、意欲

を掻き立てるまたとない経験になったはずです。 

この度は短い時間でしたが、アイルランド大使

が来校することで、お互いの親睦を更に深める貴

重な機会となりました。学生にとってもアイルラ

ンドに興味を持ち、今後の学びに繋がる刺激的な

経験になったことは確かです。世界で活躍するグ

ローバルイノベーターを育成することを目指し

ている国際高専にとって、今後もアイルランドと

の交流を深め、近い将来、学生がアイルランドの

地で学ぶことで、本学の理念の実現に繋がること

を望んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
コール大使と笑顔で写真に納まる泉屋さん(左)中澤さん(右) 

記念写真に納まるアイルランド大使一行と高専生 
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米国ミズーリ州コロンビア市から高校生

6 人が来校 

米国ミズーリ州コロンビア市の高校生(以下:

高校生)６人が６月９日(日)から６月 21日(金)白

山麓キャンパスに来校しました。コロンビア市の

高校生たちは白山麓キャンパスに滞在し、国際高

専の１、２年生と寮生活を送り、国際高専のプロ

グラムに参加したほか、白山市でのホームステイ、

白山ジオツアー、日本文化体験など、白山市が提

供した様々なプログラムに参加しました。 

高校生たちは、国際高専のプログラムに参加し、

高専生たちと共に英語科目や体育科目の授業を

受け、交流を深めるとともに、日本語のレッスン

や化学実験、プログラミング、本校のオリジナル

工学教育である「エンジニアリングデザイン」な

どの STEM体験なども行いました。 

「エンジニアリングデザイン」では「外国人が

日本に来た際に直面するコミュニケーションの

問題を解決する方法」をテーマにアイデアを考え、

高専生に向けて発表しました。その後、紙芝居「さ

るかに合戦」を披露しました。高専生は紙芝居に

見入っており、その完成度の高さと日本語の上手

さに感心し、驚きの表情を浮かべている様子でし

た。 

高専生 15 人と高校生たちは、金沢観光として

兼六園や金沢城散策、石川県観光物産館で金沢の

伝統工芸である「金箔貼り」を体験しました。コ

ンパクトミラーに金箔を貼り、それぞれ思い思い

の作品に仕上げた。その後、高校生たちは白山市

のホストファミリーと対面し、１泊２日のホーム

ステイを通してホストファミリーとの交流や日

本文化を楽しみました。 

 

 

【６月 17日(月)～21日(金)】 

高校生たちは白山市のプログラムに参加しま

した。白山市は市全域が「白山手取川ユネスコ世

界ジオパーク」に認定されており、高校生たちは

白山麓地域を散策する「ジオツアー」を楽しみま

した。その他、河内地区「キッズの森 視察ツアー」

や、豪雪地帯に暮らす白峰の人々の生活や限界集

落での地域活性化の取り組みを学ぶ「白峰ツア

ー」、白峰恐竜パークにて化石クリーニング作業

体験・館内見学、鳥越中学校で中学生の英語のク

ラスにも参加しました。 

６月 20 日(木)の夕方、高校生たちの帰国前日

に、白山麓キャンパスで「お別れ会」が開催され

ました。コロンビア市訪問団や白山市の国際交流

員、白山市のホストファミリーを招待し、高専生

や高校生たちと共に夕食を楽しんだ。お別れのス

ピーチでは、高校生からは「国際高専に来る前は

不安いっぱいでしたが、学生たちがとても優しく

歓迎してくれたので嬉しかったです。ありがとう

ございました」という温かいメッセージがあり、

国際高専の学生からは「２週間という短い間でし

たが、たくさんの思い出を作ることができました。

国際高専に来てくれてありがとう。素敵な時間を

過ごすことができました」という言葉が送られま

した。スピーチの最終には涙ぐむ学生たちの姿も

あり、お互いの絆を感じることができ、心温まる

素敵な時間となりました。 

記念写真に納まるコロンビア市の高校生や高専生、ホストファミリーの皆さん 
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オタゴポリテクニクと調印式 

新緑に囲まれた国際高専白山麓キャンパスで、

５月 21 日(火)オタゴポリテクニクから３人の来

校者を迎え「学術協力に関する国際高専とオタゴ

ポリテクニクとの間の協定書」と「交流プログラ

ムの実施に関する合意書」に署名をする調印式が

５年ぶりに行われました。ニュージーランドの国

立オタゴポリテクニクとの交流関係は平成

14(2002)年から続き、22年に渡って両校は固い絆

で結ばれています。高専３年生でのオタゴポリテ

クニク留学は、国際高専で学ぶ学生にとって大き

な目玉となり、学習面は勿論、現地のホストファ

ミリーや友人との生活を体験することで人間的

にも大きな成長を遂げる大切な学びの場となっ

ています。 

オタゴポリテクニクからはマーク・カートライ

ト氏(副教務部長)、エイドリアン・テットロ氏(国

際高専プログラム主任教員)、ケリー・ホッジスン

氏(国際マーケティングスタッフ)の３人が来校。

国際高専からは、泉屋吉郎理事長、村井好博常務理

事、鹿田正昭校長及び関係者 10人が調印式に参列

し、協定書と合意書にお互いサインを交わしまし

た。向井 守副校長のユーモア溢れる司会の元、調

印式は和やかな雰囲気で執り行われました。調印

式の中で、マーク・カートライト氏から「改めて両

校の交流の歴史を重んじると共に、今後も更に良

い関係が続くよう努めていく。温かい歓迎に感謝

している」との言葉を頂戴しました。 

協定書と合意書を持って記念写真に納まる 

(左から)泉屋理事長、鹿田校長、カートライト氏、テットロ氏 
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Ⅲ．社会貢献への取り組み 

「紅はるか祭り」を開催 

本校２年生が、エンジニアリングデザインの授

業の一環で、10月28日(月)から11月末まで、校舎

前にある道の駅瀬女とキジトラコーヒー研究所

と連携し、白山麓キャンパス前の休耕田で栽培し

たサツマイモ「紅はるか」を使ったコラボイベン

ト「紅はるか祭り」を今年度も開催しました。本

校ではエンジニアリングデザインという課題解

決型授業を教育の中核に据えています。２年生は

「アグリビジネス班」と「テック対策班」に分か

れ、全寮制キャンパスが立地する白山麓地域の課

題解決に取り組んでいます。アグリビジネス班は、

キャンパスの目の前にある休耕田を地域資源の

一つとして捉え、その一部を地元の白山ろく里山

活性化協議会からお借りしています。そこでは、

紅はるかを学生自らが栽培し「高専紅はるか」と

いうブランド名で生芋や焼芋販売、コラボ商品開

発などの事業を実施しています。学生たちは、生

産、営業、販売、収益性分析等の一連の取り組み

を経験し、休耕田の利活用の可能性について探り

ながら、地域活性化に寄与することを目指してい

ます。 

この「紅はるか祭り」の期間中は、本校とのコ

ラボ商品としてキジトラコーヒー研究所で、高専

紅はるかを使用した「チップスべにゃソフト」と

「べにゃソフト」を、道の駅瀬女では「紅はるか

サンデー」及び「高専紅はるか」の生芋が販売さ

れました。そして11月３日(日・祝)、４日(月)の

２日間、道の駅瀬女店頭で本校生が「高専紅はる

か」の焼芋販売を行いました。 

前年度は、高専紅はるかブランドの浸透とファ

ン作りを目的に、４種類の「高専紅はるか」マス

コットキャラクターを用いたキーホルダーとマ

グネットを制作しました。これらのオリジナルグ

ッズは、「高専紅はるか」の焼芋を一定額以上購入

された方に、カプセルトイとして無料で配布され

ました。 

令和６(2024)年度は前年度に先輩が制作した

キャラクターグッズを継承し、新たにアクリルス

タンドを追加しました。また、今年度はより広く

ブランド周知の展開を図ることと、キジトラコー

ヒー研究所と道の駅瀬女での販売促進を目指し、

各店舗で販売されている高専紅はるか関連商品

を一定額以上購入された方にもカプセルトイ無

料交換券を配布しました。昨年度は、30個程度の

カプセルトイが配布されましたが、今年はキジト

ラコーヒー研究所や道の駅瀬女からも多くのお

客様に焼芋屋台にお越しいただき、100個のカプ

セルトイが配布されました。お客様の中には、ま

たカプセルトイが欲しいからと、別の商品を買い

に行かれた方や「昨年に引き続き今年も焼き芋を

楽しみに来た」と学生に声を掛けてくれるお客様

もいて、学生にとって大いに励みになりました。 

２日間の焼芋店頭販売を通して、学生たちは

様々な気付きを得ました。販売計画や焼芋準備の

回転効率の向上、お客様の導線から自分たちの役

割分担やシフト管理等、話し合いながら改善を試

み、取り組むことができました。また焼芋の売上

は昨年度の約1.2倍となり、準備してきたことが

うまく結果にも繋がりました。その後、年度末の

決算に向けて準備を進めました。 

 焼き芋とオリジナルキャラクターステッカー 

焼き芋販売店で記念写真に納まるビジネス班メンバー 
 

カプセルトイをする子ども 
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白金祭を開催 

国際高専白山麓キャンパスで2月23日(日)に

「白金祭(はっきんさい)2025」が行われました。

白金祭は、白山麓キャンパスの活動を知ってもら

うことを目的として、白山麓キャンパス開校当初

から開催しているもので、今回で６回目を迎えま

した。在校生の保護者52人をはじめ、白山麓の地

域の方、小中学生を含め合計109人が来場しまし

た。 

白金祭では、白山麓キャンパスの大階段でデザ

イン＆ファブリケーションクラブの成果発表会、

学内ロボコンとバンド演奏、教室を使用したゲー

ムコーナーや学生・教職員を含めたフォトコンテ

スト、美術部の展示、国際理工学科の展示の他に

も、校舎全体を巡るスタンプラリーも行われまし

た。学校内部の教職員にとっては、普段あまり分

からない学生たちの課外活動の成果報告やバン

ドのパフォーマンスを通して、学生の新たな一面

を知ることができる機会となりました。また、外

部の方たちにとっては高専で行われている教育

の理解促進に繋がったことと思います。 

これまではなかなか地域の方々に本校を訪れ

てもらう機会はなかったのだが、今回の白金祭で

は子ども連れで来られる方もおり、徐々にではあ

るが、本校の敷居が取り払われつつあることを感

じた。今後もより気軽に訪れてもらえるようにし

ていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 59 回高専祭を開催 

第59回高専祭を10月19日(土)に金沢キャンパ

スで開催しました。昨年度は金沢工業大学の工大

祭との共同開催でしたが、令和６(2024)年度は高

専の校舎１、２階を利用して単独での開催となり

ました。今回のテーマは、参加者の皆さんがそれ

ぞれ楽しめるようにとの思いで「Enjoy in your 

own way」とし、本校学生会が中心となり実施され

ました。カードゲーム、格闘ゲーム、フォトラリ

ーと抽選会企画では、普段は別々のキャンパスに

通う学生と教職員の交流の場となり楽しい時間

を共有しました。 

学科展示ブースは、学科紹介のポスター、学生

研究ポスター、Spheroを使用したタイムアタック

レースなど、本校の学びを知るブースとして、学

外との交流の場となりました。また、教職員、学

生の華道作品や１年生による美術作品、ロボコン

などの課外活動の展示紹介もあり、授業以外の活

動の成果を披露していました。 

午後には、金沢キャンパス見学会も実施され、

参加した保護者は、改装後の新しい施設や学園の

施設を見学しました。また、こぶし会によるホー

ムカミングデーも行われ、OBや現役の学生は、金

沢高専時代からの卒業アルバムを閲覧しながら

楽しい時間を過ごしました。 

高専祭の最後には、東海北陸地区大会に参加し

たロボコンチームの報告会が行われました。報告

会では４・５年生で構成されたＡチーム、１・２

年生で構成されたＢチームがそれぞれ自分たち

のロボットを解説しました。本戦に出場できませ

んでしたが、両チームとも特別賞を受賞しました。 

閉会式で鹿田正昭校長から「コンパクトな高専

祭でしたが、テーマの通りそれぞれが楽しめた高

専祭でした。」と講評がありました。 

ロボット展示で成果を説明する生徒 

白金祭実行委員の学生たち 

 

学内ロボコンでロボットを操作する学生 
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「食事と薬についての健康講話」を実施 

白山麓キャンパスで１、２年生を対象に４月24

日（水）、かわちコメヤ薬局の前野洋徳(まえの・ひろ

のり)氏を講師にお招きし、「食事と薬についての健

康講話」が実施されました。 

 薬は病院や薬局、ドラッグストアなどで購入す

ることができ、病気の治療や予防、健康の手助け、

痛みを和らげるなどに役立つ一方で、副作用があ

ったり、用法・用量を間違えると毒になったり、

乱用(オーバードーズ)を引き起こすことがあり

ます。前野氏は市販の湿布薬や頭痛薬、薬局で処

方される薬の効果や副作用、症状などを写真と共

に説明し、オーバードーズを引き起こす要因や主

な症状・事件などについて解説しました。 

次に、学生同士で薬を交換し合うことで、どう

いったトラブルが起こりうるか説明がありまし

た。「医師・薬剤師から処方された薬を適切な方法

で服用し、万が一副作用が発生した場合は『副作

用救済制度』という制度がありますが、処方され

ていない人が別の人に処方された薬を服用し、副

作用が発生した場合は『副作用救済制度』の対象

にはなりません。体格、性別、既往歴などによっ

て、薬の効果は人によって違います。病院から処

方される薬は自分専用なので譲渡をしないよう

に、また薬の譲渡は犯罪である」ということが説

明されました。 

後半は、「食事と栄養」について講話が行われま

した。「食事が不規則になると、太りやすくなる・

身長が伸びない・筋肉がつかない・腸内環境の乱

れ・下痢・便秘・免疫力の低下などを引き起こし

ます。また、砂糖の過剰摂取は精神的な気分の低

下、体重増加、依存症につながります。白山麓キ

ャンパスでは、毎日３食の食事を摂ることができ、

必要なカロリーを満たし、PFC（タンパク質、脂質、

炭水化物）バランスの良い食事を摂ることができ

ます。時には加工食品を摂りたくなることもあり

ますが、栄養表示を確認し、ビタミンやミネラル

を補うためにサラダチキンや野菜炒めなどを食

べるなど、自分で組み合わせることでバランスが

良くなることや、エナジードリンクに含まれる砂

糖の量を確認するのが良い。」ということが解説

されました。 

最後に、学生から「市販の薬は副作用救済制度

の対象になりますか？」と質問があり、前野氏は

「用法・用量を守った場合は対象になりますが、

逸脱した飲み方をした場合は対象にならないた

め、説明書通りに服用してください」と回答され、

講話が終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
講話をする前野氏 
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「自転車安全講習会」を実施 

白山麓キャンパスでは５月15日(水)に１、２年

生を対象に白山警察署 酒井 満氏を講師にお招

きし、「自転車安全講習会」が実施されました。 

令和５(2023)年に石川県内で発生した交通事

故のうち、物損事故件数は31,138件、人身事故件

数は2,059件、死者数28人、負傷者数2,356人で、

そのうち高校生が怪我をした人数は66人でした。

中でも１・３年生が圧倒的に多く、その原因のほ

とんどが自転車によるものです。 

酒井氏は実際の事例を紹介しながら、交通事故

を起こした場合に問われる「民事責任」や「刑事

責任」について説明し、事故を防ぐためには交通

ルールを守るだけでなく、自分の身は自分で守る

ことがいかに大切か解説されました。その後、自

転車は車両として取り扱われることから「自動車

の仲間」であり、自動車のルールが適用されるこ

と、車道を通行する際は原則とし左側通行である

こと、信号機や標識の解説、飲酒運転、二人乗り、

並列運転は禁止であること、夜間ライトの点灯な

どを説明されるとともに、違反に伴う罰則や罰金

についても説明されました。 

最後に、令和５(2023)年４月１日から自転車の

ヘルメット着用が努力義務化されたことについ

て、ヘルメット着用がいかに命を救うか解説され

ました。酒井氏は「ヘルメットを被っていても、

一生活躍する場がないかもしれませんが、それが

一番幸せなことです。ヘルメットは事故に遭った

時に活躍してくれるものです。しっかりと予防処

置をしてください」と呼びかけ、講習会が終了し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物に関する講話を実施 

白山麓キャンパスで１、２年生を対象に白山警

察署生活安全課の佐藤芳乃(さとう・よしの)氏と南 

真季(みなみ・まき)氏をお招きし「薬物に関する講話」

が６月 12日(水)に実施されました。 

覚せい剤を含めた大麻、麻薬、危険ドラッグな

どわが国の薬物検挙人数は年間13,000人以上に

達しており、若年層を中心に大麻の検挙数が増加

している現状について説明がありました。大麻は

覚せい剤に比べて、オシャレやファッションとし

てかっこいいイメージが持たれる他、国によって

は使用することが犯罪とならないケースがある

ことから他の薬物と比べ問題がないなどの誤解

を受けやすく、軽い気持ちで使用するケースが多

いことを指摘されました。しかし、大麻が違法で

ないのはその国が抱える薬物問題の事情による

もので、大麻の摂取が安全で問題がないというこ

とではないことを説明されました。 

薬物には大きな健康被害が伴うとともに、欲す

る意識をなくすことができず「一生我慢し続ける

こととなる」ほどの強い中毒性があります。販売

者にとって薬物を利用させることで安定した収

入源の確保に繋がるため、仲間意識を巧みに利用

して使用を勧められていることを理解し、そのよ

うな販売場面に遭遇した場合は、断る勇気が必要

であることが強調されました。断り方についても、

相手の気持ちを逆なですることなくきっぱりと

断る言葉の使いかたなどについても説明されま

した。薬物の売上は暴力団などの闇組織の資金源

になっていて、薬物の購入を通して貢献してしま

うこと、そして組織と関係を持つことに繋がる危

険性について考える機会となりました。 

最後に、佐藤氏からは「ネットの情報に惑わさ

れず、正しい道を選んでください。万一、薬物に

限らず、何かあった時は警察に相談してください。

決して一人で悩まないでください」と学生たちに

呼びかけ、講話が終了しました。 

講習会を行う酒井氏 
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ＩＣＴアンケート調査結果報告会を開催 

FD・SD研修として、令和５(2023)年度の授業ア

ンケート及び総合アンケートの調査結果報告会

が８月30日(金)に開催され、本校の教職員42人

(教員27人、職員15人)がオンラインで参加しまし

た。 

はじめに鹿田正昭校長から、アンケート結果を

分析し、次の授業に備えることはとても重要であ

ることが伝えられ、その後㈲アイ・ポイントの池

田 晋(いけだ・すすむ)代表からアンケート分析結果

の報告がありました。以下、分析結果を抜粋しま

す。 

 

■総合アンケートでの「満足度」 

・満足度は過去最高の90.7％を記録しました。 

・いずれの学年も高い満足度でしたが、低学年ほ

ど満足度が高い傾向が見られました。 

 

■「教員及び学習支援」「学校での過ごし方」など 

・学習面では教員の評価が非常に高い結果でした。

「勉強」「課外活動」など、学生生活は全般的に充

実している様子が窺えました。 

・１・２年生に質問した「RA のサポート」「ラー

ニングセッション」「カフェテリアの食事」及び

「寮の生活」という項目の評価が低下していまし

た。１・２年生は「満足度」は高いものの、この

生活面の低下は今までにない変化です。 

 

■「授業アンケート」のポイント 

・科目の満足度は92.3％であり、ほとんどの学生

が満足と答えていました。授業の評価は非常に高

く、特に「シラバス」が高く評価されていました。 

・学習時間を見ると「１年生」と「２年生」は同

じような学習環境のようであり、高学年で学習時

間がやや長いという傾向が見られました。 

 

■「教職員アンケート」のポイント 

・教職員自身の満足度は58.3％であり、加重平均

で見ると平成30(2018)年以降で初めてプラスス

コアとなりました。また、満足度に関する全ての

項目が平成30(2018)年以降で最高となりました。 

・「方針や決定事項は教職員に伝わっている」はマ

イナススコアが継続しています。 

分析結果報告後には質疑応答が行われました。

カフェテリアや寮生活の満足度が低い理由に話

が及ぶと、本田尋識白山麓高専事務室長から「昨

年に関しては下がる要因があったことは認識し

ており、既にカフェテリアと学生間の直接対話の

機会を設けるなどいくつかの改善を行っていま

す」と報告がありました。来年度のアンケート結

果に反映されることが期待されます。 

５年生の授業満足度が低かった点に関しては、

６人中２人が友人関係の不満を抱えていたため、

それが要因ではないかという意見がありました。

また、教員の満足度に関しては「メーンキャンパ

スによって開きがあるのではないか」という教員

からの質問があり、来年度以降、キャンパス別の

データを取るべきか検討するのも一案であると

池田氏から回答されました。 

さらに、ラーニングセッションに関しては内容

の問題というより、他の学生が騒がしくて集中で

きない等、環境の問題もあり、原因追及のため設

問を細分化して詳細に聞くという手段があるこ

とも述べられました。 

終わりに、鹿田校長から11月に今回の結果を受

けての意見交換会を開催する旨が伝えられ閉会

となりました。 

昨年までは外国人教員向けに英語での開催を

別日に実施していましたが、その実施方法では疑

問があっても池田氏へ直接質問することや、日本

人教員を交えた意見交換もできないことから不

満の声がありました。そのため今年は同日に通訳

を交えて実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Zoomでアンケートの分析結果を聞く国際高専の教職員 
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31 号館で合同避難訓練を実施 

本校４・５年生が通う金沢キャンパスと金沢

工業大学ロボティクス学科の研究室がある、31

号館の合同避難訓練が５月10日(金)に実施され

ました。大学との合同避難訓練は前年に引き続

き２回目となり、学生・教職員の災害時におけ

る適切で迅速な対応と防災意識向上を図りまし

た。今回は１階のラーニングコモンズで火災が

発生したことを想定した訓練をしました。 

午後３時、事務局内の放送盤から31号館内に火

災を報せるアナウンスを日本語と英語で行いま

した。４階で授業を受けていた４・５年生は担任

の指示のもと、中央階段で１階へ降り正面玄関か

ら、大学生は２階学生通用口からそれぞれプラザ

（正面玄関前広場）へ避難しました。プラザでは

本校職員が指揮本部を設置し、高専・大学の担当

教員が学生の数を確認して報告しました。今回は

火災発生から２分37秒で避難を完了しました。 

最後に鹿田正昭校長から学生に向けて「今日の

訓練では皆さん速やかに避難することができま

したが、実際の災害時にはそう簡単には避難でき

ないこともあり得るので、学校や家でも常日頃か

ら災害に対する意識を持って行動してください」

と講評をいただき終了しました。 

育友会総会及びクラス懇談会を開催 

育友会役員会・総会は、保護者が広く国内外に

住まわれていることからオンラインで開催して

います。 

5月24日(金)午後６時30分から行われた総会

(会員65世帯中49人出席、委任状10人、不明６人)

は、宮野純光学務部長の司会のもと、木下留美(き

のした・るみ)育友会長の挨拶、鹿田正昭校長の挨拶

で始まり、その後、木下会長が議長となり議案審

議が行われました。まず、山岸 徹育友会会計(高

専事務局長)が令和５(2023)年度事業報告及び収

支決算報告を行い、金 聖弼(きむ・そんぴる)会計監査

から会計監査報告が行われ、可決・承認されまし

た。続けて山岸会計が令和６(2024)年度事業案、

収支予算案を説明し可決・承認されました。新年

度役員の選出については、会長に出口牧仁(でぐち・

まきひと)さん、副会長に中澤秀子(なかざわ・ひでこ)さ

ん、会計監査委員に橋本裕一(はしもと・ゆういち)さん

が新たに選出されました。１年生の保護者からは

橋本さん以外に万江厚志(まえ・こうじ)さんが育友

会理事に加わることが承認されました。各議案の

可否はその都度Zoom機能を介して行われ、すべて

の議案でほぼ全員の承認が得られました。続いて、

１年間育友会長を努めていただいた木下氏に鹿

田校長から感謝状が贈呈されました。 

議案審議に続き、学校から近況報告が行われま

した。鹿田校長から学校方針と現況が伝えられ、

藤澤 武教務主事、小髙有普学生主事、宇都宮隆子

修学支援主事が順に学修状況、課外活動状況、生

活指導状況、留学への準備状況、進路指導状況等

の報告を行い、最後に宮野学務部長が本校Webサ

イト、学年暦、保護者関連行事について説明して

無事総会を終了しました。 

総会終了後は、担任、副担任等とのクラス懇談

が実施されました。鹿田校長を始めとする学務会

議メンバーも手分けしてクラス懇談に参加しま

した。１・２年生の保護者からは授業や寮生活、

課外活動など、３年生の保護者からはホームステ

イ先での様子など、４・５年生の保護者からは大

学編入学などについて質問があり、担任や学務会

議メンバーが回答しました。丁寧な説明により和

やかな懇談会になりました。 

プラザに集合するロボティクス学科生と高専の４・５年生たち 
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ICT グローバルサマーキャンプ 2024 開催 

国際高専白山麓キャンパスで、令和６(2024)年

８月４日(日)から９日(金)の５泊６日の日程で

ICTグローバルサマーキャンプ、８月６日(火)か

ら８日(木)の２泊３日の日程でICTサマーキャン

プが開催されました。どちらも学外の連携パート

ナーとのコラボレーションにより、本校の教育環

境を国内外にPRできる貴重な機会となった。基本

的には、両プログラムは別々の教室、コンテンツ

とメンバー構成で実施されたが、食事や温泉、６

日(火)の夕方に行われたタイの凧作り体験、７日

(水)の夜に体育館で行われたスポーツコンペテ

ィションなどで相互に交流する機会も設けられ

ました。 

 【ICTグローバルサマーキャンプ】 

参加学生：37人(タイ人の生徒23人、立命館慶祥中

学校生徒５人、沖縄アミークスインターナショ

ナル生徒４人、海外子女教育振興財団/JOESの

帰国子女生徒５人) 

引率教職員：９人(タイ３人、立命館慶祥２人、沖

縄アミークス１人、JOES３人) 

主なプログラム：レーザーカッターや３Ｄプリン

ターを使ったものづくり体験、化学や電気に関

するSTEAM体験、AIプログラミング、白峰での文

化体験、温泉体験、Tシャツ制作体験、サマーフ

ェスティバル(日本の夏祭り)体験、金沢キャン

パス見学など。 

グローバルサマーキャンプは、懇意にしている

タイの留学エージェントの仲介で、コロナ前から

白山麓キャンパスで開催をしていました。海外か

らの帰国子女に対して外国語保持教室を提供し

ているJOESと共催することもあったが、今年は初

めて二つの教育連携協定校の生徒も参加するこ

とによって、より多様性のあるキャンプとなりま

した。プログラムはすべて英語となっており、参

加者の中の６割を超えるタイの生徒は殆どがイ

ンターナショナルスクールの生徒ということも

あり、参加した日本人生徒が国際高専の教員や参

加者と英語で積極的にコミュニケーションを取

る姿が印象的でした。また、最終日にはプログラ

ム全体を通じて様々な体験をして得たもの、制作

したものを各自が展示をし、ポスターセッション

形式のようにプレゼンテーションをするセッシ

ョンがあり、参加した生徒同士で写真を撮りあっ

て交流し連絡先を交換するなど、別れを惜しむ姿

が多く見られました。 

 

【ICTサマーキャンプ】 

参加学生：29人(本校24人、JOESの帰国子女５人) 

引率教職員：３人(JOES) 

主なプログラム：エンジニアリングデザイン体験、

STEAM体験、Tシャツ制作体験、ボルダリング体

験、温泉体験など。 

サマーキャンプは、新型コロナの影響を受けた年

以外には毎年開催しており、本校の教育環境のみ

ならず入学後の生活環境まで体験できる機会と

なっており、在学生の中にも過去のサマーキャン

プ参加者も多い。今年は「自分たちが見たい将来

に向けた会社を考えよう」というテーマにそって、

参加者は数名のグループを作り、本校の教育の特

徴であるエンジニアリングデザインを体験しま

した。３日目の最終プレゼンテーションではグル

ープ毎に話し合って決めた、解決すべき社会課題、

解決策、グループの会社名、会社のロゴ、スロー

ガン等について、会社名とロゴの印刷されたお揃

いのTシャツを着て発表をしました。参加者から

は「英語はそれほど得意ではないが、このような

環境であれば伸ばしていくことができると感じ

た」「参加前には寮生活などの不安もあったがす

ぐに友達もできて楽しめた」などの声が聞かれま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
笑顔で記念写真に納まる参加者 

授業体験で真剣に話を聞く参加者 
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国際高専オープンキャンパス開催 

本校のオープンキャンパスを８月３日(土)、４

日(日)の２日間、白山麓キャンパスで開催しまし

た。８月３日(土)は生徒21人(３年生10人、２年生

７人、１年生４人)、保護者等30人、計51人。そし

て８月４日(日)は生徒29人(３年生16人、２年生

７人、１年生６人)、保護者等40人、計69人が参加

しました。 

令和５(2023)年８月のオープンキャンパスの

参加人数は、８月５日(土)は生徒30人(３年生18

人、２年生６人、１年生６人)、保護者等34人の計

64人。８月６日(日)は生徒26人(３年生14人、２年

生７人、１年生５人)、保護者等23人の計49人でし

た。前年に比べ生徒数は６人減でしたが、保護者

は13人増となりました。本校に進学させるかどう

か真剣に見定めよう、という保護者の思いが数字

から見て取れます。 

また２日間の参加者の学校所在地を見ると、国

内から茨城県(1)、東京都(5)、石川県(13)、山梨

県(1)、愛知県(1)、京都府(3)、大阪府(1)、福岡

県(1)の26組。海外からイギリス(1)、アメリカ(3)、

シンガポール(1)の５組でした。さらに、東京流通

センターで開催された「地域みらい留学高校進学

フェス」で本校のブースに来られたKATOH塾の加

藤正人(かとう・まさと)塾長も４日にお越しになり、

キャンパスをご案内しました。加藤塾長は、東京

私塾協同組合のメンバーで「実際にキャンパスを

見ないと、生徒に自信をもって勧められない」と

いう思いから参加されました。中小規模の学習塾

は生徒本位できめ細やかな指導をされていて、生

徒にとって役立つ情報収集に意欲的です。 

今回のオープンキャンパスで特筆すべき点が

２つあります。１点目は石川県内からの参加が多

かったことです。本校では以前から「学習塾協議

会いしかわ」加盟塾を対象に寮の宿泊体験を含め

たキャンパスの見学会を実施してきました。これ

がきっかけとなり、塾生に本校を知ってもらいた

いと熱心にオープンキャンパス参加を勧める学

習塾が増えてきました。また今回、中学校から配

られたチラシで、初めて本校の存在を知ったとい

う加賀地区の保護者も参加されていました。加賀

地区の学習塾や中学校は、小松高校への進学が第

一義。国際高専は存在すらこれまで知らなかった

というのが現状である。地道な学生募集活動の積

み重ねがここにきて奏功してきたように思いま

す。また、金沢大学附属中学校から参加があった

ことも注目されます。各都道府県の中学訪問の際

に、まずどこに行くべきか、参考となる事例とい

えます。 

２点目は、本校１年生でタイ出身のラパナンラ

ット・パンタワットさんが４日(日)に開催された

プログラミング体験授業で講師を務めたことで

す。高校で言えば、まだ入学後４ヶ月しか経って

ない１年生。英語が流暢でも、AIの模擬授業で講

師をつとめるとなると別問題です。ラパナンラッ

ト・パンタワットさんの堂々とした説明に、新時

代の到来を感じました。 

今回、KATOH塾の加藤塾長が本校の在学生に話

を聴きたいということで、５人の学生に話を聴き

ました。学生から「最初の数ヶ月は確かに英語の

聴き取りができなくても、数ヶ月経つと分かるよ

うになってくる」「数学は英語がわからなくても、

見ればわかる。化学や生物は(ブリッジイングリ

ッシュで専門用語を学ぶので)点数が取りやすい」

「数学が苦手だったが、英語が好きで理工系にも

興味があった。親からは猛反対されたが、国際高

専に進学した」といった意見があり、今後の生徒

指導に役立つ話が聴けて良かったとのことでし

た。 

国際高専の授業を体験する参加者 



国際高等専門学校 Ⅴ．学生募集 

 

123 

「オンライン進学説明会」を５月と７月

に開催 

本校では５月25日(土)と７月６日(土)にオン

ライン進学説明会を開催しました。 

両日のプログラムとも、鹿田正昭校長によるあ

いさつから始まり、松下臣仁国際理工学科長によ

る「学校紹介」、佐野 文高専入試事務室課長によ

る「入試及び奨学生制度説明」のあと、毎回好評

を博している「学生による活動紹介」と「学生に

よるキャンパスツアー」が行われました。 

５月25日は18組31人が参加しました。学校所在

地別では茨城県１組、東京都３組、神奈川県１組、

三重県１組、滋賀県１組、大阪府３組、鹿児島県

１組の他、海外からはマレーシアのインターナシ

ョナルスクール２組、中国の日本人学校２組、ド

イツの日本人学校１組などから参加があり、また

学年別では、中学３年生が８人、中学２年生が３

人、中学１年生が１人でした。 

本校では毎年、白山麓キャンパスでオンライン

進学説明会を行っていますが、今回が初めてとい

うことが３点ありました。 

１点目は、オープニングの校長あいさつが中庭

で行われたことです。青々としたリアルな芝生の

上で行われたオープニングは、本校の立地環境の

良さを印象付けました。 

２点目は、本校として初めて１年間実施できた

ニュージーランド（以下、NZ）への留学について、

４年生の三輪恵万(みわ・えま)さんと泉屋匠吾(いずみ

や・しょうご)さんが発表したことです。本校は３年

生全員が１年間、NZに留学します。ところがコロ

ナ禍に伴い、NZ政府は2020年３月に国境を封鎖し

ました。国際理工学科の１、２期生はオンライン

でNZの授業を受けました。実際に最初にNZに行っ

たのは３期生（8月から3月）で、当初の予定通り

４月から１年間、ニュージーランドに行くことが

できたのは、三輪さんと泉屋さんたち４期生が初

めてでした。その意味では、１年間の留学生活や

現地での活動について具体的に話が聞ける貴重

な機会となりました。 

３点目は「学生によるキャンパスツアー」で、

案内役はもちろんのこと、メーンカメラや体育館、

寮でのカメラワークも今回初めてすべて学生が

担当したことです。満足する学生が最大の広報で

あり、オンラインを通じて学生の喋りはもちろん、

ちょっとした表情や仕草まで、画面を通じて保護

者は数年後のわが子の「未来の姿」と重ねて観て

います。参加者からさまざまな質問がチャットで

寄せられましたが、「先輩の皆さんの楽しさや笑

顔が見られ安心しました」というのがまさにこの

ことを象徴しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月６日は11組17人が参加しました。学校所在

地別では東京都３組、神奈川県１組、石川県１組、

静岡県２組、福岡県１組の他、中国の日本人学校

１組、マレーシアのインターナショナルスクール

１組、アメリカのmiddle schoolからも１組の参

加がありました。学年は中学３年生が４人、中学

２年生が１人のほか、小学校６年生の家族も参加

されました。 

「学生による活動紹介」は２年生の中澤琉月(な

かざわ・るうな)さんが行いました。「パソコン一つの

中で起こっている様々なこととその仕組みを知

り尽くしたい」という中澤さんは、本校入学後、

中学の時から取り組んでいる環境活動に加えて、

英語スピーチコンテストやハッカソン型インタ

ーン、アイデアコンテストやアプリ開発コンテス

トなどに意欲的に参加してきました。２年生の現

在は「コンピュータサイエンス基礎」「電気基礎」

が特に好きで「難しいけどめっちゃ楽しい！」「毎

回、疑問が解決していくのが面白い」と話します。

また「第35回 全国高等専門学校 プログラミング

コンテスト」にも仲間と取り組み、予選を通過。

10月に奈良で行われる本選に向けてプロダクト

作成など準備を進めました。「大学受験を意識せ

ず、５年間没頭できる」ことは本校の魅力の一つ

はです。本校には、高校の「部活動」に代わる、

没頭できるものが多々あることを「好奇心に従っ

て多くのことを学んでいきたい」という中澤さん

は自らの活動を通じて示しました。 

中庭であいさつをする鹿田校長 
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国際高専オンライン進学説明会と学校見

学会を開催 

本校では12月７日(土)午前10時からオンライ

ン進学説明会を、12時20分から学校見学会をそれ

ぞれ白山麓キャンパスで開催しました。 

オンライン進学説明会の参加者は８組(中学３

年生４人、小学生１人、保護者７人)で、学校所在

地でみると、群馬県１組、埼玉県１組、東京都２

組、神奈川県１組、長野県１組、岐阜県１組、長

崎県１組でした。 

また学校見学会は参加５組(３年生２人、２年

生２人、保護者４人)で、東京都２組、新潟県１組、

石川県１組、岐阜県１組でした。オンライン進学

説明会、学校見学会共に向井 守副校長の司会で、

鹿田正昭校長が学校説明を行い、佐野 文入試事

務室課長による入試説明の後、学生による活動紹

介、そして学生によるキャンパスツアーと続きま

した。 

午前の「学生による活動紹介」は、国際理工学

科１年生の五百藏蒼天(いおろい・そうま)さんが「国

際高専での私」というテーマで発表しました。五

百藏さんは「英語を勉強したかった」「ものづくり

がしたかった」「海外留学がしたかった」という理

由で本校に進学してきました。プログラミングコ

ンテストではプロダクトのプログラミングを担

当し、先生や先輩、仲間と一緒に一つのプロダク

トを完成させたときはものすごい達成感を得る

ことができたと話します。 

午後の「学生による活動紹介」は、国際理工学

科１年生の田中駿太郎(たなか・しゅんたろう)さんが

「国際高専の魅力」というテーマで発表しました。

田中さんは本校に進学する前の１年間、アメリカ

に留学していました。本校に関心を持ったきっか

けは、学校に置かれてあったチラシでした。「もの

づくり」が好きでレゴの EV３をやっていたことや

「英語力は高めたいがアメリカの現地の高校に

通うにはちょっと不安」ということで、理工科目

を英語で学ぶ本校はぴったりでした。「自分たち

が作ったものが動いた時とかは、達成感が凄くて、

これを感じたら、ロボコンはやめられない」とい

う田中さんは「来年の目標はロボコン全国」と発

表を締めました。 

 

 

国際高専の説明をする鹿田校長 
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石川県内塾対象「国際高専進学説明会」を

開催 

県内の学習塾を対象とした「国際高専進学説明

会」を５月９日(木)に開催し、塾関係者20人が金

沢キャンパス１階ラーニングコモンズに集まり

ました。金沢キャンパスでは令和５(2023)年度か

ら学生の学修スタイルに合わせて実験室や研究

室を大幅に改装し、新メーカースタジオにモーシ

ョンキャプチャー、木材CNCルーター、複合加工機

などの新機材を導入しました。県内の学習塾に本

校の新設備をご覧いただき、国内屈指の恵まれた

教育環境をアピールしました。 

当日は日能研入試情報室室長の井上 修氏によ

る約 50 分の講演『首都圏における中間一貫校の

受験状況と加速する高大連携について』を行いま

した。首都圏では校内カフェなど生徒のウェルビ

ーイングを重視したキャンパス作りが進む中で、

白山麓キャンパスのリビングコモンズ・金沢キャ

ンパスのラーニングコモンズなど気軽に先生や

仲間と好きなことに没頭できる空間作りは、まさ

に時代の最先端を進んでいると講評いただきま

した。加えて、世界が求める人材でもプロジェク

トベースが主流となっていて、学生が大学受験を

気にせずに自己研磨に集中できる本校の環境の

優位性を説きました。 

講演後は松下臣仁学科長による学校紹介、佐野 

文課長による入試説明があり、希望者はキャンパ

スを見学し、学食を体験しました。 

第 3 回私立高専合同進学説明会を開催 

第３回私立高専合同進学説明会が、７月７日

(日)午前10時から、金沢工業大学の東京・虎ノ門

キャンパスで開催されました。高等教育機関であ

る高等専門学校（以下、高専）は国内に58校あり、

その中で私立は４校あります。その４校である神

山まるごと高専(徳島県)、近畿大学工業高専(三

重県)、サレジオ工業高専(東京都)、国際高専(石

川県)が東京・虎ノ門キャンパスに集結し、協力し

て合同進学説明会を行いました。各校の個別相談

用ブースの会場、オンライン配信にも対応した各

校の学校紹介会場や資料展示コーナーを設け、来

場者の動線を考え、分かりやすい会場構成としま

した。気温34度を超える炎天下にもかかわらず、

受験生、保護者、教育関係者、企業などから86人

の会場来場者と、愛知、宮城、長野、静岡などか

らの21人のオンライン参加の合計107人の参加が

ありました。個別相談会場では熱心に質問する受

験生や保護者が多く、学校紹介会場では真剣に説

明に聞き入り、紹介用映像に見入る姿が見受けら

れました。高等教育機関である高専は、以前はそ

の教育機関としての認知度が低かったですが、昨

今、工業高校や高専の卒業生を対象とする求人倍

率が過去最高水準の高さとなったとの報道もあ

り、高専への興味の高まりを感じました。今後も

より効果的な構成を考え、毎年の開催に繋げたい

です。 

 

 

 

 

 

 

 参加者に本校の紹介をする鹿田校長 
 

説明を聞く参加者 
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